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本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　夏の夢は蟬せみ時雨しぐれとともに終わりを告げる。

　目が覚めれば見慣れた部屋。

　狭い。物が多い。あまり片付いていない。一応、掃除はしてあるので汚くはない。こぢんまりとした部屋。なのになんだか居心地のいい空間である。

　寝ている間にじんわりとかいた汗が気持ち悪い。我慢できずに上体を起こした。

　思わず、つい先日まで行っていた霜しも月つきさん家ちの別荘と比べてしまった。

　超お金持ちの霜月家の別荘はやはり違ったな。気温も湿度も部屋の広さも、あっちの方が格段に快適である。が、自分の部屋は自分の部屋でやっぱり落ち着くものだ。目が覚めて、まぶたが開いて、意識が覚かく醒せいしたその瞬しゆん間かんに安あん堵どする。それが庶しよ民みんの生活に慣れた高校二年生の男子、常つね村むら良りよう人となのだ。

　首筋を搔かきながら最近あった出来事を思いだす。

　大人気のアイドル声優である音おと無なしまどかの、恐らく初めてのゴシップ。同じく大人気の男性アイドル声優天あま乃の川がわ流りゆう星せいとの夜のツーショット写真の流出。それを受けての、流星さんの映画出演辞退と謹きん慎しん。

　そんなときに届いた一通のファンレター。僕のミスで音無さん本人に渡ってしまった手紙。

　それは、音無まどか公式ファンクラブ会員からのメッセージ。スキャンダルを受けてか、酷ひどいことがたくさん書かれていた。ファンレターに見せかけた、まったく正反対の意味を表す手紙。しかも会員であることを示すカードも同封されていた。それはつまり、もう音無まどかのファンをやめますという意思表示。

　それまで気き丈じように振る舞っていた音無さんだが、さすがにこの手紙には我慢の限界がきてしまったらしい。ファンの人、応援してくれる人のためを第一に考える音無さんだからこそ余計に堪こたえてしまったのだろう。

　そんなとき、僕は、ほんの少しだけ彼女の本当の心に触れた。

　でも、音無まどかは弱くない。すごく強い女の子だ。旅行最後の夜、すべてを吐きだした音無さんは、再び立ち上がった。気高く、美しい笑顔とともに。

　そんな姿を見て、僕は彼女に惚ほれ直した。元々音無さんのファンだった僕だけど、音無さんの表の顔と裏の顔を知って、もっと好きになった。

　素人しろうとなのに音無さんとラジオに出ることになった僕。彼女の足を引っ張らないよう、少しでも力になれるよう、がんばろう。

　そう思った矢先。

　音無さん宛あてに送られてきた例の手紙の送り主ぬしが判明したのだ。

　大手芸能プロダクションが開かい催さいした次世代アキバ系アイドル発はつ掘くつプロジェクト。そのオーディションに優勝した少女。

　名前は木こ立だち陽ひ菜な乃の。中学三年生。

　なぜか音おと無なしさんのことを「お姉さま」と呼ぶ。

　その木こ立だち陽ひ菜な乃のという少女が手紙を送ってきた張本人だったのだ。

　なぜ、なんのためにこんなことをしたのか。

　一人っ子であるはずの音無さんに対して、なぜ「お姉さま」と言ったのか。

　霜しも月つきさん家ちの別荘で、堂々とライバル宣言をした少女のインタビュー映像を見た直後、音無さんに尋たずねてみたが、木立陽菜乃なる人物とは面識がないと言っていた。

　もし、本当に、万が一、彼女が音無さんの妹だったとしたら、という可能性もあり、源げん太たさんに尋ねようとしたが、あの騒そう動どうのあと例のタコはちっとも姿を現さない。いつも余計なところで現れるくせに、大事なところで役に立たないのだ。

　そんなわけで、なにひとつ訳が分からないまま旅行から帰ってきた僕。

　今日きようはラジオの収録である。旅行のあと、音無さんと会うのは今日が初だ。なにか進展があればいいのだけど。そもそも、あんな態度とられて事務所が…………というか、音無さんのマネージャーを務める芹せり沢ざわさんが黙だまっていないと思うのだが。

　そうそう、芹沢さんといえば、手紙の件については僕の方から連絡してある。きっと音無さんは言わないだろうし、中身の確認をせずに渡してしまったのは僕の責任だし。

　芹沢さんからは「まどかが勝手に持っていってしまったのでしょう？　あまり気にしないでいいですからね」と気を遣つかった優やさしい言葉をいただいてしまった。さらに、「教えてくれてありがとう。あの子、どうせ私に言わないつもりだっただろうし」なんてことも。どうやら僕と同じ考えだったらしい。

　気にするなと言われてもね。音無まどかと木立陽菜乃、かなり話題になっちゃってるし。

　ネットでは単なる木立陽菜乃の売名行為とか言われてるけど、本当のところはどうなんだろう。インタビューでの挑発だけならそう思えるけど、僕は手紙のことを知っちゃってるからな。もしかしたら、そこまでやるなにかがあるのかな、って思っちゃうんだよ。

　これが本当に音無さんの妹とかだったら大変なことだぞ。だって、隠し子ってことだよね。源太さんなにしてくれちゃってんの、って話だぞ。そりゃあ、現役時代は人気のある俳はい優ゆうさんだったかもしれないけどさ。それはいかんでしょ。

　夏休みに入ってからのことを思い返し、解答の出ない疑問に悩みながら、洗面と朝食を済ませた。いや、朝食っていってももう正午をとっくにまわってる時間なんだけど。目が覚めて一回目の食事なので朝食ということに。

　部屋に戻ってきた。仕事の時間までまだ少しある。このままあれこれと考えていてもいいけど、どうせ答えなんて出ないんだし、ゲームでもするか。

　でないと、他ほかのことまで思いだしてしまう。

　あの、恥ずかしい記き憶おくが。

　なんで僕、音無さんに「好きだ」なんて言っちゃったんだろ。あの状況で言うことか？　いや、正確にはファンとして…………いやいや、素すの音おと無なしさんを、アイドルとしてじゃなくて、一人の女の子としての音無さんに対して言った「好き」だから…………。

　しかも、音無さんもさ、「あたしも…………好きかも」だぜ？　どういうことよ。ありえないだろ。

　自慢じゃないが、僕は女の子から告白されたことなんて生まれてこの方、一度もないよ。っていうか、大多数の男子がないよ。そんなん、一部のイケメンやリア充じゆうだけだよ。ゲームの中でならいっぱいあるけど！　うわ、悲しくなってきた。

　僕は電源を入れたポータブルゲーム機をそっと床に置いた。

　ただ気になるのはね、次の日の朝だよ。色々吹っ切れた音無さんが、人を好きになることについて自分の考えを言っていた。「もし本当の自分が人を好きになったら、その気持ちを押し殺してまで、役になりきって他ほかの人を想おもえるか」だっけか。

　僕は役者じゃないから、その気持ちにはあまりピンとこない。

　はっきりフラれたってわけじゃないだろう。でも、お付き合いしましょう、って答えでもない。保留、って感じだよな。ダメかもしれないし、イケるかもしれない。微妙だよ。どっちなんだよ。

　少なくとも嫌われてはいないよな。そこだけは確実だよな。だって、音無さんは「好きかも」って言ってくれたもん。あの言葉は本当だよね。どういう意味なのか、いまいち分かりかねるけど、嫌いな人に言うセリフじゃないよな。

　いやあ、女心ってのは分からんな。

　そうして僕は、恋愛について少しでも参考になればと、もう一度ゲーム機を握り直すのである。

　この時点で、参考にするものがゲームやマンガしかないってのが、もう間違っているとは思いつつも。

　む、ケータイがぶるぶるいってる。誰だれだろ。ようやくゲームを始めようとしたところだったのに。

　この振動パターンはメールかな？

　もぞもぞと手探りでベッドに放りだしていたケータイを探す。馴な染じみのない感触を見つけて引き寄せた。そう、ついに僕はスマートホンを買ったのだ。ラジオでもらったギャランティでようやく手に入れたのだ。これで手軽にネットに繫つなげられるし、声優さんや作家さんのツイッターをアプリを利用して簡単に見ることができるぞ。

　タッチパネルのディスプレイをぎこちなく指でなぞり、メールのアプリを開く。送信者のところに『常つね村むら愛あ好こ』と表示されていた。妹からである。

　そういえばさっき一階に下りたとき姿を見なかったな。出かけてるのかな。

　なんの用だろ。

『いまからお風呂入るんだけど、見たい？』

　ゲーム機を落とした。

　なにを言ってるんだ、あいつは!?

　っていうか家にいたのか。風呂くらい勝手に入ればいいだろう。

　もう一度、メールの文面を確認する。『見たい？』って、なにが？　風呂に入る直前の妹の姿をか？　それとも、入浴シーンをか？

　誰だれが好き好んで血の繫つながった妹のそんなシーンを見なくちゃいけないのか。しかも中学二年だぞ。色々問題がありすぎだろ。

　冷静に考えた結果、「なにを言ってるんだ、あいつは」という先ほどとまったく同じ感情しか出てこない。

　いや待てよ。

　やつめ、また僕をからかってるのか？

『なっ!?　おまっ、なにをバカなこと言ってんだよ！』

　ってリアクションを、いまかいまかと待っているのかもしれない。

　そうかそうか。分かったぞ。その手には乗るか。

　となれば、返すメールはこうだ。

『見たい見たい。写しやメ送れ』

　よし。完かん璧ぺきだ。

　毎度毎度、手のひらで踊らされる僕じゃないぞ。僕だって成長してるんだ。

　……………………。

　なんだろう。メールを返したらドキドキしてきた。緊きん張ちようしているのか？

　違う、違うんだ。この緊張は、もしこれで本当に裸はだかの写真が送られてきたらどうしよう、というところからきているのであって、けっして楽しみにしているわけではないんだ。

　ゲーム機を拾うことすら忘れ、スマホの画面を凝ぎよう視しする。

　まさか、だよな。バスタオル一枚の姿で自分撮りとか、ないよな。いくらなんでも、オールヌードとか、ないよな。もし本当に送ってきたとしても、大事なところは見えないくらいのギリギリを狙ねらう感じだよな。

　そこは、そこだけは、最後の一線だけは、信じてるからな、愛あ好こ！

　少しして……………………きた！

　振動した瞬しゆん間かん、画面にタッチしてメールのアプリを起動させる。

　な、なんだと…………？

　メールに画像ファイルが添付されている……だと？

　開くべきか開かざるべきか。

　ごくりとのどを鳴らしてから答えを出した。

　ここは、見ておくべきだろう。いや、見たいとかそういうことじゃなくて、本当にアレな写真だったら、お説教しなくちゃいけないからな。中学二年の女子がなにをやっているんだと、しっかり怒らないといけないからな。

　そのためには、自分で見極めなければ。

　もし本当にマズイ写真だったら、すぐに消せばいいんだし。

　ま、待てよ、まだ僕はこのスマホでの画像の消しかたをマスターしてないぞ。下へ手たしたら妹の裸はだかの画像を指であっちこっちなぞり、さすり、つついて、擦こすって、試行錯さく誤ごしなくてはいけないことに…………。

　しかも愛あ好こは、ずいぶん前から父さんにねだってスマホを買ってたしな。送られてきた一枚は、かなり鮮明できれいな写真の可能性が高いぞ。

　むむむむむむ。

　よし、開くぞ…………。

　ほんの少しの読み込み時間。瞬まばたきすら忘れて見つめる。

　そこに表示された画像は──────。

　見慣れた、無人の風呂場写真だった！

「そっちかよ！」

　スマホをベッドに叩たたきつける！

　緊きん張ちようして損したわ。

　なんなんだよ。なんなんだよ!!

　どっと疲れが出てきた。いまさっき起きたばっかなのに、すごい疲労感だわ。こりゃ、あとで怒っておかないとな。どっちにしろ、お説教だわ。

　画像もあとで消しておこうっと。

　…………あ、でも、愛好とのあまりにもバカバカしいやりとりのおかげで、なんか色々悩んでいたものが吹っ飛んだ気がする。

　感謝なんて絶対しないけどな！




「おつかれさまでーす」

　ラジオの収録現場はいつも通りだった。

　外は夏休み真っ盛り。プール帰りの子供たちや、浴衣ゆかた姿のカップルがこの暑苦しい中、手を繫つないで歩いていたりして賑にぎやかだった。

　しかし、一歩スタジオに入れば、エアコンで温度調節はされているし、窓はひとつだけ小さなのがあるだけだし、目の下にくまを作る大人おとなたちが黙もく々もくと仕事をしているだけである。季節感なんてまったくない。

　なんか、本当、おつかれさまです。

「おつかれー」

　っと、その声は音おと無なしさん。今日きようも僕より早く来てたか。

「つっても、どうせ家でゲームかなんかしてただけでしょ？」

　ちょっと、小さい声で的確に僕の行動を指摘するのやめてもらっていいですか。その通りなだけに言い返せねえよ。

　髪をサイドに結って仕事モードの音無さん。一仕事、もしくは二仕事を終わらせてきたのかな。このラジオ、いくつめの現場なんだろ。夏休みだっていうのに、さすが売れっ子さんだわ。

　でも、まったく疲れの色を顔に出さないもんな。

　ラジオに届いたメールの文字を追う大きな瞳ひとみ。

　グミを口に入れると、白い頰ほおが柔らかそうに揺ゆれる。

　健康的なピンク色の唇くちびるが少しだけ開き、ペットボトルを咥くわえる。

　水を飲むために顔を上げた音無さんと目が合った。当然である。これだけ凝ぎよう視ししてたんだから。

　恥ずかしくなって、そそくさと席についた。音無さんの正面だ。

　いかんな。いつにも増して意識してしまう。

　その理由は単純明快。こんな感じになるなら「好き」なんて言わなきゃよかったかな。

「あの、さ」
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「は、ははははい」

　突然話しかけられて、びっくり。いや、全然突然じゃないけど。テーブルを挟はさんで正面に、同じ席についたわけだから、会話をするのはごくごく自然なことなんだけど。

「そんなに……じろじろ見ないでよ」

「ご、ごめん」

「いや……べつにいいんだけど」

　いくらなんでも挙動不審すぎだろ、僕。

　音おと無なしさんは、あのこと意識してないのかな。意識してないフリをしてるのかな。一応、音無さんだって、僕に「好き……かも」って言ったんだぞ。まあ、あくまで「かも」だけど。友達としてなのか、男としてなのかってのも分かってはいないけども！

　いや待てよ！　あの音無さんだぞ。大人気アイドル声優の音無さんだぞ。「好き」なんて言葉、毎日のようにファンから言われて慣れちゃってるんじゃないか。

　だとしたら、僕だけこんなに慌あわてふためいてみっともないぞ。

　えっとえっと、話題……話題…………なんかないか。

　あ、そうだ。

「ねえ、あの優勝した子のこと、なんか分かった？」

「ああ、木こ立だち陽ひ菜な乃のとかいったっけ」

「そうそう」

「べつになにも。調べてもいないし」

　む、そうか。挑戦者には興味もないってことですか。王者の風格、漂ただよいすぎでしょ。どんだけかっこいいんだよ。

「気にならないの？」

「気にならないわけじゃないけど、あれからはとくになにもないし…………ここで手紙の件を公表して反撃しようもんなら、なんか相手の思うつぼみたいで嫌いやじゃない」

「そりゃそうか…………」

　そうだよな。本当に、ただ単純に、売名行為として音無まどかを利用しようとしてるなら、相手をしたところでつけ上がらせるだけだもんな。

　と、普通に話をしたあとで、少しだけ音無さんに近づいて小さな声でもうひとつ尋たずねてみる。近くにいるスタッフさんや芹せり沢ざわさんに聞こえないように、細心の注意を払って、だ。

「源げん太たさんは？」

「うんともすんとも言わない」

「そっか」

「ま、本当にあの子があたしの妹だったら…………あのバカオヤジ、絶対に許さないけどね」

「そ、ソウデスネ」

　恐こわっ！　いま一いつ瞬しゆん、すごい恐かった。

　音おと無なしさんが怒るのも分かるけど。だって、ずーっとお母さんを騙だましてたってことになるんだもんな。そりゃあ、許せませんよ。

　ただ、あれだね。もし本当に隠し子だったら、源げん太たさんはますます出てこられないや。下へ手たしたら、このまま成じよう仏ぶつしちゃうんじゃないだろうか。まさに、「このことは墓場まで持って行く」ってやつだね。

「ま、気にしててもしょうがないでしょ。あたしはあたしの仕事をするだけよ」

　よくそこまで割り切れるよな、音無さん。自分の妹かもしれないんだよ？　口ではああ言ってても、源太さんのことを信用してるのかな。

　それとも、このまえの旅行のときみたいに実は気にしてるのかな。分からないんだよな、音無さんって。顔や仕草だけ見てても。

「じゃ、打ち合わせしましょうか」

　スタッフさんがそう言いながら僕の横に座った。

　音無さんの言うことはもっともだ。ここはラジオの現場。切り替えないとね。

　テーブルの上に載ったお菓子や飲み物をどけて、台本を置く。

　と、音無さんが。

「なんか今日きよう、お菓子多いですね」

　言われてみれば。いつもスタッフさんからの差し入れで食べる物はそれなりにあるけど、今日はとくに多い気がする。

「え!?　そうですか、いつも通りじゃないですかね!?」

　なんか、スタッフさん慌あわててない？

　それを見て、音無さんが優やさしく助け船を出す。

「夏休みだからサービスですか？」

「あ、そう！　そうです！　っていうか、その、パチンコでいっぱい勝ったんで、その景品です」

「なーんだ、そうなんですか。じゃあ、遠えん慮りよなくいただいちゃいますね」

「どうぞどうぞ」

　なんだよ、そういうことかよ。

　しょうもない理由だったな。どれくらい勝ったんだろ。場合によっては、このあと打ち上げなんてどうでしょうか。もちろんスタッフさんのポケットマネーで。

「じゃ、食べながらで結構ですんで、始めますね」

　スタッフさんの強引な進行で、打ち合わせスタート。

　完全に仕事モードの音無さんは、いつも通りにやるべきことをやっていった。

　もちろん僕も、そんな音無さんに引っ張られるようにして仕事モードへと切り替えることができ…………いや、その、表面上だけは、なんとか繕つくろってみた。たぶん他ほかの人からしたら、いつもとちょっと違うかも、って思われたかも。

　いくら仕事っていっても、「好き」って言った相手を前にして、いつも通りではいられないっしょ！










「アニメのアフレコも佳か境きように突入しました、声優だけど音がない、音おと無なしまどかです」

「初っぱなから有益な情報出しすぎでしょ！　どうしたんですか」

「村むら人びとくん、自己紹介」

「あ、すいません。村人Ｂです」

「今週も始まりました『ラジオの法ほう則そく』!!　えーっと、この番組は────」

「ちょ、ちょっとちょっと」

「なに？」

「ど、どうしたんですか？」

「どうって、ラジオやってるんだけど」

「いや、うん。そうなんですけど」

「変な村人くん」

　あれ？　なに？　この場合って変なのは僕なの？

　僕のことをくすりと笑い、淡たん々たんと番組を進行する音無さんである。

　いや、うん。たしかにラジオとしてはすごく成立してるんだけど、この番組っぽくないような気がしてしまう。

　ブースの外のスタッフさんたちを見てごらんよ。みんな、ぽかーんとしてんじゃん。普段のノリに慣れすぎちゃって、ごくごく普通にラジオをやることに違和感を覚えるようになっちゃってんじゃん！

「あ、そっか」

　言うべきことをすべて言ってから、音無さんの目が光りました。

　なるほどね、ここまでが前フリなのね。

　やるべきことをやってから、ってことなのね。

「村人くんは、やっぱりいつもの感じがいいってことだね？」

「あー、えっと…………」

「分かった分かった。しょうがないなぁ」

　くっ…………。楽しそうな目をしやがって。

「いま普通に進行やってて思ったんだけど、ラジオのオープニングにもお約束ってあるのかな？」

「お約束？」

「そうそう。アニメのオープニングとかだと、だいたいキャラが走ってるじゃん？」

　あー、うん。たしかに。あんまり意識して見てなかったけど、そういえば誰だれかしら走ってるね。

「まだ誰も気づいてないだけで、ラジオにもそんなお約束があるんじゃないかなって」

　あるかな…………？

　思わず考え込んでしまう僕に、音おと無なしさんが間髪入れずにひとつの例を出す。

「パーソナリティが声を合わせて番組のタイトルを言うとか」

「あるある、というより基本ですよね、それ」

「もしくは、収録が始まってることに気づいていない体ていで雑談から入る、みたいな」

「そうだったの!?　このラジオでは何回か本当にありましたよね。知らない間に収録が始まってたこと！　他ほかの番組では全部演技だったんですか!?」

「そうじゃなきゃ、言っちゃいけないこととか言っちゃうじゃん」

「そ、そうか…………たしかに」

「まあ、番組によってはマジでこっそり収録始めたりするけどね。アレ、スタッフの皆さんが思ってる以上に恐こわいんで、やめてください」

　音無さんがガラスの向こうへ話しかけると、苦笑いをする大人おとなの人たち。ははは、皆さん心当たりがあるようだ。

「まあ、トークを広げるためのネタフリは、スタッフさんが台本に書きだしてくれてるんですけどね？」

　そう言いながら、音無さんは台本を見る。

　音無さんの言うように、台本のオープニングトークのところには、トークを広げやすいように季節のネタがいくつか書かれている。スタッフさんが考えてくれたやつだ。

　いまは夏休み真っ盛りなので、海とか、スイカとか、プールとか、夏バテとか。他にも、このラジオの元になっている『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』についてのネタが箇か条じよう書きで提示されている。

　が、しかし！

　そんなものに頼る音無さんではない。それどころか、あえてここに挙げられていないネタでトークをしようと考えているはずだ。スタッフの思おも惑わく通りになったら負けだ、くらいに思っているのだろう。

「あ、そうだ！　あたしね、村むら人びとくんに訊ききたいことがあったんだけど」

「はいはい、なんですか？」

　ツッコミの用意！

「好きな色は乳白色。好きな食べ物は乳製品。共通点は『乳ちち』の村むら人びとくんに訊ききたいんだけどね」

「早く言えよ、質問を！　その前置きいらないから！　そもそも違うし！」

「好きな油はエクストラヴァージンの村人くんに訊きたいんだけどね」

「考えたこともなかったわ！　好きな油なんて！」

　だから質問を早く言えって！　ヴァージンって言葉に反応するとでも思ったか!?

「ぱんつくったことある？」

　うわ、しょうもない。

「ないですよ！　パンツ食ったことも、パン作ったこともないですよ！」

「え!?　ないの？」

「ないですよ。うち、ホームベーカリー持ってないですもん」

　流は行やってるらしいね。家でパンを作れるってやつ。

「村人くんならパンツ食ったことあると思ったのに」

「そっちに驚おどろいてんのかよ！　あるわけないでしょ!?」

「じゃあさ、ねえちゃんとお風呂入ってる？」

「一人で入ってるよ！　僕、姉いないですし！」

「あれ？　そうだっけ」

「まあ、中学生の妹は一人いますけどね。あ、言っておきますけど、妹とも入ってないですからね？」

　音おと無なしさん、なんでそんなことをここで言わせるのさ。

「あたしは一人っ子なんだよねー」

　…………お。

　そうか。その流れか。

　グランプリを獲とった女の子が音無さんのことを「お姉さま」と呼んだその日から、ネット上では大おお騒さわぎになってたもんな。それとなく、ここで否定しておこうってことか。

　よしよし、なら僕も手伝うよ。

　なんて返そうかな。「そうなんですか？」とか、「兄弟姉妹に憧あこがれとかありますか？」とか、一人っ子だということをアピールできるようなトークの広げかたを…………。

　なんて考えていたら、突然大きな声がイヤホンから響ひびいてきた。

　女性の声。しかも、まだ幼い声。

『そんな寂しいこと言わないでよ、おねーさま』

　びっくりしてブースの外を見る。正面に座っている音無さんも同様に。

　このスタジオに女性は音無さんと芹せり沢ざわさんしかいない。いや、いなかった。だとしたら、いまの声は誰だれのものなんだ。

　厚いガラスの向こう。

　普段スタッフさんが座っている卓の前に、一人の少女が立っていた。

　両手を腰にあて、不敵な笑みを浮かべる少女である。

　なんで、あの娘こがここに…………。

「え、えっと」

　めずらしく音おと無なしさんが慌あわてている。

　そうか、さっきの外の声はマイクに乗ってないから。

　なんか言わなくちゃ。

「といったところでオープニングトークはこの辺で。いったんＣＭです！」

　僕が口を開く前に、音無さんがフォローを入れていた。




　コマーシャルが流れ始めるやいなや、音無さんはイヤホンを耳からぶっこ抜き、ブースを飛びだしていく。

　そんな音無さんの背中と、微笑を湛たたえた木こ立だち陽ひ菜な乃のの姿を交互に見やる。

　すぐにイヤホンから外のやりとりが聞こえてきた。どうやら音無さんは芹せり沢ざわさんのところへ行ったようだ。

『芹沢さん！　なんであの娘がここにいるの!?』

『いけなかった？』

『…………芹沢さんが仕組んだの？』

『先方から、お話をいただいたので』

　芹沢さんの言葉に音無さんが木立陽菜乃の方を見ると、彼女の横にすっと立った中年の女性が軽くお辞じ儀ぎをする。木立陽菜乃のマネージャーかなにかかな。

『まどか』

『なに』

『私は、売られたケンカは買うようにしています』

『…………ははっ。なるほどね。上等じゃない』

　話がついたようだ。

　音無さんがブースの中に戻って来る。その後ろにくっついてきたのは木立陽菜乃。

「これ、スタッフさんから。あんたが読めって」

　音無さんから一枚の紙を受け取った。

　ざっと目を通してみると…………台本の追加か。

　げ、なにこれ。僕が読むの？

　なんて思っていると、音無さんがいつものように僕の正面に、そして木立陽菜乃が普段は空席である僕の隣となりに座った。

　テレビで見たときよりも小柄に見える。あのときはあまりの威い風ふう堂どう々どうとした立ち居振る舞いに勘かん違ちがいしてたのかも。割と小柄な女の子、といったイメージだ。

　首も細いし、手首も細い。まだまだ成長途中の幼い少女。

　しかし、その魅み力りよくは大人おとなの女性と変わらない。たしかに最近の女子中学生は発育がいいが、この娘この魅力はそういう点ではない。服の上からぱっと見ただけの推測だけど、バスト・ウエスト・ヒップで言えば子供と変わらない。

　だが、それがいいのだ。

　一応自分自身に問うてみる。

　僕はロリコンか？

　…………否定しきれない。

　いやいや!!　中学生、もしくは小学生に劣情を催もよおすような趣味はないはずだ。だが、そういう趣味を持っていない人すら禁きん忌きの道に誘いざなってしまうような、そんな魅力をこの木こ立だち陽ひ菜な乃のという少女は放っている。

「よろしくお願いしまーっす」

　僕を見て、にこりと笑う木立陽菜乃。

　結論。なにこの娘。すっげーかわいいんだけど。

　テレビで見たときも思ったけど、生なまで見ると……しかもこの至近距離で見ると、さらにそう思えてしまう。

　キャスター付きのイスをスライドさせて、僕に近寄る木立陽菜乃。ぷるぷるで柔らかそうな唇くちびるを揺ゆらし、甘い声で僕にささやく。

「初めてなので、やさしくしてくださいね？　せんぱい」

　ふわりと髪が揺れる。リボンも揺れる。ついでに僕の心もぐらぐら揺れる。

　いかんいかん。彼女は音おと無なしさんにケンカを売ってきたんだぞ。どういうつもりか知らないけど、あんな手紙まで送ってきたんだぞ。僕は音無さんの味方なんだから。なにがあっても音無さんの味方だって決めたんだから。

　でれでれなんてしてないぞ。ちょっとかわいいからって、なんでも許されると思ったら大間違いだからな。

　ちょっとだけ、それとなく、注意しておく、か？

「えっと……木立、さんは…………」

「せんぱーい、ひなちゃんのことは、『ひなちゃん』って呼んでください！」

　いや、『ひなちゃん』って！　なんか恥ずかしいんですけど!!　無理無理!!

「ひ、ひな…………ひなのちゃん」

　ダメだ！　『ひなちゃん』は無理だ。さすがに『ひなちゃん』は無理だった！　がんばってがんばって『ひなのちゃん』だ。

「もー、『ひなちゃん』でいいのに。ま、いっか。ふふ、ひなちゃんの名前を呼ぶだけで恥ずかしがってるせんぱい、かわいー」

　くっ…………なんだ、この、恥ずかしいんだけどちょっと楽しいような甘ったるい感じは！

　っていうか、自分で自分のことを「ひなちゃん」って。いや、うん、まあ、そういうキャラにしたいんだろうなってのは、すごく伝わってきた。

　すると、音おと無なしさんがすごい低い声で。

「ねえ、ひなぶー」

「ちょっ！」

「なに？」

「くっ…………いえいえ、お姉さまがそう呼びたいなら、ひなちゃんは文句なんてありませんよ？」

「その、お姉さまっての、やめてくれない？」

「えー？　事実なのにぃ？」

「あたし、一人っ子だから」

「そっか～。知らないんだ。…………はいはい、分かりました。じゃあ、収録中はちゃんと『まどかせんぱい』って言いますね」

　無理やり笑顔を作りながらも睨にらみ合う、音無さんとひなのちゃん。

　しかも、「事実」ってどういうことだよ。尋たずねてみたいけど、ここではやめておくか。外でみんな聞いてるしな。マイクを通して全員に聞こえちゃうしな。

「ふふっ、まどかせんぱいとこうしてマイクの前にいられるなんて夢のようです」

　おお？　ライバル宣言した張本人とは思えないセリフ。

「あら、うれしい。そういえば言ってなかったね、デビューおめでとう」

　音無さんも大人おとなな対応だ！

「ありがとーございますっ。まどかせんぱいがギョーカイからいなくなっちゃう前にデビューできてよかったですっ」

　…………あれ？

「それなら焦あせる必要なかったんじゃない？　ひなぶー」

「「ふふふふふふふふ」」

　なんだこれ。

　すごいやりづらい。

『そろそろＣＭあけまーす』

　むむ、イヤホンからスタッフさんの指示が。

　いま気づいたけどさ、この状況って、芹せり沢ざわさんやひなのちゃんのマネージャーだけじゃなく、スタッフの皆さんもグルだったからできたことなんだよね。

　いつもより多いお菓子の数々は、ひなのちゃんが来るのを分かってたからか。

　もう勘かん弁べんしてくれよ。変なプレッシャーを感じるじゃないか。

　知らないからね？　今回の放送が大変なことになっても、僕は責任取れないからね？




「改めまして、音おと無なしまどかです」

　さすがプロ。いつも通りのトーンとテンションの音無さん。

「はい、村むら人びとＢです」

　僕の声はちょっと震ふるえてたかも。無理だって。そんな、イレギュラーに対応できるほど経験積めてないって。

　さて。

　先ほど音無さんから受け取った新しい台本に視線を落とす。

　どうやらこれは僕が読まなくてはいけないらしい。

「ここでちょっとしたサプライズの発表です！」

「お、なにかな、なにかな？」

　合の手を入れる音無さんの目が光る。なにを企たくらんでいるんだろうか。

「スペシャルゲストの登場です！」

「やったー！　すごい、超豪ごう華か！　リスナーの皆さん、今日きようは本当にスペシャルですよ!?　なんとなんと、あの人の登場です!!」

　音無まどかの先制攻撃！

　なにそのハードルの上げかた。

「みんな、誰だれだと思う？　超かわいい女の子だよ！　きっと、楽しいお話をたくさん聞かせてくれるよ！　抱ほう腹ふく絶ぜつ倒とう、間違いなしだよ！」

　音無さんの攻撃──もとい、口こう撃げきが止まらない！

　ひとしきりハードルを上げきったところで、音無さんが僕に紹介を促うながす。

「それでは登場してもらいましょう！　今回のスペシャルゲストはなんと────先日、次世代アキバ系アイドル発はつ掘くつオーディションで見事グランプリを獲かく得とくした…………木こ立だち陽ひ菜な乃のさんです!!」

　音無さんと僕の盛大な拍手に包まれ、ひなのちゃんが第一声を発する！

「すてきな紹介ありがとです！　木立陽菜乃ですっ」

　プレッシャーをものともしない完かん璧ぺきな語尾上げで、きっちりと自己紹介を言い放った。つい先日まで素人しろうとだっただろうに、なかなか強いハートをお持ちのようだ。さすがにグランプリを獲とるだけはあるってことか。

　つい先日まで素人ってことを言いだしたら僕だって同じなんだけど、やっぱりオーディションに応募しただけあって、覚悟を決めてこの業界に飛び込んできているのだろう。

「もしよかったら、ひなちゃんって呼んでくださいっ」

「ひなぶーって呼んでいい？」

「音おと無なしさん!?」

　マイク入ってますけど、いいんですね？

　収録中も、そのノリでいいんですね？

「ひなぶーもカワイイ！　好きに呼んでくれていいですよ」

　動じねぇな、この娘こも。

　おっと、僕が詳細を言わなくちゃいけないんだっけ。

「えーっと、ひなのちゃんはですね…………」

　くっ、まだ呼び慣れなくて、ちょっと恥ずかしい。

「聞くところによると、まだ中学三年生だとか」

「はいっ。十五歳です！」

　すごいな、中三だって。

　僕が中三だった頃ころなんて、遊ぶことしか考えてなかった気がする。

　あ、そういえば、プロフィール欄らんには書いてないけど、この娘ってたしか妹と同じグレイス女学院に通ってるんだったっけ。前に愛あ好こが言ってたよな。まあ、愛好みたいな例があるから、絶対お金持ちってわけでもないんだろうけど、高確率でお金持ちの家のお嬢さまなんだろうな。

　そうかぁ、愛好のいっこ上なのか。うちの妹も、あと一年でこんなにかわいく成長するのだろうか。…………無理だろうな。

「ラジオ、はじめてなんでキンチョーしてますっ」

　本当かよ。あんまりそんな風には見えないんだけど。

　どうやら音無さんも同じように思ったらしい。揺ゆさぶり始めた。

「そっかそっか、ラジオ初めてなんだ。大だい丈じよう夫ぶ、安心して。この番組、ほんの数万人しか聴きいてないから。ここで発言したことは、リスナーさんたちの手によって永遠に保存されるだけだから。気楽にしゃべっていいからね？」

　うおおおおお、音無さん。それは、僕にもダメージが！　改めて言われると、緊きん張ちようしてしまうんですけど！　あと、個人で楽しむ分にはいいけど、どっかにアップしたりはしないでくださいね！

「そんな人気番組に出られてうれしいですっ。がんばります!!」

　両手をぐっと握りしめて、ガッツポーズ。いちいち仕草がかわいいな。ラジオではリスナーに伝わらないのに。誰だれに向けてアピールしてるんだい？　スタッフかい？

「あたしもがんばりますっ!!」

　急に音無さんがひなのちゃんのマネを！　きっちり語尾を上げているあたり、絶対意識してマネをしている！

　なんだろう。音おと無なしさんがやると、かわいいんだけど微妙な違和感が。

「なによ」

「いやっ、べつになにも！」

　睨にらむな睨むな。僕を睨むな。ラジオでリスナーに伝わらないからって。

「さすが、まどかせんぱい！　超かわいいです。どんなに業界にスレても、まどかせんぱいのように初うい々ういしさを演じられるよう、ひなちゃんもがんばりますっ」

　木こ立だち陽ひ菜な乃のの反撃！

　やめてくれー。こんなところでバトルをするのはやめてくれー。

「ひなぶーはまだデビューして日が浅いんだよね？　大だい丈じよう夫ぶ？　やりたくないことを強要されてない？」

　音無さん、そういう話はマイクのないところでしましょうよ！　一見、相談に乗ってあげるいい先せん輩ぱいっぽいけど、収録中に言えるわけないじゃないですか！

「強要はされてないですけど、早くもせんぱいからギョーカイの厳しさを味わわされてるかなって思いまーっす」

　なんでおまえは、そんなに音無さんに対して攻撃的なんだよ！

「そう、それはいい先輩ね」

「はい、とっても！」

「でもね、色々覚えていかないと、後々大変よ？」

「そうですね、グランプリをもらってから、お仕事もたっくさんいただいていますし」

「まさに飛ぶ鳥を落とす勢いね」

「いえいえ、それほどでも」

「飛ぶハエを箸はしで摑つかむ勢いね」

　音無さん、それ単に動体視力と反射神経がいいだけじゃないですかね？　あと、不衛生なのでやめましょう。

「でもそれを言ったら、まどかせんぱいもお忙しそうですよね。箸で摑めるくらいハエがいっぱいたかってるんですか？」

「虫も引き寄せちゃうのよね」

「なんだか毒々しいですね？」

「「ふふふふふふふ」」

　誰だれか助けて。

　どうすればいいのよ。この状況で、僕はどうすればいいのよ。

　ブースの外を見てみれば、楽しそうにこっちを見ているスタッフさんたち。そりゃあなたたちはいいだろうよ。外野で見てる分には、おもしろいかもしれないわ。でもね、進行するこっちの身にもなってくださいよ。

　そしてマネージャー二人は、ちっとも笑ってないじゃないですか。いいの？　これで。放送しちゃうんだよ？

「…………でもすごいよね。グランプリだって。あたし実は、いままで賞って獲とったことないからさ、正直ちょっと憧あこがれる」

　む、音おと無なしさんが話題を変えたぞ。

「へー、意外ですね。そうでしたっけ」

　よし、ここは間髪入れずに合いの手を差し込むんだ。ひなのちゃんに発言のタイミングを与えない。そうすれば、いつも通りのラジオができる！

　大だい丈じよう夫ぶ、もう何ヶ月も音無さんとパートナーを組んでやってるんだ。絶対に入り込む余地なんか与えないぞ。

「やっぱり憧れたりするもんなんですか」

「豪ごう勢せいなパーティとか開いてほしいじゃん！」

「あー、たまにテレビで見ますよね」

「そうそう。会場のまえにはペルシャ絨じゆう毯たんが敷いてあってね」

「豪勢だけどなんか違ちげぇ！　そこは赤絨毯でいいじゃないですか」

「両側は世界各国のマスコミとファンの人たちで埋め尽くされてるの」

「どっかの映画の式典みたいですね。いいじゃないですか」

「会場にはあたしの曲が流れててね。みんなでオタ芸をうってるわけよ」

「どっかのアキバの式典みたいですね。まあ、いいんじゃないですか？　って、マスコミの人も踊ってんの!?」

　そういえば年に一回、その年に一番活躍した声優さんを表彰する『声優アワード』とかあるけど、あれってそんな感じなのかな？　誰だれが獲ったのか興味はあるから見るけど、会場がどんな感じなのかはさすがに知らないなぁ。

「そこにビシッと馬車で乗り付けるわけよ」

「馬車!?」

「そう、かぼちゃの」

「なるほどね。魔ま法ほうが解ける前に帰りましょうね」

「そうね。メイクが剝はげる前に帰らないとね」

「急に生なま々なましいな、おい」

「たくさんのフラッシュを浴びながら絨毯の上を歩いてるとね、紙とペンを差しだされたりもするのよ」

「あ、サインだ。よく見る」

「そう、業界の人がＣＭの契約書とかを差しだしてるのよ」

「そっちのサインかよ！　だから生々しいって言ってるでしょ!?」

　そりゃ、賞とか獲とったらたくさんのオファーが来るだろうけどさ、なんでその場で契約を交わさなくちゃいけないのさ。

「で、会場に入ったら、それはもう贅ぜいを尽くした料理の数々が並んでるわけよ。世界各国から集められた至高のご馳ち走そうたちが鎮ちん座ざましましているのよ。そんな中、一ひと際きわ目につくのが、豚ぶたの丸焼きね」

「丸焼きですか!?」

「そう。あの逆さに吊つるされたやつ。でもね、すごいのはここからよ？　なんと、豚の丸焼きは招待客一人につき一匹もらえるっていうんだから」

「マジっすか!?」

「そりゃあもう、ぶーぶーぶーぶー騒さわがしいわね」

「生きてんだ！　これから焼くんだ!?」

　パーティどころじゃない気がする…………。

「盛大に紙かみ吹雪ふぶきが打ち上げられたりするんだけど、なんとその紙吹雪は全部一万円札」

「どんだけだよ！　現金が降ってくるとか、なんかちょっといやらしいし！」

「でもね、招待された客は誰だれ一人として拾おうとしないんだって。もうそんなはした金には興味ないんでしょうね」

「僕だったら拾いまくりですよ」

　人目もはばからず必死に拾うわ。笑われても構うもんか。

「あたしだってそうよ！　料理なんかどうでもよくなるでしょ」

「もう豚の丸焼きとかどうでもいいですね」

「本当よ、丸焼きなんていらないから豚の貯金箱持ってこいって話よ」

「うまい！」

「いつの間に食べたの!?」

「丸焼きの話じゃねえよ！」

「ま、そもそも村むら人びとくんは招待されないけどね」

「うるさいな、分かってるよ」

　よし、この辺で「もういいよ！」という漫まん才ざいのお決まりのセリフで締めればいいかな。音おと無なしさんの笑顔からもやりきった感が出てるし。

　どうだひなのちゃん、これが音無さんと僕のラジオだ。

　なんて思っていたら────。

「ひなちゃんのときも、だいたいそんな感じでした」

「うそぉ!?」

　しまった！　ツッコんでしまった！　まさかノってくるとは。

「あと、十八になったら脱ぎませんかってお話もらったり」

「ああ！　早くも華はな々ばなしい業界の暗部がっ」

「あはは！　さすがにいまのはジョーダンですけど」

「ですよね、冗談ですよね!?　あはは……笑っとけ笑っとけ。あははは！」

　音おと無なしさんが僕をじろりと見る。「なんでそいつにツッコんでんのよ」とでも言いたげだ。だってしょうがないじゃん。

　悪かったって、音無さん。分かってるよ。最後にきっちり落として締めるのが最高なんだって分かってるよ。なんか最後の最後にひなのちゃんに持ってかれて、音無さんは気持ち悪いんだよね。でも、つい出ちゃったんだって。一回ツッコんだら止まらないじゃん。止められないじゃん。

「え、えっと…………そんなひなのちゃんに、なぜこのラジオにゲストとして来てもらったのかと言いますと」

　台本を読まなくちゃ。すごいな、今日きよう。いつもよりしっかり台本を読んでる気がする。普段が読まなすぎなのか。

「なんと、木こ立だち陽ひ菜な乃の声優デビュー作品として、『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』への出演が決定しました!!」

「ありがとーございますっ!!」

　マジか。ひなのちゃんの事務所が仕組んだことなのかな。っていうか、出演声優って、そんな急にねじ込めるもんなのかな？

　どうやら音無さんも僕と同じことを考えたらしい。

「ん？　これから収録する回ってことよね？　てことは、結構クライマックスの辺りの回に出るってこと？」

「はいっ。まだ第何話かは言えないですけど、とってもいい役をいただいちゃいました！」

　音無さんが眉まゆをひそめる。いやいや、いいじゃないですか。あなたヒロインでしょ。そこは張り合うところじゃないでしょ。

　そんな音無さんの威い嚇かくをものともせず、ひなのちゃんが手を挙げる。

「あ！　あとひとつお知らせがあるんですけど、いいですか？」

　グイグイくるね、ひなのちゃん。これくらい積極性がないと、この時代、アイドルなんてやってられないのかな。

「…………」

「どうぞどうぞ」

　音無さんがなにも言わないので、代わりに僕が先へと促うながした。

「木立陽菜乃デビューシングルのお披ひ露ろ目めイベントをやります！　えーっと、このラジオが木曜配信だから、明日あしたです！　明日の金曜日にやりますっ！」

　へー。さすが、事務所もガンガン押してるね。

　ひなのちゃんが所属しているのは、これまでアニソンや声優に一切関かかわってこなかった事務所だからね。今回のことをきっかけに、市場拡大を狙ねらってるんだろう。

「詳しい場所と時間はですね────」

　すらすらと宣伝をする、ひなのちゃん。

「ちょっと待って」

　そこへ待ったをかける、音おと無なしさん！

　なに、どうしたの。もうやめてよ、音無さん。これ以上ギスギスした空気を出したら、さすがにリスナーさんも色々勘かん繰ぐり始めるぞ。おもしろいでは済まなくなるって。

「その日、あたしも同じ場所でイベントなんだけど。時間もなんか近いんだけど」

「らしいですね。まどかせんぱいもミニライブでしたっけ」

「そうだけど…………」

　ああ、音無さんもシングル出すんだっけ。そっか、あのイベントも今度の金曜日か。

「まどかせんぱいのライブのあとに、同じステージでやります！」

　そりゃまたずいぶんと…………。

「へぇー、そうなんだ？」

「はい！　オープンスペースでの無料イベントなので、どなたでもご覧らんになれます。まどかせんぱいのあと、ついでにひなちゃんのステージを楽しんでいってくださいねっ！」

　あえて合わせてきたのか。音無まどかの人気をそのまま利用するつもりなんだ。たしかに、一人でやるよりは人が集まるだろうな。

　場所はベルサール秋あき葉は原ばらか。なるほどね。

　一階がオープンスペースになっていて、結構広い。しかも大通りに面してるから気軽に入れるし。楽しげなトークが聞こえてきたり、歌声と合の手が聞こえてきたりすると、ついつい覗のぞいちゃうんだよね。

　興味なかったけど、イベントがあることすら知らなかったけどっていう、たまたま通りかかった人がふらっと参加できる、いい会場だ。そこで新しいお客さんのハートをがっちりキャッチできたら儲もうけモンだもんな。

　夏休みだし、会場を使いたいっていう予約でいっぱいだったから、仕方なく音無さんのステージの直後になったのかな。それとも、わざと、あえてそこを指定したのかな。いままでのやりかたを見てると後者っぽいなー。

「ちなみにあたしの方は、もう一回イベントやるから。イベントは一回だけじゃないから。コミケでも歌うから」

　張り合うなって。っていうか、それ言っていいの!?　音無さん！　初耳だよ!?

「じゃあ、ひなちゃんもコミケでやる！」

　待て、「じゃあ」ってなんだよ。そんな簡単にできるわけないでしょ。

　大だい丈じよう夫ぶか、この二人。ばんばん情報出してるけど、もう言っていい情報なの、それ。しかもひなのちゃんのは、いま勝手に決めたでしょ。

　外のマネージャー二人を見ると…………あの、すいません、お互い睨にらみ合ってないで、こっち見てもらっていいですかね。なにかあったときに音おと無なしさんとひなのちゃんを止めるのは、あなたたち二人なんですけど。

「そんなところで、残念ですけど、ひなちゃんは次のお仕事に行かなければいけません」

「たっぷりしゃべれてよかったね、ひなぶー」

「あっという間でしたね」

「これでもかってくらいたくさん宣伝できてよかったね、ひなぶー」

「あーっという間でしたね！」

　最後くらい仲良くいこうよ、お二人さん。

　…………あ、次は僕のセリフか。危ない危ない。火花を散らす二人を見ていて忘れていた。

「ではでは、名残なごり惜しいですが、デビューシングルの曲と共にお別れです。ひなのちゃん、曲フリをお願いします」

「はいっ！　ありがとーございました！　曲は木こ立だち陽ひ菜な乃のデビューシングルで────」




　…………ふぅ。ブースの中に曲が流れ始めた。

　曲のあとはコマーシャルが入るから、少し長めの休きゆう憩けいがとれるな。

　毎回ラジオってすごい疲れるけど、今日きようはまた一段と疲れている気がする。これからコーナーをやるのか。最後までテンションもつかな。

「おつかれさまでしたっ」

　僕の隣となりで、ひなのちゃんが元気よく言う。

　しかし、音無さんはそう簡単に逃がさない。

「言いたいことを全部言えたみたいで、よかったわね」

「はいっ。言いたいことを全部言ってくれやがりまして、ありがとーございますっ」

　まだやんのかよ。もう充分だろ。

「せんぱいも、ありがとございますっ！」

　って、僕に話しかけるな。厄やつ介かいな矛ほこ先さきがこっちに向いてしまうじゃないか。

「せんぱいがいてくれて、とっても心強かったです」

　ちょっと待ってくれ。なんで急に手を握るのさ。小さな手が僕の手を包んで、ぎゅって。どういう意図なのさ。

「まだまだ分からないことだらけで、たっくさん失敗するかもしれませんが、よろしくお願いしますねっ」

　ぬらりと光る舌の先っちょがちょこんと口から飛びだして、大きな瞳ひとみがばちりとウインク。肩をすくめてみせるという完かん璧ぺきな仕草であった。

　中学三年という幼さ。

　なのにどこか扇せん情じよう的な仕草。

　これがグランプリを獲とった者の魅み力りよくか。たしかに、すごいな…………。

　これは狙ねらってやっているのだろうか。正直、似合いすぎだ。

　思わずごくりとのどを鳴らすと、音おと無なしさんが割って入ってきた。

「ねえひなぶー、そのぶりっこ、いつまで続ける気？」

「えー？　ひなちゃん、普段からこんなですよ？」

「疲れるでしょ？　いまはマイク入ってないし、素すに戻ったっていいのよ？」

「だから、ひなちゃんはこれが普通なんですっ」

「ふーん、ならいいけど…………もし自分でかわいいと思ってやってるんなら、ほどほどにしておかないと後こう悔かいするわよ？」

「え～？　ひなちゃんがグランプリもらったんだから、ひなちゃんが一番かわいいに決まってるじゃないですか」

　すげえな、この娘こ。改めて思うわ。ここまで開き直れるのって、相当ハートが強くないとできないぞ。それか、本当のバカかだ。

「ねえ、ひなぶー、バカなの？」

　音無さんも僕と同じことを思ったらしい！　それにしても音無さん、訊ききかたがいささか直接的すぎやしませんか!?

　音無さんの言葉を受けて、勢いよく立ち上がるひなのちゃん！

「ひなちゃんバカじゃない────あたっ」

　しかし、耳にはめたイヤホンを外し忘れていたらしく、引っ張られてバランスを崩くずしてしまうひなのちゃん！

　初めてのラジオだもんな。しょうがないよね。

　我慢する僕と反対に、盛大に吹きだす音無さん。

「ぷっ。ひなぶー、バカなの？」

「バカじゃないって言ってるでしょぉぉぉ────!!」

　お、音無さん！　マイクが入ってないのをいいことに、さっきから本当に直接的すぎませんか!?　僕も一いつ瞬しゆんそう思っちゃったけど！

「グレイスの奨しよう学がく金きん、がんばって勉強して勝ち取ったんだから！」

　へぇー。グレイス女学院の奨学金を？　てことは勉強はできるのか。妹の愛あ好このときも最初はそれを狙ってたんだよな。でも、試験がめちゃくちゃレベル高くて、結局、父さんががんばって通常の学費を出すことにしたんだ。

　この娘、ただの金持ちのお嬢さまかと思ってたけど、そうでもないのかも。

「お勉強と頭の良さはべつでしょ？　ねえ、もう一回訊きいていい？　ひなぶー、バカなの？」

「うっさい『むねなしまどか』！　あ、間違えた『おとなしまどか』」

「同じくらいでしょ！」

　音おと無なしさんの方がちょっぴり大きい、かな？　服の上から見ただけの感想だけど。

「ひなちゃんは、まだまだセイチョーするしー」

「デカけりゃいいってもんじゃないのよ…………」

「そうですよね～。あーあ、ひなちゃんの胸、セイチョー止まらないかなぁ。そしたら憧あこがれのまどかせんぱいと同じくらいの大きさのままでいられるのにぃ」

　中学生の女の子と同じくらいだなんて…………ううっ、音無さん…………なんか切ないね。

「っていうかぁ、まどかせんぱい、いまひなちゃんと同じくらいだって認めましたよね？」

「言葉のアヤよ」

「へ～、認めちゃうんですかぁ？」

「ひなぶーと違って大人おとなだからね」

「しょうがないですよね、ないムネは揺ゆれない…………あ、間違えた、ない袖そでは振れないですもんね」

「あんたさ、さっきから間違いすぎじゃない？　アイドルなんてやってないで、国語の勉強したら？」

「ちょっとくらいおバカな方がかわいいんですぅ」

「あらあら、さっきと言ってることが矛む盾じゆんしてるけど？」

「む…………」

　たしかに！

「ひなぶー、バカなの？」

「もおぉぉぉ────────!!」

　三度もバカと言われて、ついに限界に達したらしい。ぶんぶんと固く握った両の拳こぶしを上下に振るひなのちゃん。

　と思ったら、ポケットからごそごそとなにかを取りだした。棒付きキャンディーらしい。棒の先に球状のあめが付いたやつだ。

　ぱくりと咥くわえると、柔らかそうな頰ほおがぷっくりと膨ふくれる。その様は正直、子供っぽい。めちゃくちゃ幼く見える。

　なんか小さな声で「うぅぅぅ」って唸うなってるし。怒りを糖とう分ぶんで誤ご魔ま化かしているのだろうか。

「…………あ、そろそろひなちゃん、次のお仕事に行かなくちゃ。じゃあね、お姉さま。またイベントの日に。楽しみにしてますっ」

　おお、音無さんの大逆転勝利じゃないか。先せん輩ぱいとしての意地を見せたな。

「ふんっ」

　腕を組んで勝ち誇った顔の音おと無なしさんである。これで少しは落ち着いてくれるかな。まだこれから後半録とるんだからさ、楽しくいきましょうよ。

　恐る恐る音無さんの様子を窺うかがっていた僕の横から声が聞こえてきた。

「せーんぱいっ」

「はい？」

「これあげる。またねっ」

「むぐっ」

　いままで咥くわえていた棒付きキャンディーを僕の口に押し込み、バイバイと手を振ってひなのちゃんはブースを出て行った。

　口の中が甘い。めっちゃ甘い。

　キャンディーの甘さか。それとも、なにか別のモノが脳から分ぶん泌ぴされて味覚がおかしくなっているのか。

　…………だってさ、これって、間接キス？　いや、キスってレベルじゃなくね？

「なに、でれでれしてんのよ。よく人が食べてたあめを平気で食べられるわね？　相手がかわいい女の子だったらなんでもいいわけ？」

「もがっ！　ち、違っ、でれでれなんてしてないって！」

「だいたい、まだ収録途中なのに、あめなんて舐なめてんじゃないわよ！」
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「ぶべっ」

　正面から棒を摑つかまれ、強引に口から引き抜かれる。

　相当お怒りのご様子だ。ひなのちゃんとの言い合いで、すでにかなりご機嫌ななめのようだったからね。そこに輪を掛けて怒っていらっしゃる。

　まったく木こ立だち陽ひ菜な乃ののやつめ…………とんでもない爆弾を残していきやがったな。










　だいぶ慣れたとはいえ、ラジオ収録は重労働である。

　次々とボケてくる音おと無なしさんへのツッコミで頭は常にフル回転だし、がんばって大きな声を出しているせいもあって身体からだもへとへと。

　帰宅して真っ先に向かうのは風呂だ。ただしゃべっているだけで汗びっしょりになるから、ちょっとしたスポーツをして帰ってきた気分である。

　シャワーでさっぱりして、エアコンの効いた部屋に帰ってくれば、お次は一気に睡すい魔まが襲おそってくる。体力の限界なのだ。めちゃくちゃ大変な仕事だよ。

　…………仕事、か。

　原作者の先生と間違えられて、僕はラジオに出ることになった。

　ラジオの企画で、ステージに立った。

　アニメにも出演した。

　裏方のスタッフさんたちにもたくさん触れた。

　つい先日まで、僕は学校行事の一環でインターンシップをしていた。音無さんの事務所で数日間だけ働いた。

　実際の声優さんのお仕事というものに触れた。

　アッという間に過ぎた数ヶ月。

　この数ヶ月で、僕はたくさんのことを学んだ。この業界で働くことの大変さを学んだ。

　そんな生活も折り返し地点を過ぎている。

　まだきちんとスタッフさんに訊きいたわけじゃないけど、ラジオはアニメの終わりと同じくらいで最終回を迎えるだろう。あと二ヶ月くらいしかないんだよな。あ、もしかしたらＤＶＤとかの告知で多少は延びるかな？

　なんにしろ、いつまでも続くわけじゃあない。いつか終わりがくる。

　無事に最終回を迎えたら、僕はどうするんだろう。僕の将来はどうなるんだろう。

　大変だって身をもって分かってるからこそ、生なま半はん可かな気持ちでは決められない。いま『村むら人びとＢ』としてメディアに出ていることはとても幸運なことで、素人しろうとなりに一生懸けん命めいがんばっている。ただ、これを一生の仕事にするとなると…………いままで夢や目標なんてなかったから、その一歩が踏みだせない。

　近くで見て、知っているからこそ、恐こわい。

　でも僕は、その楽しさを肌はだで感じてしまったから。

　どんな痛みにも代えがたい喜びがそこにあると、気づいてしまったから。

『どうした、難しい顔をして』

「………………………………源げん太たさん」

　なんでこの人────いや、このタコがここにいる。音おと無なしさんのお父さんらしきタコ。ずっと前に病気で亡なくなったはずの音無さんのお父さん。

　デフォルメされたなんかのキャラクターっぽいタコなので、非現実的なナニかなのだろうってことは分かる。真まっ赤かだし、眉まゆ毛げは濃いし。いや、濃いのは眉だけじゃなくて、顔全体だな。タコの顔がどこからどこまでなのかも、よく分からないけど。

　まあ、人の言葉をしゃべる時点で、もう意味不明な存在なんだけどさ。

「なんでここにいるんですか」

『まどかから逃げてきた。あやつめ、帰ってくるなり突然、わしの首を絞めおってからに』

　ああ、木こ立だち陽ひ菜な乃のの件か。音無さん、今日きようも直接「お姉さま」って呼ばれてたもんな。

　収録中に登場して、収録中に出て行っちゃったから、詳しい事情を訊きく時間もなかったしな。ていうか、あんた首どこよ。どっからが身体からだで、どっからが顔なのよ。

「へー、そうなんですか。逃げてきたんですか」

　スマホを手に取る。

『なにをしてるんだ、おぬしは』

「ちょっと音無さんに電話を」

　ぴょん！　と器用に八本の足でジャンプした源太さんを、片手でキャッチする。そんなに動きは素早くない。

『はーなーせー』

　いやいや、僕も気になるんですよ。せっかく現れてくれたんで、ここらで事情を吐いてもらいますからね。

「木立陽菜乃が音無さんのことを『お姉さま』って呼んでたんですけど、あれはどういうことなんですか」

『知らん』

「まさか……隠し子、とか」

『そういえば、いつの間にまどかの電話番号を知ったんだ！』

「話をそらさないでください」

『いや、それはこちらのセリフだ！』

　僕の手からにゅるりと抜けだした源太さんは、触しよく手しゆの一本でこちらをさしながら言う。

　源げん太たさんからしてみれば、娘の連絡先を男が知っているということはとっても重要なことらしい。

「一緒に仕事してるんですから、電話番号くらい知ってるのが普通でしょ」

『なるほど、そうやって聞きだしたのか！』

「人聞きの悪いことを言わないでください！　っていうか、そうやって話をそらすってことは、なにか知ってるんですね？」

『いやあ、なんのことだかさっぱり』

　初めから出ている口を、さらに突きだして口笛を吹くタコ。

　直接訊きいてダメなら、もうちょっと搦からめ手でいくか。

「現役時代は、さぞおモテになったんでしょうねぇ」

『がはは！　そりゃあ、世界を股またにかける活躍をしたからな』

「やっぱり。たくさん股をかけてたんですね？」

『待て、意味が違うぞ』

　あ、いいこと思いついた。

　これをやれば源太さんが嫌いやがるってこと。

「源太さん、そろそろ白状しちゃいましょうよ」

『知らん知らん。わしはなんも知らんぞ』

「音おと無なしさん、あんなに知りたがってたのになー」

『………………………………』

　源太さんの嫌がることって言ったら、これしかないよな。

　やっぱり、音無さん関係だろ。親バカだし。

　これは完全に僕の推測だけど、もしもこのタコが本当に音無さんの父親である源太さんなんだとしたら、現世に残っている理由として一番しっくりくるのは「音無さんが心配だから」だろう。

「ますます父親のこと嫌いになっちゃうんだろうなー」

『ぐっ』

「でも、しょうがないですよね。子供はそうやって大人おとなになっていくんですもん。源太さんに秘密があるように、音無さんにも秘密が増えていくんですよ」

『ぐぬぬ』

「で、そのうち彼氏を作って────」

『うわああああああああああ』

「…………いまなら間に合うかもしれませんよ？　いますべてを話してしまえば、父親の威い厳げんを保ち、信頼を得て、どんな些さ細さいなことでも相談してくれるいい子に育ってくれるかも」

『い、いや！　まどかに限って、そんな！　プロ意識の高いあの子が、わしに黙だまって、そんな…………か、彼氏など…………軽率な行動をとるようなことは』

「そんなことないんじゃないですか？　音おと無なしさんだって年とし頃ごろの女の子なんですよ？」

　正直、僕にも、男にうつつを抜かす音無さんの姿はまったく想像できないけど。

　初恋もまだってことを、芹せり沢ざわさんに驚おどろかれてたしな。そういえばあのとき、芹沢さんは「役者として恋愛経験くらいはしておけ」みたいなこと言ってたっけ。

『ぐぬぬぬぬぬ』

　動どう揺ようしている。もう一押しか？

「最近、僕とちょっとイイ感じですしね」

　そろそろ折れろ！　ゲロってしまえ！

『…………おぬしと？』

　二本の触しよく手しゆで頭を抱かかえていた源げん太たさんが、ゆっくりとこちらを見上げる。

　そして────。

『がはははははは』

　笑いすぎだろ！

　分かるけど。高たか嶺ねの花だって、分不相応だって分かってるさ。どうせ釣つり合ってねーよ。

　でも憧あこがれるくらいはいいじゃないか。同じ高みまで行きたいと、もがいてみてもいいじゃないか。その結果が、あの微妙な告白なわけだけど。

「信じられないかもしれないけど、本当ですよ？」

　本当の本当なんだぜ？　ちゃんと僕は「好きだ」って言ったんだぜ？　まあ、答えははぐらかされちゃったけど。

『がははは、ウソをつくなら、もっとうまくつかなければいかんぞ、少年』

「本当なんですって！」

『がははははは。もうやめてくれ、腹が痛い』

　どこが腹なんだよ、あんた！

「現実逃避したい気持ちも分かりますけどね、もう時間の問題ですよ？」

　いや、うん、分かってる。調子に乗った発言だってのは分かってる。でもさ、ここまで笑われて黙だまっていられないだろ。

『まどかと手も握れん小こ僧ぞうが!?　がはははは』

　ちょっ、ふざけんな。

「手ぐらい握れるわ！」

『まあまあ、そう見み栄えを張るでない』

　どんだけ舐なめられてんだよ、僕は。

　手を握るくらい…………握手会で一回したかな？　握るっていうか、握手だけど。

　ただね、そんなの小学校に入る前の子供ですらやってることですよ。多少、意味合いは違ってくるのかもしれないけど、子供でもできる簡単なことですよ。

　バカにしすぎだろ。僕だって男だぞ。好きな女の子をリードしたいって気持ちも当然あるんだぞ。

「見み栄えじゃないっつの！」

『くっ……くくくく。よしよし、分かった分かった。じゃあこうしようじゃないか。おぬしがまどかと手を握れたら、わしの知っていることをすべて話そう』

　おや、意外な提案。

「へえ…………。そんな賭かけをしちゃって、本当にいいんですか？」

『ああ、構わんよ』

　簡単だわ。勝ったも同然の勝負じゃないか。

　よくよく考えてみれば、下着姿を見ちゃったり、お風呂に入ってるところを見ちゃったりはしてるけど、手は握ったことないな。なんじゃそりゃ。色々飛び越えすぎだろ。

　いや、すでに飛び越えちゃってるからこそ、いまさら手を握るくらい楽勝だけどね。

　いままではとくにその必要もなかったからやらなかっただけで、やろうと思えばいつでもできるわ。そんな簡単なことで源げん太たさんがすべてを白状するなら、こんなにいい賭けはないぞ。

『ただし！　わしが勝った暁あかつきには…………そうだな、ふふふ。わしの言うことをなんでもひとつ聞いてもらおうか』

「な、なにをさせるつもりですか」

『お？　早くも尻しり込ごみか？』

「な!?　違いますよ!!　でも、言うことをなんでもひとつ聞くって、とんでもないことをさせるつもりなんじゃないかって」

『勝てばなんの問題もない。手を握るのなんて簡単なんだろう？』

「むむむ…………」

　よ、よし。たしかに源太さんの言う通りだ。楽勝なんだ。負けたときのことなんて考えなくていいほどに、勝利条件は簡単なんだ。

「分かりました。いいですよ」

　僕が音おと無なしさんの手を握ることができたら、源太さんはすべてを話す。僕が音無さんの手を握れなかったら、源太さんの言うことをひとつ聞く。

『手を握る演技とかではダメだからな？』

「もちろんです」

『軽く触れるだけとかでもダメだからな』

「当たり前じゃないですか」

　そんなの手を握るとは言わないもんな。

『少なくとも十秒くらいは握り続けないと認めんからな』

「はいはい」

『期限は……そうだな、お盆までにしよう』

　む、期限があるのか。

「お盆ですか」

　今日きようは七月の最終日。あと二週間くらいあるな。余裕だ。とはいえ、夏休みということもあり、ラジオ以外で音おと無なしさんと会う機会がないな。いや待てよ、ラジオの現場で手を繫つなぐなんて無理だ。スタッフさんや芹せり沢ざわさんの前ではちょっと…………。となると、どこかで会えるようにしなくちゃいけないな。

『うむ……お盆が来ると忙しくなるからな』

「あなたに忙しい時期とかあるんですか!?」

　そもそも幽ゆう霊れいにとって、お盆ってのはどういう意味があるの？

『わしにはわしの事情があるのだ』

「はあ、そうですか」

　知らんよ、あんたの事情なんて。

『よし、決定だ！　そうと決まったら、わしはまどかに気づかれぬよう、おまえたちをこっそりと見ていることにしよう』

「どうぞどうぞ。あっさり握っちゃいますから、くれぐれも目を離さないでくださいね」

『くくく。草くさ葉ばの陰から、おぬしたちのことを監視しておるからな』

　なにそのぴったりすぎるセリフ。

　あと、源げん太たさん、やっぱりなにか知ってるでしょ。なにか隠してるでしょ。確信したわ。

『ではな』

　源太さんは自分の足でぴょんぴょん跳はねながら部屋を出て行った。その姿はタコというより、バッタに近い。

　どこに行くのだろうか。音無さんの部屋に帰ったら、また問い詰められるだろうし。どこかに姿を隠すのかな。まあ、僕が気にすることでもないか。

　さて、期限も決められているわけだし、どこかで音無さんと会う機会を作らないとな。
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　音おと無なしさんの手を握る。

　手を握るということは、まずは音無さんに直接会わなくちゃいけない。期限も決められてしまったし、さっさと会えるように段取りをしなくてはいけないわけなんだけど…………。

　なんて言って誘さそえばいいんだろうか。

　手を握る、握らないの前に、躓つまずいてしまった僕である。

　どこかに遊びに行こうと誘うか？　なにそれ、デートに誘ってるみたいじゃん。しかも僕は音無さんに「好き」って告白しちゃってるんだぞ。この状況で遊びに誘ったら、絶対こいつ下心があるって思われるじゃん。そんなの嫌いやじゃん。

　いや待てよ。もしも普通に遊びに行けることになったとしても、手を握ろうもんなら、そういう意味になるよな。

　状況が悪い。タイミングが悪い。

　冷静になって考えると、いまの僕が置かれている状況で音無さんの手を握るというのは、普通に考えるよりも重い意味を伴ってくるのではないか。

　なんで、あんな賭かけをしてしまったんだ。もちろん、手を握るのは簡単だ。その行為自体は簡単だ。強がりじゃなく、すぐできることだと思う。できる、よな…………？　なんだか、それすら心配になってきたんだけど。

　意識すればするほど二の足を踏ふんでしまう。

　待て待て。手を握るのは、とりあえず置いておけ。

　まずはどうやって音無さんと会うか、だ。

　ラジオの現場では芹せり沢ざわさんやスタッフさんの目があるから難しい。というか、人に見られているところで手を握るというのが恥ずかしい。

　となると、お仕事とはまったく関係ないところで音無さんに会えるのが一番なんだけど。

　女の子を遊びに誘う、か。しかも、二人っきりで、だ。

　まったくもってお恥ずかしい話だけど、そんな経験ないぞ。

　…………どうすればいいの？

　ただ待っているだけではダメだというのは分かっている。僕から行動を起こさないといけない。女の子の方から誘ってくれるなんて、アニメやゲームの世界だけだ。

　ちなみに、そこに気づくまで約一日かかっていることは内緒だ。

　ネットを最大限に利用し、丸一日かけて調べ物をして、ようやく気づいたことだ。

　そうして至った結論。それをこれから実行する。

　慌あわてるな、僕。

　まずは誘うところから、なのだ。

　スマホを握りしめ、音無さんの番号を表示させる。

　世間は八月に入り夏休みのまっただ中ではあるが、もちろん音無さんはお仕事で忙しい身。そうそう空あいてる時間なんてないだろう。

　でも、ここは勇気を出して誘さそわなければ。

　まずはさりげなく音おと無なしさんのスケジュールを教えてもらって、どっか行きたいところとか、やりたいことがないかを尋たずねる。話はそれからだ。

　そんなわけで、まずは電話である。

　意を決して電話をかける。

　もしかしたら仕事中で忙しいかも。出られないかも。それならそれでいいかも、なんて早くもヘタレなことを考え始めた頃ころ、音無さんの声が聞こえた。

『もしもし』

「も、もしもし！」

『なんか用？』

「えっと、いま、忙しい？」

『ひとつ仕事が終わって、次の現場に移動中。時間があったから、ついでにスタジオの近くのカフェでお昼ご飯食べてたところ』

「そ、そっか。悪いね。忙しいのに」

『べつにいいけど。どうしたの？』

「いや、その…………空いてる時間とかあるかなーって思って」

『ご飯中だって言ってんでしょ』

「ああ！　そういうことじゃなくて」

　どどどどどうしよう。

　まずは話を広げよう。

「な、なに食べてんの？」

『サンドイッチ』

「へぇ」

『……………………』

「……………………」

　会話が終わった！

　いつものようにボケてよ、音無さん！　そうすれば話も続いたのに────って、なにを相手のせいにしてるんだ、僕は。いかんいかん。まずは態勢を立て直せ。

「軽食もいいけど、ちゃんとスタミナつく物を食べないと！　ほら、毎日暑いし！」

『それはそうだけど、これから仕事だし。あんまり満腹にしすぎないようにしてんのよ』

　そうか、そういうもんなのか。

　って、なに心の中で納なつ得とくしてんだ。ここで話を途切れさせたらいかん。いまの一言二言から話を続けられそうなポイントを探すんだ。

　女の子はあれだよな、ファッションの話とか好きだよな。

　よ、よし！

「それにしても、ほんっとに今年の夏は暑いよね。…………音おと無なしさん、いまどんな格好してんの？」

『ん？』

　間違えたあああああああああああああああ！　ただの変態じゃねえかよ！　よくある悪戯いたずら電話の決まり文句じゃねえかよ!!

「い、いやっ！　そうじゃなくて！　もしもし!?」

『……………………』

　切れたああああああああああああああああ。電話切れとる！　終わった！　なにもかもが終わりを迎えた!!

　やっべ、やっべ。かけ直すか。謝らないと。

　って、おわぁ！　音無さんからかかってきた！

『もしもし？　ごめん、なんか電波悪くて切れちゃった。で、いまなんて言ってた？』

　セーフ！　せえええええええええええええええふ!!　助かった。電波ありがとう。空気を読んだ携帯電話ありがとう。

　これがスマホか。スマホすげえな。科学の進歩すげえな。

「いいのいいの！　たいしたこと言ってないから」

『あっそ。で？　たいしたことないんなら、あたしそろそろ台本読みたいんだけど』

「う、うん。えっと…………」

　このままではいけない。

　落ち着いて思いだせ。昨日きのう一日、めちゃくちゃ勉強したじゃないか！　ゲームとネットで女の子の誘さそいかたを勉強しまくったじゃないか。

　さりげなく、話を広げながら、それとなく。

「えっと、さ。音無さん、水族館って行ったことある？」

『当たり前でしょ、水族館くらい』

「で、ですよねー」

『…………』

「…………」

　あれ？　おかしいな。会話が終わったぞ。

　どうやればここから「じゃあ今度一緒に行かない？」っていう流れになるんだろ。

　水族館はデートスポットとして、すごく人気があるって書いてあったのに。外の天気や気候が関係ないし、館内は薄うす暗ぐらいし、オススメだって書いてあったのに！

「じゃ、じゃあさ！　どっか行きたいところとかある？」

『行きたいところ？』

　しまった、直接的すぎたか!?

「場所じゃなくても、したいこと、とか」

『したいこと、ねえ。あんたはいま、あたしになにをしたいわけ？』

「へ!?　いや、なんていうか、その……なにをするわけでもないというか、なんというかなんていうか」

『なんなの、あんた。用がないなら切るけど』

「ちょ、ちょっと待って！」

　誘さそえねえよ！　どうしよう!!

『あ！　そういえばあんたさ、宿題やった？』

「え？　ま、まだだけど」

　急になんの話？

　夏休みの宿題。それは、楽しい楽しい夏休みに落ちる影。これさえなければ、なんの気き兼がねもなく遊び回れるのに。

　音おと無なしさんと僕の通う古ふる里さと学園は、二年生になるとインターンシップという行事がある。社会に出て、将来のために仕事を実体験し、そのレポートを出すというものだ。

　だが、ここで音無さんの言う宿題とは、このレポートのことではない。どこの学校にもあるような、普通の宿題のことである。そもそも音無さんは、すでに仕事をしているという理由でインターンシップは免除されてるし。

　インターンシップという行事のおかげで、二年生の宿題は少ない。が、厄やつ介かいなことにゼロではないのだ。いっそのこと、なしにしてくれればいいのに。

『じゃあさ、一緒に宿題しよ』

　一緒に宿題だと!?

　急になにを言いだしたんだ、音無さん！

　アニメやゲームではありがちなイベントじゃないですか！　まさか音無さんから言ってくれるなんて。ええ、ええ、もちろん大歓迎ですとも！

　このチャンス、逃すわけにはいかない！

「え、えっと…………」

　とは思いつつも、言葉が出てこない！　思考を行動に移す勇気がない！

『決定ね。そしたら時間がある日に、あたしがあんたの家に行くから。それまでに宿題終わらせておいてね』

　手て際ぎわよく段取りを決める音無さん…………ん？　いま、なんつった？

「オッケーオッケー！　ってちょっと待て！　一緒に宿題するんじゃないの？」

『そうよ。だから、その日までに終わらせておいてって言ってるじゃない』

　写す気だ…………。

　それは「一緒に宿題をやる」とは言わない…………。

「ちょ、ちょ…………」

『んじゃそういうことで』

「いや、だから待てって」

『時間を作れる日が分かったらメールするから。…………ちゃんと宿題を終わらせておきなさいよ』

　電話が切れた。

　一方的にもほどがある。なぜ僕が音おと無なしさんに写させるために一人でがんばらなくちゃいけないのか。そりゃあ、音無さんは毎日お仕事で忙しいだろうけど！

　一緒にやろうって言ってんじゃん。

　それを音無さんときたら！　自分だけ楽しようと思って！

　まったくもう！

　どんだけわがままなんだ、音無さんは！

　……………………はあ。

　宿題でもやるか。

　お、音無さんのためなんかじゃないんだからね！










「どうぞ」

「お邪じや魔ましまーす」

　音無さんが僕の部屋へとやってきた。「お邪魔します」と言いつつもずかずかと僕の部屋に上がり込み、きょろきょろと見回す。

「あの、そんなにじろじろ見ないでくれる？」

「なに乙女みたいなこと言ってんの」

　ですね。僕も言ってから気づいたよ。

　僕の部屋になんて、もう何度も来たことがあるくせに。なにを見ることがあるっていうんだ。きっちり片付けましたとも。掃除しましたとも。

「いやー、一応あたしもさ、男の部屋に一人で来るのは緊きん張ちようするわけよ」

　などと言う音無さんは、部屋の中央で仁に王おう立ちである。

「せめて態度で示してよ…………」

　絶対に緊張なんてしてないでしょ。

　だいたい、警戒してるなら、そんな丈たけの短いスカートなんてはいてこなけりゃいいのに。

「どうしたの？」

「い、いや…………」

　まさかとは思うけど、いつでもどうぞってことじゃあないよな？　ごくごく普通に、いつも通りの音おと無なしさんだよな。毎日暑いから、露ろ出しゆつが自然に増えてるだけだよな。

「と、とりあえず、座って」

「うん」

　音無さんに座るように促うながす。あらかじめ出しておいた折りたたみ式テーブルの前に座ってもらった。

　しかし、おとなしく座ったかと思えば、またしても部屋をきょろきょろと見回す音無さん。

「慌あわてて片付けたって感じね」

「じゃあ音無さんの家に行く？」

「ここでいい」

　ちぇっ残念、なんて思ってないですよ、はい。実際、慌てて片付けたし。女の子に見られたくない物はもちろん、音無さん関連の声優雑誌なんかも本ほん棚だなの奥へ移動させたし。

「ちょっと待ってて。なんか冷たい飲み物持ってくる」

「お構いなく」

　そういうわけにもいかないさ。

　部屋を出ようとして、一度回れ右。

「一応言っておくけど、勝手に変なところ開けたりしないように」

「分かってるわよ。だいたい……その辺かあの辺でしょ？」

　ぱっぱっと指をさす場所は的確にお宝のありかを示していた。

　なぜだ。頭をフル回転させて考え、ようやく見つけだした隠し場所だというのに、なぜそんなにあっさりと分かってしまうのだ。

　まだ若いとはいえ、やはり音無さんも女性。やがては青少年たちの前に立ちふさがる最強の敵〝母〟になる存在。資質はその身体からだに、血潮に宿っているというのか。

「す、すぐ戻るから、とにかくおとなしくしてて」

「はいはい」

　やめてくれっ。そんな目で僕を見ないでくれ！　いっそのこと「あんたも男だもんね、分かってるわよ」くらい言われた方がまだマシだ！

「あんたも男だもんね、分かってるわよ。…………はぁ」

　マジで言ったし！　もれなくため息付きだし！

「なんでそんなに見たいの？」

　いや、冷静に言われても。ぶっちゃけ、僕にだって分からないし。本能としか答えられない。見たいものは見たいのだ。

　よく言うじゃないか。見るは一いつ時ときの恥、見ないは一生の損って。気を遣つかって見ないのが紳士だとしたら、逆に見ないと失礼だと考えるのが変態紳士なんだよ。

　なんて言ったところで、女性には理解してもらえないだろうね。

「お茶でいいね」

　マジメに返すのを諦あきらめて、僕は部屋を出た。

　こんな調子で大だい丈じよう夫ぶか。音おと無なしさんの手を握れるのか。

　強引に握ったとしても、ふりほどかれたらショックだもんな…………。自然に手を握れるシチュエーションを作らないといけないよな。

　せっかく音無さんの方から宿題をしようと誘さそってくれたんだぞ。このラッキー、生かさずしてどうする。

　気合いを入れ直しながら、階段を下りて一階へ。

　待たせるのも悪いし、待たせすぎて手持ち無ぶ沙さ汰たになった音無さんが変なことを始めてしまう前に、さっさと飲み物を持っていこう。

　リビングにはテレビを見ている母さんの姿があった。ずいぶん熱心に見ているなと思ったら、どうやらダイエット番組をやっているらしい。となれば、きっと明日あしたには母さんのダイエット宣言を見られるだろう。そして、三日ももたずに諦めるのだろう。

　見てるだけで瘦やせられたらいいのにね。とりあえず、そのテレビを見ながらつまんでいるお菓子をやめるところから始めてみるのをお勧すすめするよ。

　かなりの的中率を誇る予知をしてから、音無さんが来ていることを母さんに告げる。

　父さんは仕事で外出中。

　妹の愛あ好こは姿が見えない。部屋にいるんじゃないかとのことだった。

　愛好のやつ、家にいるのか。要注意だな。あの変態妹が関かかわってくると、ろくなことが起きないのだ。

　大きめのグラスに氷をいくつか入れ、水出し麦茶を注つぐ。トレーが見つからなかったので、そのままグラスを両手に持ってリビングを後にした。

　そして音無さんの待つ部屋へと戻る。

「お待たせ────って、なにしてんの!?」

　おとなしくしててって言ったのに！　「はいはい」って返事もしてたのに！

　音無さんが僕のスマホを弄いじっているではないか！　まだ使い慣れてないからロックとかもかけてないし。

「ケータイ替えたんだ？　しかも一番新しいやつじゃん」

「僕の話、聞いてる!?」

「あたしもそろそろスマホにしようかと思っててね。ちょっとくらいいいでしょ」

　音無さんは僕のスマホの画面を指ですりすりと擦こすっている。音無さんが僕のを指ですりすりと擦こすっている。

　…………へ、平気だよな？　見られたらまずいものとか、入れてないよな？　自分に自信がないぞ。

「それにしたって、勝手に僕のを触るのやめてくれる!?」

「いいでしょ、べつに」

「ああ！　そんなに激しく擦ったらダメだって！　もっと丁てい寧ねいに扱ってよ。おかしくなっちゃうって!!」

「あたしに任せておけば大だい丈じよう夫ぶだから。……えーっと、ここをこうすればイイんだっけ？」

「ま、待って！　お、音おと無なしさん、なんでそんなに上じよう手ずなの!?」

「んふふ。触るのは初めてなんだけどね。えいっ、えいっ」

「そ、そっちはダメぇぇぇ」

「……あれ？　からっぽだ」

「……………………ふぅ。よかった」

　なにも保存してなくてよかった。

　まだ変なのは入れてないからね。これから先、使いこなせるようになってからどうなっていくかは分からないけど。

「あっ！」

　と思ったら音無さんの声。

「な、なに？」

　思いだせ、常つね村むら良りよう人と。

　入れたか？　入れちゃったか？　中に入れちゃってたか？

「ちょーっといいかしら？」

「な、なんでしょうか…………」

　なにを見つけたの!?　すっごい恐こわい顔をして、こっちを睨にらんでるんですけど。

　音無さんがスマホの画面をこちらに向ける。そこに表示されていたのは、メールの受信画面だ。

「ん？」

　よく見てみると、そこには愛あ好こから届いたメールが。

　内容はもちろん、例のアレだ。先日送られてきた、『いまからお風呂入るんだけど、見たい？』という僕をからかって遊ぶ愛好のメールだ。

「ち、違っ！　これは…………」

「これに対して、あんたのメールは…………」

　手て際ぎわよく僕の送信メールを表示させる音無さん。なんでそんなに使いこなしてるんですか。持ち主ぬしの僕よりうまいじゃないですか。

　程ほどなくして表示された僕の送信メール。『見たい見たい。写しやメ送れ』と書かれている。

　それはダメだあああああ！　まさか悪ノリがこんな事態を引き起こすなんて。

「あんた、実の妹になんてメール送ってるわけ？」

「待て待て。その前に、実の妹から送られてきた変態メールは無視!?　なんで僕だけ怒られるわけ!?」

「愛あ好こちゃんは、ただ単にあんたをからかって遊んでただけでしょ？　なに本気で見たがってんの？　変態なの？」

「違うって！　いつも遊ばれてばっかりだから、たまには反撃してやろうと思っただけなんだって！」

「いつも遊んでもらってるのに、それ以上を要求しようとしたわけ？」

「どこまで欲求不満なんだよ、僕！　違うって!!」

「────これ以降の愛好ちゃんからの返信がないんだけど」

「え？　…………ああ、あまりにもしょうがない内容だったから消したんだ」

「ウソ。なんだかんだで言いがかりをつけて、本当に写真を送らせたんでしょ。で、画像だけパソコンに転送して証拠隠滅したんでしょ」

「どんだけ手の込んだことしてんだよ、僕は！　違うって！」

「…………はいはい。さて。じゃ、そろそろ宿題を始めましょうか」

「弁解させて！　せめて説明する時間だけちょうだい！」

「うるさい。ほら、早くやらないと終わらないでしょ」

　散々イジり倒した僕のスマホをぽいっとベッドに放り投げ、机に向かう音おと無なしさん。

　早くやらないとって言っても、どうせ音無さんは写すだけなんでしょ？

　テーブルを挟はさんで音無さんの正面に座る。ラジオ収録のときと同じだ。ただ、僕の部屋にあるのは折りたたみ式の小さなテーブルなので、収録スタジオより音無さんとの距離が近い。そしてなにより、ここは僕の部屋だ。どうしたって意識はしてしまう。向こうはどうか知らないけど。

「で？　終わってるんでしょうね？」

「いや、さすがに全部は…………」

「は？　まさか終わってないの？　あきれた。毎日毎日なにやってたわけ？　どうせ暇ひまだったんでしょ？」

　僕にだってやることくらいはあるわ！　ゲームしたりアニメ見たり本読んだり。基本引きこもってたけども！　あ、友達とチャットでお話とかはしたよ？

「はあ…………しょうがないわね。終わったところまででいいから見せて」

「はっきり言ったね！　いま、『見せて』って言い切ったね！」

「さっさと出しなさい」

「命令かよ」

　抵抗しても無む駄だだ。僕は悟ったよ。

　丸写しは音おと無なしさんのためにならないよなあ、なんて考えながらも、宿題のプリントを机の上に出す。

　正面に座る音無さんのプリントを見ると…………。

「あれ？　結構やってあるじゃん」

「当たり前でしょ？」

　くっ。これはあれか。試験の日に「全然勉強やってないよ。どうしようやばいよ」とか言っておきながら、実はしっかり勉強しててちゃっかりいい点数取るパターンか！

「で、ここが分からないんだけど」

「どれどれ…………ああ、ここね」

　それでも、まだいくらか僕の方が進んでいた。よかったよかった。これで仕事をしている音無さんより進んでなかったら、本当に情けないことになるところだった。

　音無さんが分からないと言ったのは、数学の問題である。パターンさえ覚えてしまえば結構簡単に解けてしまう問題だと僕は思う。たいして頭の良くない僕がそう思うんだから、難しい問題ではないだろう。

　よっしゃ。ここはひとつ、勉強ができるところを見せて、好感度アップだ！

　正直、音無さんはあまり勉強が得意ではない。とくに苦手なのは暗記物のようだ。苦手というか、歌覚えたり、ダンス覚えたりで頭がいっぱいなんだろうな。しょうがないよ…………で、終わらないのが音無さんの凄すごいところ。音無さんが古ふる里さと学園に転校してきた当初、悔くやしい思いをしてからというもの、成績はどんどん良くなってきている様子。期末試験は僕よりも良かったんじゃないかな。ちゃんと比べてないから分からないけど。

　そんな音無さんだから、僕がしっかり教えれば、きっと簡単に理解してしまうだろう。

　ノートを取りだして、解説をしながら問題を解いてみせていると、途中で音無さんが口を挟はさんできた。

「もっときれいに書いてくれない？」

「丁てい寧ねいに書いてるつもりなんだけど…………」

「文字って、書く人の心が出るわよね」

「うるっさいな。やめるよ？」

「あ、分かった。逆さに見てるから読みにくいのよ」

　音無さんはかわいく「よっこらせ」と言いながら、僕の左ひだり隣どなりにポジションを移した。そして、僕のプリントを覗のぞき込んでくる。

　当然、音無さんと僕の距離がこれでもかと縮まるわけで。

　音無さんの髪が僕の左腕をくすぐる。半はん袖そでなもんで、くすぐったくてしかたない。

　ふわりと香るのは、音おと無なしさんが好きでいつも食べているというグミの甘い匂においか。実際に人間から甘い匂いがするわけないんだけど、思春期男子の嗅きゆう覚かくにはなんらかのフィルターがかかっていてもおかしくない。

　こ、これは…………。

「んんー？」

　正面に回ってもなお読みづらかったのか、それとも問題に集中しているのか、音無さんはさらに密着してきた。

　これは手を握るチャンスかもしれない。すぐ隣となりにいる音無さんを盗み見る。

　ああ、ダメだ。音無さんは右利きき。僕の左隣に座る音無さんの右手は、宿題を書き写すのに忙しい！　右隣に座ってくれればよかったのに！

「あ、間違えた。…………あれ？　消しゴムがない」

　自分の筆箱の中を探しても目的の物が見つからなかったらしい。

「宿題しに来てんのに、普通忘れる？」

「…………う、うるさい」

　なにげなくツッコんだら、意外なことに音無さんが狼狽うろたえた。反論してくるか、消しゴムを忘れた理由でボケてくるかと思ったのに。

「消しゴム貸して」

　音無さんは机の上に投げだされていた僕の消しゴムへと手を伸ばした。

　消しゴムは右利きの僕が使った直後で、右前方にある。

　その消しゴムへ向けて、僕の左に座る音無さんが左手を伸ばす。シャープペンをいったん置いて右手で取ればいいのに、わざわざ遠い方の手を伸ばしたのだ。

　結果、音無さんの胸が思いっきり僕の目の前にっ!!

「よっと」

　びっくりするくらい大きくはないけれど、これだけ近くで、しかも身を乗りだした体勢であれば、やはり女性的な特徴はその存在感を主張する。

　ありがとう！　左隣に座ってくれてありがとう!!

　────もうダメだ。

　一度意識してしまうと、身体からだのあちこちが音無まどかの存在を感じ取ってしまう。その感覚はとてもじゃないけど遮しや断だんなどできるはずもなく、僕の意識をさらに奪うばっていってしまう。

「…………どうしたの？」

「いや、その」

　どうしたもこうしたもあるか。もしかして、いまの一連の行動はわざとか？　また僕をからかってるのか？

　ああもう、こんな近くで、そんなにかわいい顔をこっちに向けるな。僕をどうするつもりだ。

　なんでそんなに目が大きいんだよ。瞳ひとみがキラキラ輝きすぎだろ。

　どんだけ肌はだきれいなんだよ。ほっぺたとかつつきたくなるじゃんか。

　あんなによく通る声が出るのに、口は小さいんだな。うっすらとピンク色をした唇くちびるはどうしたことだ。

　いかんいかん。

　まずはしっかりと宿題を終わらせてからだ。

「手、止まってるけど？」

　音おと無なしさんから注意された。厳しいな、おい。先生かよ。音無さんは写してるだけじゃん。

　女教師の音無さんか…………。スーツ姿で、ミニのタイトスカートに黒ストッキング。銀色に光る指示棒の先で、僕をぐりぐりと…………。

　って、なに考えてんだ、僕は！

　いまは目の前にある数学の問題を解くんだ。

「あれ？　ちょ、ちょっと待って。えっと、これが…………あれ？」

　────集中できん！

　おかしい、これでうまくいくはずなんだけど…………ダメだな。どうやるんだっけか。待て待て、落ち着け。思いだせ。僕はすでに一回答えに辿たどり着いているんだぞ。

　たしかここのおっぱ…………じゃなかった、πパイが重要なんだよな。

「えっとえっと、ここはこうして…………」

　問題が頭に入らなくなってきたぞ。

　よし、一回冷静になろう。こういうときは最初からやり直すんだ。数学の問題を解くときには、一連の流れってものがあるからね。一から解き直せば、また流れを摑つかめるはず。

　そっか、ここはまずこっちを先に求めてから…………あれ？　おかしいな。

　じゃあこっちを先にやるのか…………でもそうなると、おかしいよな。

　書いては消して、やり直す。どうしよう、分からなくなってしまった。しまいには、直前にやったのと同じ間違いをする始末。

　その間、なにも言わずにじっと僕のノートを見ていた音無さんだったが…………。

　何度目のやり直しのときだろうか。こつん、と音無さんの頭が僕の肩に当たった。

「お、音無さん？」

　こんな状況で数学の問題なんて解けるか！

「………………………………」

　あれ？

「おーい」

「………………………………………………………………んぅ」

　音無さん、寝てる!?

　気づけば、僕の肩に寄りかかって寝息をたてているではありませんか。

　そうかそうか、やっぱり疲れがたまってるんだな。毎日毎日忙しそうだもんな。

　朝から一日仕事して、歌の練習して、ダンスの練習して、夜になってようやく家に帰ってきても、宿題やら台本の読み込みやらで、ゆっくりしている時間なんてあんまりないんだろうな。

　っていうか、いくらなんでも無防備すぎじゃね？

　それだけ信頼されてるってことなのだろうか。それとも、男として見られていないのだろうか。後者だったら悲しすぎるんですけど。

　そんなことを考えていると、僕の心臓もようやく落ち着いてきたようだ。音おと無なしさんの「すーすー」というリズムのいい寝息が聞こえてくるせいかもしれない。

　なるべく静かに、手だけを動かして問題を解く。今度はずいぶんあっさりと解かいに辿たどり着いた。ははは、僕だってやればできるじゃないか。

　さて。

　意識しないと聞こえない秒針の音が、妙に耳につく。

　エアコンから送られる風の音が、いつもより大きい気がする。

　家の前を車が一台通ったようだ。

　グラスの中で解けた氷がカラン、と涼しげな音を鳴らした。

「ふむ」
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　これはこれで、どうしたもんか。

　横を見れば音おと無なしさんの頭。細くて柔らかそうな髪。

　まあ、もうしばらくはこのままでいいか。

　待てよ。いまなら手を握れるんじゃないか？

　またとないチャンスなんじゃないか？

　音無さんへと手を伸ばす。

　生なま唾つばを飲んだ。なんか僕、緊きん張ちようしてる。緊張して呼吸がおかしくなってきた。

「はあ、はあ、はあ」

　心臓が「無理すんな、やめとけ」と言わんばかりに胸を叩たたくが、ここは行くべきところだと頭で判断する。

　そーっと、音無さんを起こさないように手を近づけていって…………。

　あとちょっと、というところで、静寂はいともあっさりと破られた。

　あいつの登場によって、だ。

　こんこん、と小さく部屋のドアをノックする音が聞こえたと思ったら、返事をする間もなく開け放たれた。それも、勢いよくだ。そりゃあ、音無さんの目も覚めるくらいに。

「兄さん、入るよ！　入ったよー」

　偉えらいね、愛あ好こ。ノックすることを覚えたんだね。じゃあ次は、中から返事があるまでドアを開けないってルールを覚えようか。

「わ、わ、わ。えっと、ケータイどこやったかなーっと。あ、あったあった」

　ポケットからスマホを取りだし、ピロリロリーンと妙に腹の立つシャッター音が。

　大だい丈じよう夫ぶだ。すんでのところで手は引っ込めた。はあはあ言いながら寝ている女の子に手を伸ばす男とか、変態だろ。…………さっきまでの僕じゃん！

「なに撮ってんだよ、愛好！」

「あ、つい」

　つい、でできる行動じゃないだろ、それ！　めっちゃ冷静だったじゃねーか。なに勝手に撮ってんだよ！　撮れましたか？　音無さんが僕の肩に寄りかかっているツーショット写真、きれいに撮れましたかぁ!?　あとでその写しやメ、僕に送れよな！　記念に保存しておきたいから！

　僕のツッコミに反応したのか、肩に感じていた気持ちのいい重さが消えてしまった。

「あ、あれ…………」

　おはよう音無さん。状況を把は握あくしようとする音無さんとは対照的に、我が妹はしょうもない空気の読みかたをする。

「ごめーん、兄さん。タイミング悪かった？」

　ウインクしながら舌をぺろり。一いつ瞬しゆんだけ合わせた手で、ずれたメガネをくいっと直した。おまえ、それ度が入ってないんだから、ずれたって問題なかろうて。

　そして、そんな妹のわざとらしい仕草に少しいらっときた。けっして、いい雰ふん囲い気きのところを邪じや魔まされたからってわけではない。

「お母さんから、まどかさんが来てるって聞いて。あ、おべんきょーしてたんですか？」

「うん、宿題をね」

　完全に意識を覚かく醒せいさせて状況を読み取ったのか、音おと無なしさんは微ほほ笑えみながら答えた。

「大変ですよねー」

　ずいぶん能天気に言うね、妹よ。一応兄として、釘くぎくらい刺しておくか。

「おまえは終わったのかよ」

「ん？　終わってないよ。でも、わたしはだいじょーぶ」

　その根拠はどこから…………。

「で？　なにをしに来たんだ。邪魔しに来たのか？」

「あ、やっぱりわたし邪魔だった？」

「ちょっとあんた！　あたしがうとうとしてる間に変なことしたんじゃないでしょうね！」

　自分の身体からだを抱だきしめるようにして言う、音無さん！

「し、してないしてない！」

　なんかしようとしても、うたた寝くらいじゃすぐ気がついちゃうでしょ。やるなら熟睡してるときじゃないと…………って、そういうことじゃなくて。

「まどかさん！　兄さん、まどかさんに手を伸ばしてましたよ！」

「やっぱり!?」

「誤解だよ！　ほら、あの、その、消しゴムを取ろうとしてたんだよ！」

　我ながら苦しい言い訳である。

「ほんとーに？」

「本当でしょうね…………」

　愛あ好この好奇心に満ち満ちた瞳ひとみがふたつと、僕を疑う音無さんのじとっとした瞳がふたつ。なぜ僕が、こんなにも槍やり玉だまに挙げられなくちゃいけないのか。僕はただ単に音無さんに勉強を教えてあげていただけなのに。

「まどかさん、実の兄についてこういうことを言うのはわたしも複雑な心境なんですが、気をつけた方がいいですよー」

「そうよね…………」

　神妙な面おも持もちで頷うなずく音無さん。心外だ。疲れてるんだろうな、と思って起こさずにいてあげたのに。

「だって見てください、まどかさん。あのミニスカートの女の子のフィギュア、なんであんな高いところに飾ってあると思います？」

「あー、よく見えるわね。スカートの中が」

　たまたまだよ！　いやマジで。冗談抜きで。

　友達とゲーセンへ行ったときにノリでゲットしたんだけど、置くところがなくて、困って困って結局そこに置いたんだよね。まさかパンチラが見やすい位置だなんて、本当に気づいてなかったわ。

　すごいところに気づくね、おまえは。ちょっと感心しちゃった。その洞察力、もう少し他ほかのところで活用しようか。

　見られたくない物は全部片付けたつもりだったんだけどなぁ。頭上が隙すきだらけだった。

「愛あ好こちゃん、知ってる？　そのフィギュアのキャラね、中学生なのよ」

「えっ!?　兄さん…………」

　ちょっと待ってくれないか。二次元は二次元。リアルはリアルだ。あと、高校生と中学生くらいの歳としの差だったら、大人おとなになればそう変わらん。なんの問題もないじゃないか。まあ、音おと無なしさんの言う通り、そのキャラは中学生なんだけど。

「言っておくけど、僕はロリコンじゃないからな!?」

「兄さん、今時中学生でロリコンとか言ってたら、その筋の人たちに怒られるよ？」

「どの筋だよ！」

「時代は小学生なんだから」

「すごい時代になったな」

　いいさ。人の趣味に文句はつけませんとも。他人に迷めい惑わくをかけないなら、どんな物が好きでもいいと思うよ。

　それにしても愛好が関かかわると、いっつも僕が変態みたいな扱いを受けることになるよな。

　…………あ、そうだ。

「愛好、ケータイ貸せ」

「なんでー？」

「このまえ僕に送ってきたメールを見せてくれ」

　ちょうどいいから、さっきの音無さんの誤解を解いておこうじゃないか。そうでないと、このあといい雰ふん囲い気きに持っていきづらいし。

「嫌いや」

「ちょっとだけでいいから」

「見せるくらいなら壊す！　そこのコップに入れて水没させる！」

　どんだけ嫌がってんだよ。

「お茶がもったいないだろ!?」

「じゃあ自分で水分出す！」

「スカートを持ち上げようとするな！」

「あれ？　『もったいないだろ!?』ってツッコミがくると思ったのに」

「なにが!?　なんで!?　どうしてそう思ったの!?」

　幼女よりもマニアックじゃねえか。特殊すぎるよ。

　どうやって愛あ好このスマホを取り上げようかと考えていると、後方から音おと無なしさんが僕の肩を叩たたいた。

「人のケータイを見ようとするなんてサイテーね」

「そもそも音無さんが僕のを見たのが始まりなんだけどね!?」

　音無さんにツッコんだ僕を、愛好が押しのける。

「まどかさん、こんな兄の相手をしてくれてありがとうございます」

　ええい、やかましい。早く帰ってくれないかな、こいつ。

「まあ、ね。一緒にラジオやってるし、ね」

　仕事相手だからしょうがなくってことかよ！　それがマジなら、ちょっとショックだわ！

「それにしてはなんかいい雰ふん囲い気きだったような…………はっ！　もしかして、兄さんになにか弱みでも握られてるんですか？」

　愛好よ、音無さんと一緒に夏休みの宿題をやることが、そんなに不可解なことなのかよ。

　音無さんも音無さんで、なんか答えづらそうにしてるし。そこはきっぱり否定してよ。

　ほら見ろ。そんな音無さんの仕草を見て、愛好は僕へと矛ほこ先さきを向けてくるじゃないか。

「兄さん、まどかさんにいくら払ったの？」

　なんだか生なま々なましい質問だ！

　しかし。

「待て、愛好。音無まどかは金で動くような女じゃない」

　ここだけはきっぱりと言っておかなくては。

「ね？　音無さん」

「とりあえず、いくら出せるか言ってみて」

「金額次第で検討すんのかよ！」

　せっかく音無さんを立ててあげようと思ったのに。ノリがいいんだから、まったく。って、こんなんじゃ宿題が終わらない。

「ほら、僕たち勉強するから。愛好は部屋に帰ってくれ」

「むー。なんっか怪しいなー。まどかさん、本当に脅おどされたりしてないですよね？」

「う、うん。なんとか大だい丈じよう夫ぶ、かな」

　なんとかってなんだよ！　はっきり言い切れって！

　いまだ疑いの眼まな差ざしを向ける愛好の背を押して、部屋から追いだす。

　愛好は最後の最後まで「怪しい」とつぶやいていた。音無さんと親密になることがそんなに納なつ得とくできないのかよ、とツッコミたいところではあるが、実際にこのシチュエーションには裏があるので、なんだか複雑だ。

「じゃあ、宿題を再開しようか」

　再びテーブルの前に座ったところで────。

　ぶるぶるとなにかが振動する音が聞こえてきた。

「ちょっと待って、電話が…………もしもし」

　音おと無なしさんのケータイか。

　なかなか進まないな。

　先に再開してるか。改めて宿題に向かう。

　残りはあと少しだ。一応、音無さんがうちに来て宿題をやると決まってから、ちょっとがんばっちゃったしね。

　この調子で今日きよう全部終わらせてしまおう。

　なんて思っていたら。

「ごめん」

「ん？」

　電話を終えた音無さんが僕に謝ってきた。

「急に仕事が入っちゃって、行かなくちゃ」

「あー、そうなの？」

　本当に忙しいんだな。少ないオフの時間でも急に仕事が入っちゃうのか。

　なんとなくだけど、有名人と付き合うのってこういうことなのかな、って思った。時間が合わなかったり、急に仕事が入って一緒にいられなくなったり。

　一般人と有名人が付き合うのって、すごく難しそうだな。周囲にバレるバレない以外にも、いろんな障害があるもんなんだな。

「じゃ、本当にごめんね」

「いや、いいよ。仕事ならしょうがないもん」

　音無さんが机の上の荷物を片付け、立ち上がる。

「仕事って、明日あしたのミニライブの？」

　明日は音無さんの新曲お披ひ露ろ目めイベントだ。アキバでやるんだよな、たしか。このまえのラジオ収録のときに言ってたやつだ。

「そそ、なんか急に確認しなくちゃいけないことができたみたい。注文してた衣装がちょっと違うとかなんとか」

　音無さんが行ってしまう。どうしよう。とっても忙しい人だ。できれば次に会う約束を取り付けておきたい。手を握るってのが意外と難しいってことにも気づいちゃったし。

　なにか…………そうだ！

「明日、見に行ってもいい!?」

「ん？　べつにいいけど」

　よっしゃ。

　心の中でガッツポーズをしていたら、さらに音おと無なしさんからうれしい提案が。

「じゃあさ、端はしっこでよかったら関係者パスで入って見られるから」

「え？　いや、悪いよ。そこまでしてもらうわけには」

　関係者席だなんて、とんでもない。音無さんのマネージャーを務めるというインターンシップも先日無事に終わっているし、ましてや僕がステージに上がるようなこともない。それなのに関係者パスだなんて。

　そりゃあ、イベントの前後とかで会えないかなぁ、なんて期待してたけど…………いいの？

「宿題を見せてもらったお礼ってことで。たいしたことじゃないから気にしないで」

「あ…………えっと…………そこまで言うなら、お願いしようかな」

「ん！　おっけー、詳しいことはまたあとでメールするから」

「了解」

　慌あわただしく出て行く音無さんを玄関まで見送りに行って、その後ろ姿がお隣となりの玄関に消えていくのを見届けた。

　分かってはいたけど、いい雰ふん囲い気きになんて持っていけなかったな。前途多難というか、早くも挫ざ折せつしそうというか。

　たかが手を握るだけと思ってたけど、まさかこんなに大変だとは。自分のヘタレっぷりに泣きたくなる。

　こんなんじゃ、いつまで経たっても無理だよな。

　明日あしたも会えることになったし、もう少しだけがんばってみる…………か？

『くくく』

「げ、源げん太たさん」

　いつの間に僕の肩に乗ってたんだ…………。

『くくく』

「な、なんですか？　邪じや魔ましに来たんですか」

『いやいや、邪魔をするまでもなかったじゃないか。これじゃあ何年かかるか分からんな！』

　見てたのか…………ちっくしょう。

　もう少しだけがんばる、とか言ってる場合じゃないな。

　ひなのちゃんの言う「お姉さま」の本当の意味を知るため。源太さんの口を割らせるため。そう、これは音無さんのためでもあるんだから！

　というところに大義名分を欲してしまう自分が情けないところではあるけども！

　明日は…………明日こそ！










　一夜明けて、僕は秋あき葉は原ばらの駅前へとやってきた。

　夏休みということもあり、とにかく人が多い。

　電気街口の改札前は、柱という柱にアニメやゲームの宣伝。床には大きな広告イラスト。本当にこの街はすごいな。独特だよ。独特って言葉が、こんなに当てはまる街はそうないよ。

　構内から一歩出れば、もはやメイドとは言えない格好をした女性がチラシを配っている。

　そんなお姉さんたちをちらちらと見ながら音おと無なしさんを待つ。

　駅前で待ち合わせをしているのだ。

　昨夜ゆうべ来たメールで、この場所を指定されたのである。あの大人気アイドル声優さんがこんなところで待ち合わせなんて、いいのだろうか。人が殺到して大変なことになったりしないだろうか。

　これがまだ、新しん宿じゆくとか、渋しぶ谷やとか、原はら宿じゆくとかだったら問題ないだろう。でもここは秋葉原だよ？　音無さんだったら、すぐにバレちゃいそうなもんだけど。

　あ、もしかして芹せり沢ざわさんが迎えに来てくれるのかな？　そうかそうか、そういうことか。いくらなんでも本人は来ないか。

　ちなみに僕もイベント等で顔を出したことがあるけど、さすがにバレることはないだろう。むしろ、僕が村むら人びとＢだと分かる人がいたらちょっとうれしいぞ。

「お待たせ」

　なんて思いながら、ちらちらとコスプレをしたお姉さんを見ていたら声をかけられた。あのお姉さんに「もしかして……村人Ｂさんですか？」とか声かけられないかな、なんて思っていたら丸っきりべつの方角から声をかけられた。

　帽子を深くかぶり、メガネをかけ、微妙にうつむいている人が僕の目の前にいる。

　どこにでもいるような女の子の格好だけど、基本的に使われているのは地味な色が多いみたいだ。だから、最初この人物が誰だれなのか分からなかった。

　じっくりとその姿を観察してから、僕はようやく返事をする。

「音無さん？」

「ごめん、待った？」

「いや、いま来たところ」

　よし、さらっとお決まりのセリフを言えたぞ。これくらいは僕だってできますよ。社交辞令の中でも、基本中の基本だもん。

　っていうか、音無さん本人が来ましたか。

　ここ秋葉原の駅前に。

「こんなところに来ちゃって、大だい丈じよう夫ぶなの？」

「平気よ。意外とバレないもんよ？」

　なんか僕の方が気にしちゃうな。とりあえずあれだ。さっさとここから離れよう。駅前は人が密集しすぎている。

「んじゃあ、行こか。えっと、ベルサールはあっちだっけ？」

　と、歩きだそうとする僕を音おと無なしさんが引き留める。

「その前にさ、ちょっとその辺ぶらついてかない？」

「え？　僕は構わないけど、時間大だい丈じよう夫ぶなの？」

　リハーサルとか、色々やることあるんじゃない？

「平気平気。全部終わってるから。機材チェックとか会場のあれこれはスタッフさんたちの仕事だし、あたしはあと衣装に着替えるくらいしかやることないもん」

「でも…………」

　そうは言っても、イベント直前だし。

　今日きようのイベントは新曲のお披ひ露ろ目めでしょ？　歌詞とか、振り付けとか、完かん璧ぺきなのかね？

　そんな僕の心配をよそに、音無さんはにやにやしながら言う。

「なーに？　デートのお誘さそいを断る気？」

「あ、いや…………」

　そう言われちゃうとなぁ。

　────はっ！

　これはチャンスだ！

　わざわざ「デート」だなんて言葉を使って僕をからかってきた音無さんだけど、たしかにデートっちゃあデートだもんな。どうせ本人にはその気なんかないんだろうけど、せっかくの申し出を断る理由なんてない。

「実を言うとね、欲しい物があるんだけどさ。あたし、あんまりアキバに詳しくないし。あんたはよく来るんでしょ？　案内してよ」

　ははは、そういうことね。やっぱり音無さんはデートだなんて思ってないわけですね。いやいや期待してたわけじゃないですよ。僕をからかうつもりで「デート」って単語を出しただけだって、最初から気づいてましたよ。

「なにが欲しいの？」

「『おでんグミ』ってのがアキバにはあるらしいんだけど」

「グミ!?　『おでん缶』じゃなくて？」

　缶の中におでんが入っている『おでん缶』なら有名だけど、『おでんグミ』は知らないぞ。出だ汁しの味がするのかな。大だい根こん味とか、ちくわ味とか入ってるのかな。

「あんたも知らない？」

「聞いたことないよ」

「そっか……まあ、歩きながら探してみよ」

「本当にあるのかなぁ」

　実在しているのなら、話題になっていそうなもんだけど。

「じゃ、行きましょうか」

　そう言って歩きだす音おと無なしさん。

　よっしゃ。ここは秋あき葉は原ばら。言うならばホームグラウンド。

　完かん璧ぺきにエスコートして、男……いや、漢おとこを見せてやるぜ!!

「ほら、早く」

「う、うん」

　気合いを入れながら、後ろ姿をなんとなく見ていた僕に振り返る音無さん。

　一度、彼女のことを音無まどかだと認識したからだろうか。それとも、デートだと意識したからだろうか。

　地味な格好をしていても、やっぱり他ほかの人より輝いて見える。コスプレをしているお姉さんよりも輝いて見える。

　僕は彼女を追いかけ、横に並んで歩きだした。




　秋葉原というのは、男女で歩く街ではないと思っていた。デートには向かない街だと思っていた。

　が、実際に歩いてみると案外そうでもないことに気づいた。

「ラーメン屋、多いんだね。なんか意外。おすすめの店とかある？」

「僕がアキバに来るときは、買い物でサイフがすっからかんになるからね」

「あー、なるほどね」

　そもそも、そんなにしょっちゅう来ないし。どうしても買いたい物があって、しかもそれが家の近くでは手に入りにくい物だったときくらいかな。なのに、余計な買い物までして、いつも持って行ったお金を全部使い切っちゃうんだよな。不思議な街だよ、アキバは。

　っていうか、いまの僕たち結構普通じゃね？　どこにでもいるようなカップルじゃね？

　街を歩きながら普通に会話してるぜ。会話できてるぜ。

　とりあえず入りはオッケーってところか？　となれば……さあ、勇気を出して、もう一歩踏ふみ込んでみようか！

　そろそろイケるんじゃないだろうか。

　この人ひと混ごみだ。「はぐれないように」とか言って、そっと手をとるのって普通だよね。自然だよね。優やさしくていい男っぽいよね。

　自分の左手を見る。汗をごしごしと拭ふく。

　よし、汚れてないな。念のため、もう一回汗を拭いておこう。

　よしよし、爪つめもちゃんと切ってある。あ、また汗かいてきた。

　ええい！　埒らちがあかん！

　い、いくぞ…………。

　恐る恐る音おと無なしさんの右手に…………。

「ねえ！　猫ねこカフェだって！　入ってみる？」

　いま僕が握るはずだった音無さんの右手が、お店の看板をさすために遠ざかってしまった。

「そこまでの時間はないと思うよ？　っていうか音無さん、あそこに本当の猫はいないと思うんだ…………」

　よく見て。猫耳って書いてあるでしょ。

　むむ、音無さんの手が下がったぞ。落ち着け、僕。もう一回だ。

　いくぞ…………！

「大人おとなのコンビニだって！　ね、入ってみようよ」

「そこはやめておこう！」

　またしても！

「え？　なんで？　ああ、お酒とか、未成年が買えない物しか売ってないってこと？」

「う、うん…………だいたいそんな感じ、かな」

「あ、あっちは大人のデパートだって。ん？　『冷やししまぱん、始めました』？　『しまぱんすくい』？　…………ごめん、なんかもう、あたし理解ができないんだけど」

　透明な冷蔵庫のような物の中に、プラスチックのカップに入ったしまぱんが詰まっている。

　その横には子供用のビニールプール。ガチャガチャのケースのような物にしまぱんが詰められて、ぷかぷかと浮いている。

「理解しようとしちゃダメだよ。あれはああいう物なんだ」

　人気商品なんだぞ、冷やししまぱん。売り切れちゃったりするんだから。

　…………大だい丈じよう夫ぶか、この国。

　この辺りはいかん。他ほかのところへ行こう。

　そう思って歩いて行った先には、ワゴンにうずたかく積まれるあのグッズが。目ざとく見つけた音無さんは、そのグッズに興味を引かれたようだ。

「おっぱいマウスパッド？　なにに使うの？」

　女の子のイラストが描かかれたマウスパッドを指さしながら、音無さんが僕に尋たずねてくる。ちょうど手首のあたるところが、おっぱいのように膨ふくらんでいるという商品だ。

「そりゃマウスパッドなんだから使い道はひとつでしょ」

　もしかしたら人によってはふたつかもしれないけど！

　なんて言ってる間にも、音無さんは膨らんでいるおっぱいの部分を指でつついた。

「あ……すごい！　結構触感も忠実に作られてるのね」

　マジで!?　そうなの!?　いままで興味なかったけど、試しに今度、一個くらい買ってみようかな。

　うう……。触りたい。でも触れない。感触がリアルだと聞いた直後に「どれどれ」なんて触れないって。

　まあ、触ったところで忠実かどうかなんて分かんないけどね。本物のおっぱいを触ったことないし！　前に音おと無なしさんのをわしづかみにしてしまったことはあったけど、感触を楽しんでいる余裕なかったし！　もったいない！　ああもったいない!!

「なんか肌はだ色いろの部分が多いポスターがいっぱいあるけど!?」

　おっと、んなこと思いだしている場合じゃない。音無さんがお店の壁かべにかけられている数々のポスターを指さしている。

「ああ、お風呂ポスターだね」

「あ、本当だ。たしかにどれも女の子のキャラクターがお風呂に入ってる絵柄ね」

「いや、音無さん。そういう意味じゃないんだよ。このポスターはね、本当にお風呂場に貼はるからお風呂ポスターっていうんだよ」

「え？」

　それ以上なにも言わず、僕はただただ頷うなずいて返した。

　っていうか、せっかくのデートが台無しである。

　なんなんだ、この街は！　手を繫つなぐ隙すきなんてまったくないじゃないか。

　ムードなんて作れねえよ!!

　あと、おでんグミなんかなかったよ！　本当にこの街に存在してるのかよ!!




　ぶらつくだけぶらついて、とくになにを買うわけでもなく、お茶をするでもなく、時間がやってきた。当然デートなんて雰ふん囲い気きはこれっぽっちも作れないまま、である。

　人の波をくぐり抜け、会場であるベルサール秋あき葉は原ばらへ。

　会場にはすでに、たくさんの音無まどかファンが集まっていた。そう、本当に数え切れないくらいだ。

「すごい人だね…………」

　オープンスペースということもあり、座席のようなものはない。そのせいもあって、まだイベント開始まで時間があるというのに、早くも会場の敷地からはみでそうなほどに人が集まっていた。

　これでは本来オープンスペースの売りであるはずの、なんか歌が聞こえるし、楽しそうなことやってるみたいだからちょっと寄っていくか、なんて人の入るスペースはない。さすがだ、音無さん。

　さらに、会場に入ってすぐのところには物販ブースが。さすがだ、音無さん……というよりこれは事務所が、かな。イベント自体は無料だけど、グッズは売ってますよってことか。抜け目ないね。

「あ、あれって去年のライブのときに売ってたタオルだよね」

　物販ブースのラインナップを眺ながめながら、音おと無なしさんに言う。

「ん？　そうだっけ？」

「覚えてないのかよ！」

「タオルって結構色んなバージョンがあるからさ…………」

「あの音無さんの写真が入ったうちわも去年のだよね」

「あー、あれ、あたしは作るの反対だったんだよね。なんか写真入りのグッズって恥ずかしくない？」

「僕にはその感覚は…………いや、なんとなく分かるかも」

「っていうか、あんた本当に詳しいわね」

「え!?　えっと」

「それだけ応援してくれてたのはうれしいけどね」

　うう…………。

　僕が音無さんのファンだったことはバレてるし、もういいけどね。うん。

　気恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように、再び人の溢あふれる会場に視線を向ける。

　ここにいる人たちは、みんな音無さんのことが大好きなんだなぁ。

　ふと僕は、隣となりを歩く彼女を見る。みんなが愛してやまない音無まどかが、いま、僕の隣にいる。手を伸ばせば触れられる距離にいて、普通に話ができるんだ。

　みんながどんなに欲しがっても手に入れられないポジションを、僕が独り占めしているんだ。

「どうしたの？」

　おっと、思わず足が止まっていたか。

「いや…………」

「あ、分かった。音無まどかは俺おれの嫁、とか考えてたんでしょ。おまえらの大好きな音無まどかは俺のモンだから、とか」

「そうそう、おまえらはせいぜいステージの下から眺めて満足してろよ…………って、んなわけあるか！」

　音無さんのノリに付き合ってから、大きく息を吸って吐く。

　優越感なんてとんでもない。

　音無まどかは、みんなのものだ。みんなに愛されて、音無さんはみんなを愛す。なんの権利があって、僕はそれを邪じや魔まできる？

　音無さんに僕のことを好きになってもらいたい。

　そういう思いは、ある。そうなったらどんなにいいだろうって思う。

　でも、それは許されることなのか？

　もし、万が一、奇跡のような確率で、音おと無なしさんが僕のことを好きになってくれたとして。お付き合いをすることは許されるのか？

　音無さんに彼氏ができたってなったら、少なからずファンの人たちはショックを受けるだろう。アイドルとして仕事をする音無さんにも影えい響きようが出るだろう。

　僕が好きになったのは普通の女の子の『音無まどか』だ。でも、普通の女の子の『音無まどか』は、アイドル声優の『音無まどか』でもあるから。

　難しいよな。どっちも音無さんなんだもん。彼女の意思を尊重したいってのが、もちろん一番にあるわけなんだけど。

　少なくとも、僕は────。

　彼女が一番幸せになれる道を選んでほしい。他ほかの誰だれでもない、自分自身のために。

　まあ、そんなこと言ってもさ！　もし本当に音無さんとお付き合いをするなら、すべてを受け入れるだけの度胸と甲か斐い性しようがあって、ファンの人たちに認めてもらえるくらいの人物でなければいけないだろうね。

　そんなやつ、この世に実在するのかね!?

　当然、僕はまだその器うつわじゃない。

　でも、いつか────。

　なりたいな、そんな男に。

　こんな、デートにも誘さそえない、手も握れない現状じゃあ遠すぎる未来だけどな！

「そろそろ行かなくちゃ」

「お、もうそんな時間か。楽しみだねぇ」

　気づけば、会場の人ひと混ごみはさらに増してきていた。




　音無さんのイベントは大盛況のうちに終わった。

　あのあと、音無さんに手を引かれて関係者入り口から会場に入り、僕は端はしっこからステージを堪たん能のうさせてもらった。

　関係者席と言えば一般の人からは聞こえがいいかもしれないけど、機材だったり柱があって少々見づらい位置というだけのことである。

　それでも見るだけならなんとか見られるので、思いっきり楽しませてもらった。そりゃあもう大興奮さ。

　ひとつだけ不満があるとすれば、お客さんと一緒にノれなかったことかなあ。周りが仕事中のスタッフさんばっかりだから、サイリウムとか振れないじゃん。腕振れないじゃん。おとなしく見るしかなかったのがイマイチだったかも。

　まあ、大きな会場じゃないからしょうがないけどね。

　イベントが終わり、ステージから降りてきた音無さんに「おつかれさま」と言葉をかけ、軽くハイタッチを交わした。

　短いながらもイベントはイベントだ。なのに音おと無なしさんは、まだまだ元気そうだった。さすがである。

「着替えてくるから」

　と言われ、僕は現在、音無さんの楽屋の前で待機中。

　何人か男の人が音無さんを訪ねてきたけど、「いま着替え中なんで」と追い返した。ちょっとしたガードマン気取りである。着替え中にドアを開けて「きゃあああ!!」なんて展開は現実世界でも結構ありがちだと身をもって知っているから、注意しないといけないのだ。

　とはいえ、無む下げに追い返すわけにもいかないので、音無さんの代わりに芹せり沢ざわさんの方へと通しておいた。芹沢さんも芹沢さんで、色んな人にあいさつをしていて大変そうだった。本当におつかれさまです。

　なんてことをしていたら────。

「だーれだ？」

　突然、目をふさがれた！

　柔らかくて温かい物が僕の顔を、目の辺りを覆おおっている。

「わ！　なに!?」

「だーれだ？」

　音無さん……じゃないな。もっと幼い声だ。

　一いつ瞬しゆんふわりと甘い匂においがしたし、グミが好きな音無さんか？　と思ったけど、たぶん違う。

「分かんないの？　せんぱいっ」

　ああ、なるほどね。あいつか。

　そういえば、音無さんのイベントのあと、同じステージでイベントをやるって言ってたな。

「木こ立だち陽ひ菜な乃の」

「せいかーい！」

　ようやく目が光を捉とらえる。振り向いた先には、「ぱんぱかぱーん」と言いながら拍手をするひなのちゃんの姿があった。

　先ほど感じた甘い匂いは、彼女が咥くわえる棒付きキャンディーのもののようだ。

「まさか、こんなところでせんぱいに会えるなんて思いませんでしたよ！　もしかして運命ですかね？」

「いや、僕は音無さんのステージを…………」

「む、なーんだ。ちぇ」

　いじけてみせる、ひなのちゃん。音無さんは、こういう仕草がぶりっこだって言ってたっけ。分かってる。分かってるんだけど、かわいいはかわいい。演技だっていいじゃないかと思ってしまうくらいに。

　だってさ、『ぶりっこ』って、言ってしまえばかわいく見られたくてするものでしょ？　この場合、ひなのちゃんは僕にかわいいって思ってほしくて、僕のためにかわいい仕草をやってくれてるわけで。

　そりゃあ、うれしくもなるよね。

　男って単純だよね。

「あ、でもでも！　もしよかったら、ですけど、このあとのひなちゃんのステージも見ていってください！」

「えっと…………どうしようかな」

　このあとか。

　音おと無なしさんは、このあとどうするんだろ。もし音無さんになんの用事もないなら、一緒にどっか行こうってお誘さそいをしたいところだけれども。うまく誘えるかどうかは別として。

　まだどうなるか分からないな。

　安返事でひなのちゃんのお誘いにオーケーしても、あとでダメになったときに悪いし、きっちり断っておいた方がいいかな。

「ごめん、このあとはちょっと無理かも」

「えー」

　ぷう、とほっぺたを膨ふくらませるひなのちゃん。

　本当に残念がってくれているのだろうか。それとも、これも演技なのだろうか。…………どっちでもいいか。

「ほんっとごめん」

「…………分かりました。じゃあ、また今度。次は絶対ですからねっ！」

「機会に恵まれたら、ね」

　イベント会場でばったり出くわす機会なんて、今後あるだろうか…………？

　なんてぼんやりとひなのちゃんの顔を見ていたら、小首を傾かしげられた。

「あ、せんぱい、あめちゃん食べます？」

「いや、いまはいいや」

　その咥くわえているやつをまた渡されたらうれし……じゃなかった、困るし。

「ひなのちゃんは関西出身なの？」

　ふと、気になったことを尋たずねてみた。関西の人はあめに「ちゃん」をつけると聞いたことがあったからだ。

「んーん、全然違いますよ。でも、あめちゃんって言った方がかわいいじゃないですか」

「……そうですか」

　とくに意味はなかったらしい！

「あ、でも、もしかしたらそうかも」

「もしかしたら？」

「いえ、なんでもないですっ」

　ん？　どういうこと？

　言葉の意味を尋たずねようとしたら、ひなのちゃんに「それじゃ」と先手を打たれてしまった。

「じゃーね、せんぱいっ」

　大きく手を振って、ひなのちゃんは廊下の奥へと消えていった。

　うーむ。天性の魔ま性しようというかなんというか。ありゃあ人気出そうだわ。並の男はデレデレになるんじゃなかろうか。

　僕は……いや、うん。僕はほら。音おと無なしさんと一緒に行動することによって多少耐性ができてるというかさ。あれ？　僕、ずいぶん贅ぜい沢たくなこと考えてないか？

「おつかれ」

　おっと、この声は今度こそ音無さんだな。

　着ている服が違うだけで、音無さんだ。さっきまでステージの上で歌い、踊っていた音無さんだ。

「どうしたの？」

「あ、いや、なんでもない。あははは」

　ひなのちゃんと会った、とかは言わないでおこうっと。

「ね、手を振ったの気づいた？」

「ああ、あれって、やっぱりそうだったの？」

　それはイベント中、音無さんが歌っているときのことである。

　音無さんがこっちに向かって手を振ったのだ。もちろん、お客さんへ手を振るついでだけど、完全に僕と目が合ってたし。

「気づいてたんならリアクションしなさいよ。せっかくやったのに、スルーされたと思ってちょっとショックだったんだから」

「ご、ごめん」

「『ファンサービスの一環でやっただけなんだから、勘かん違ちがいしないでよね！』と、『あんただけに特別、だから』、どっちがいい？」

「僕に訊きくなよ！　台無しじゃねーか！」

　でも、心の中でだけは正直に言おう。すっごくうれしかった。

　イベントが始まる前は「優越感なんてとんでもない」なんて言ったけど、あの瞬しゆん間かんだけはアイドルの音無まどかを独占したような気がした。

　それも、みんなの見てる前で、だ。

　僕に手を振ったあと、すぐに観客席にも振ってたから誰だれも気づいていないだろうけど、なんかこう…………見せつけてやった、みたいな。僕だけ特別なんだって感じが、もうたまらなかった。

　本当に、一いつ瞬しゆんだけ、ですけど。

　あの一瞬の「ドキッ」はやばい。マジで心臓が止まるかと思った。

　愛は人を殺すね、うん。

　さて、変に音おと無なしさんに勘かん付づかれる前に話題を変えようっと。こんなところで立ち話を続けていて、ひなのちゃんが戻ってきても困るし。

「音無さん、このあとどうするの？」

「ん？　このあとは生なま放送」

「あ、そっか！」

　そうだった、今日きようは音無さんの生のラジオの日だった。

　ってことは…………。

「ここから局に直行ね」

　前に僕も一回だけ生放送に出してもらったじゃないか。忘れてたよ。

「なに？　なんか用事あった？」

「いや！　べつに用という用でもないんだけど」

「そう？　あっ、もう行かなきゃ。じゃ、今日はありがとね！」

　音無さんは廊下を走っていってしまった。

　さ、さて…………。

　どうしようかな。

　することもなくなったし、このままひなのちゃんのステージでも見ていくか？

　いや！　これはけっして浮気とかじゃなく！

　たんに、敵情視察というか、スパイというか！

　そういうことであってね!?

　ああもう落ち着けよ、僕。

　ひなのちゃんを見ていくといってもなあ。音無さんも、恐らく芹せり沢ざわさんもいなくなってしまったこの場に居続けるのは…………。ひなのちゃんにまた会えればいいんだけど。

「…………不審者？」

「いえ、違います！　一応関係者で…………って、あれ」

　突然聞こえた声に反応してみれば、なんでこの人がここに!?

「嘉か保ほうさん…………」

「…………おひさし」

　古ふる里さと学園二年生新聞部部長嘉保芽め愛あ璃り参上。

　新聞に書くネタを探すためなら国のルールもなんのそのな厄やつ介かいな人物が、なぜここに。

　今日も今日とてドでかいカメラを首からひっさげて、なにを考えているのか読み取りづらいうつろな瞳ひとみで僕を見上げている。

「なんでここにいるんですか」

「…………インターンシップ」

「は？」

　インターンシップ？　それって、学校行事のやつ？

　嘉か保ほうさんがカメラと一緒に首から下げていたパスを僕に見せてきた。

「…………なっ!?　ＦＢＩ!?」

　どういうこと!?　ＦＢＩでインターンシップ？　っていうか、学生に体験させてもらえるものなの？　いくら嘉保さんでも、すごすぎない？　なんかコネがあったのかな。

「…………よく見て」

「え？」

　えふ、びー、…………あ！　これ、「あい」じゃなくて、小文字の「える」だ！

　ＦＢｌってなんだよ！　ややこしい！

「ＦＢｌって、どんな仕事をするところなんですか？」

「…………秘密」

「そうですか」

　じゃあいいや。たいして知りたいとも思わないし。パスを首から下げてここにいるってことは、イベント関係のなにかなんだろう。

　それよりも、嘉保さんがカメラを手に、ここにいることが問題なのだ。

「いつからいたんですか？」

　それとなく尋たずねてみる。

　先日、男の人といるところを写真に撮られてしまった音おと無なしさん。いくらここがイベントの会場とはいえ、人ひと気けのあまりないところでまたしても、ってことになったら厄やつ介かいだぞ。変な方向に話を膨ふくらませるのが得意な人が、世の中にはいっぱいいるからな。

「…………いま」

　なら、大だい丈じよう夫ぶか？　嘉保さんって基本、無表情だからウソついているかどうか分かりづらいんだよなぁ。

「カメラのデータ、見せてもらってもいいですか？」

　念のため、ね。

「…………どうぞ」

　首から下げたまま、嘉保さんがカメラのディスプレイを僕に向ける。どれどれ、では見てみますか。

　うーん、本当に撮ってないみたいだな。

　入っている画像データは、中年のおじさんが若い女の人とピンク色の建物に入っていくところとか、ネズミのぬいぐるみの背中が開いて頭の薄うすいおっさんが出てきた瞬しゆん間かんとかである。

　あ、もう一枚あった。最後のやつは……学校の更衣室かな？　僕が汗でびっちょりと張りついた体操服のズボンを、間違えてパンツごと下ろしてしまったときの一枚だ。

　いたって普通の写真しかないな。

　………………………………おい。

「ちょっ、嘉か保ほうさん!?」

「…………時間」

　時間って、なにが!?

「いや、そんなことよりも、いまの写真！」

「…………んむ」

　僕のツッコミを無視して、嘉保さんはなぜか僕の顔をじっくりと眺ながめている。なにを考えているのだろう。なにも考えていないように見えるけど、嘉保さんのことだし、きっとろくでもないことを考えているんだろうな。

　と思ったら、突然にやりと口元だけ歪ゆがませた。いい写真を撮ったときにしか見せない嘉保さんの笑顔である。それがなぜ、カメラを構えていない、いまこの瞬間に出たのか。

「な、なにを…………」

「…………来て」

「はあ？」

　嘉保さんが廊下を奥へと歩いて行く。慌あわてて追いかける、僕。なんだっていうんだ一体。

　嘉保さんはすすすす、と音もなく前へと進んでいく。足音がどうとかというレベルではない。すり足？　靴くつをはいてるのに？

　歩くというより、スライドでもしているかのような滑なめらかさである。正直、気色が悪い。

「嘉保さん、普通に歩いてください」

「…………歩行なんて二流のすること」

　人類すべてを二流に認定しやがりましたよ、この人。

　僕はあえてバタバタと足音をたてながら嘉保さんの後を追うと、どんどん人ひと気けのない方へと進んでいく。いや、人気がないというのは違うか。すぐ近くに、大勢の人たちから発せられる熱気は感じる。ただし、姿はほとんど見えない。

「ここって、ステージの真裏ですか？」

　後ろの方からでも見られるように、ステージは高い位置に組まれていた。僕たちがいるのはその真裏である。というか、セットの下に潜もぐり込んだ形だ。

　僕たちがいまいる場所からステージを見ようとすると、組まれたセットの隙すき間まから見上げるような感じになる。

　周りに人はいない。スタッフすら、こんなところには来ないようだ。お客さんや機材の対応で忙しいんだろうな。こんなところにいてもしょうがないもの。

　なのに、なんで嘉か保ほうさんはここに？

　尋たずねようとしたところで、大きな歓声が上がった。ひなのちゃんのイベントが始まったのだろう。

　ここからでは観客席は見えない。が、その歓声は、音おと無なしさんのときより小さい気がする。まあ、見えないから気のせいかもしれないけど。

　なんて思っていたら、嘉保さんが上を指さした。ステージのある方角である。

　促うながされるまま、僕は上を見て────。

「なっ」

　ちょうどひなのちゃんが登場したところらしい。ゆっくりとステージの中央まで歩くひなのちゃん。

　なのだが…………スカートの中がちらちらと見える。

　しましまのパンツが、ひなのちゃんが動くたびにスカートがふわりと動いて、見える！

　今日きようは長めのスカートをはいているひなのちゃん。ステージと観客席はそれなりに距離があるから、お客さんからは見えないだろうけど、いま僕と嘉保さんがいるのは結構えぐい角度でステージを見上げるポジション。

　見える。すっごいよく見える。

　見事なパンモロっぷりに思わず口を開けたまま見上げていたら、写真を撮られた。もちろん、横にいる嘉保さんにである。

　しまった…………。あまりの出来事で油断しすぎた。

「…………まいど」

「くっ…………」

　またしても、変なところを撮られた。

　くそ、くそっ！

　ひなのちゃんのせいだ。普通はスカートの下に、見られてもいいような短パンとかブルマみたいなのをはくんじゃないの？　いくら長めのスカートだからって、はくもんでしょ。

　はき忘れたのかな。

　結構おっちょこちょいなところがあるもんな。この前のラジオでも、イヤホンつけたまま立ち上がってバランス崩くずして音無さんに笑われてたし。

　あ、しかもいま、マイクをオンにするのを忘れてあいさつしてたぞ。

　いや待てよ。観客席から「かわいー」という声が上がったぞ。

　まさか、ここまで計算？　いやいや、計算で見せパンはき忘れるか？　どんな露ろ出しゆつ狂きようだよ。いくらなんでもそれは…………。

　なんて考えていたら、またしてもシャッター音。

　つい、ひなのちゃんに集中してしまった。いや、ひなのちゃんのパンツに集中したんじゃなくて、ステージでの彼女の立ち居振る舞いに、だ。

「嘉か保ほうさん、あれは撮らなくていいんですか？」

　ステージの上を指さす。新人アイドルのパンチラなんて、超お宝じゃないですか。

「…………乙女の情け」

　そうか、そういえば嘉保さんはそういう人だったね。男の全ぜん裸らは撮っても、女のそういう写真は撮らない人でしたね。

　などと思っていたら、嘉保さんはカメラを下ろし、ひなのちゃんを見上げながらつぶやいた。

「…………木こ立だち陽ひ菜な乃のの珍プレー」

　ははは、一昔前のテレビなら、こういうのをおもしろがって放送してただろうね。ここがスタッフさんたちの出入りするような場所じゃなくて本当によかったよ。

「…………略して」

「ん？　略して？」

「ちんこだち」

「略すな!!」

　ダメだ。ここにいたら、まともにステージを見ることもできない。さっき音おと無なしさんのステージを見た場所に移動しよう。

「じゃあ、僕は行きますんで」

「…………もうええの？」

　はい、たっぷり堪たん能のうしましたから。じゃなくて、こんなところからスカートの中を覗のぞくなんて悪いに決まってるでしょ。

「ほら、嘉保さんも、もう僕の間抜けな写真は撮れたからいいでしょ。行きますよ」

「…………」

　無言で頷うなずく嘉保さん。

　本当にそれだけのためにここへ連れてきたのかよ！

　ステージの裏から出て、正面へ回る。

　ようやく観客席が見えるところまでやってきたけど、やはりさっき思った通りだった。

　人、減ってるな。

　音無さんと比べちゃうのがいけないかもしれないけど、それにしたって、ぱっと見て分かるレベルで減っている。会場から溢あふれるほどだった人の波も、いまはすっぽり収まっているみたいだし。

　あえて音無さんのイベントに合わせて客を持っていこうって作戦は、あまりうまくいっていないのかもしれない。

　……………………あれ？

　嘉か保ほうさんがいない。どこに行ったんだろ。あの人の神出鬼没にも磨みがきがかかってるな。学校の外でも注意してなくちゃいけないのか？

　気を取り直して、ステージを見る。

　ひなのちゃんのデビューシングルのお披ひ露ろ目めが始まっていた。

　が、なんとなく振り付けがぎこちない。

　そうか、気づいてるんだな。見せパンはくの忘れたことを。だから大きく動けないんだ。

　ステージ衣装が長めのスカートでよかったな。よほど足をあげたり勢いよくターンしない限りは、観客席からは見えないよ。

　しかし、これは痛い。人は減っちゃうし、全力は出せないし、不完全燃焼もいいところだ。見ている人たちも、いまはノってくれてるからいいけど、あとで冷静になったときに、このステージをどう思うだろうか。

　それこそ音おと無なしさんのあとだしなぁ。お客さんも比べちゃうよなぁ。

　まあ、よくよく考えてみれば…………そりゃそうか。

　いくらグランプリ獲とったっていっても、一度業界に入ってしまえば、戦うところは一緒なんだ。競う相手は遥はるか高みにいる人たちなんだ。

　音無さんに敵対心を燃やしたり、完かん璧ぺきなぶりっこを見せたりしていても、やっぱり新人なんだよな。中身は中学生の女の子なんだよな。

　かわいいだけじゃダメってことなのかな。

　大成功とは言えないステージを見ながら、僕は業界の恐ろしさを再認識した。

　そして、心のどこかで、ほんの少しだけ、木こ立だち陽ひ菜な乃のを応援したいと思う気持ちが芽生え始めているのを感じた。

　どこかそそっかしくて、危なっかしい小さな女の子に、ステージの下から「がんばれ」とエールを送った。
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「ふふふ」

　思わず笑みがこぼれそうになる。気をつけなければ。

　彼女の前で、こんなだらしない顔を晒さらすわけにはいかない。

「なに笑ってんの？」

「え!?　僕、いま、笑ってた!?」

「うん。へらへらと」

　完かん璧ぺきなポーカーフェイスのつもりだったんだけどな…………。

　あっさりと僕の表情から思考を読み取り、指摘してきた彼女。そう、僕の左側を歩くのは、浴衣ゆかた姿の音おと無なしさんである！

　いま僕は、音無さんと花火大会に向かっているのだ！

　音無さんが浴衣を着てきてくれるということを知り、僕は慌あわてて甚じん兵べ衛えを買いに走った。その方が雰ふん囲い気き出るだろうと思ったからだ。

　完璧な花火大会スタイルで音無さんの家にお迎えに参上し、音無さんのお母さんの「今日きようは帰って来なくていいからね」という意味不明なセリフをスルーして、いまは会場に向かっているのである。

　なんでこんなことになっているのか。

　そう、ついに僕は音無さんを誘さそうことに成功したのである。宿題にしろ、アキバにしろ、どっちも僕が誘ったカタチではないからね。ようやく、念願叶かなってのことなのだ。っていうか、このままでは本当にいかんと思ったのだ。

　もちろん、誘うまでには紆う余よ曲きよく折せつがあった。曲がりすぎて、どっちが正面なのか分からなくなるくらいだった。

　まず、音無さんに電話が繫つながらないし。

　忙しいからしょうがないんだけどさ。夜は夜で、あんまり遅い時間にかけると悪いかなと思っちゃってかけられないし、メールだと真しん摯しさに欠けるかなぁと思ってできないし。

　ほら、僕、紳士だし？　とかしょうもないダジャレを思いつくくらいにはテンパっていた。ついでに、紳士は紳士でも変態紳士だけどな！　と自分にツッコんでみたりもした。すぐにものすごく後こう悔かいした。

　電話が繫がってからは、もう勢いである。だってそこまでいったら、もう後戻りきかないんだもん。どんな結果になろうと、いくしかないのだ。

　そういう風に考えられるのって、ラジオのお仕事のおかげかもしれない。逃げる道はなく、やるしかない状況で、やるべきことをやりきる。イベントに出てみたり、生なま放送やってみたり、そういう経験をしたからこそついた度胸なのかな。

　本番に強い、とかかっこいいことを言うつもりはないけど、僕もちょっとは成長してるのかもしれないね。

　そんなこんなで、僕はいま！　音おと無なしさんとお祭りに向かっているのだ!!

「まーたニヤついてる。そんなに…………あたしとお祭り行くのがうれしいの？」

「そ、そんなにしまりのない顔してる!?」

　回想していただけなのに、顔はニヤついていたらしい。思いだし笑いとか気持ち悪いことこの上ないな。

「あんたのだらしない顔はいつものことだけど、今日きようは一段と」

「ちょっと待て。最初の一言が聞き捨てならない」

　そりゃうれしいって！　音無さんと二人で花火大会だよ？　忙しい中、僕のために時間を作ってくれたんだろうな、なんて考えると余計にうれしくなってしまうさ。

　いやいやしかし、浮かれ気分もほどほどにしないとな。すべては源げん太たさんの口を割らせるため。ひいては音無さんのため！　これまで情けないところばっかりで、空回りしてたからな。今日くらいはビシッと決めるぞ。

　と、その前に確認を。

「音無さん、今日、源太さんは？」

「さあ？　ここ最近まったく姿を見せないし。ったく、訊ききたいことがあるってのに」

　そうか。音無さんの前には現れてないのか。今日もどこかで見てるのかなぁ。

　会場が近づくにつれ、人も多くなってきた。

　ざっと見たところ、家族連れ、男子だけのグループ、女子だけのグループ、男女混ざったグループ、そして────カップル。一番多く目につくのはやっぱりカップルかな。仲良さそうに手を繫つないで歩いている。

　そうだよね、やっぱりそれだよね。

　今日の僕の最終目標！

「音無さん！」

「ん？」

「て、ててて」

「なに？」

「てて、て、天気が良くてよかったね！」

「…………そうね、雨降ったら中止だもんね」

　ありがちな天気の話題に逃げてしまった！

「「………………………………」」

　しかも会話が続かない！

　いかん、いかんぞ。

「いや、そうじゃなくて…………て、ててて」

「は、はい？」

「てて、て、てるてる坊ぼう主ずとか作ったりした!?」

「は？　てるてる坊主？　いや、さすがにそこまでは…………」

　ですよねー。

　うおおおお、まだまだあああああああああああ。

「いや、そうじゃなくて…………て、ててて」

　思わず目が泳ぐ。その先には、手を繫つないで歩いているカップル。

　僕の目線を辿たどって、音おと無なしさんもそのカップルを見たようだ。

「この暑い中、よく手を繫いで歩いていられるわよね」

「だよね！　リア充じゆうは爆発してほしいよね！」

「べつにそこまでは言ってないけど…………」

「あ、あはは、あはははは」

　ちっくしょう、まず最初のチャンスを逃した！　いや、前向きに考えよう。強引に手を繫いで嫌いやがられるよりはよかったと考えよう。

「ほら、早く行くわよ。もう始まっちゃう」

「う、うん」

　音無さんを追いかけるように足早に会場に向かう。

　お、見えてきた見えてきた。

　花火大会は河原かわらで開かい催さいされる。かなり規模の大きな祭りなので、屋台の数も半はん端ぱない。

　暗くなってきた空に、提ちよう灯ちんの幻げん想そう的な光が揺ゆれる。

　中を開けばなんでもないただの電球だというのに、紙に包まれただけでどうしてこんなにも美しくなるのだろうか。

　そして辺り一帯に香るソースの匂におい。やきそばか、お好み焼きか。

　いやいや、花より団だん子ごをやってる場合ではないぞ。一応、僕はデートのつもりだからね。

　匂いの誘ゆう惑わくを振り切って音無さんを見る。

「お腹なか空すいた！」

　ですよね！　色気より食い気ですよね。

　屋台ってお祭りの醍だい醐ご味みだもんね。

「よし、なに食べる？」

「まずは……チョコバナナ！」

「いきなり甘い物!?」

「っていうか、こっからあっちまで、全部制せい覇はするから」

「全部は無理なんじゃ…………」

「そのためにお腹空かせてきたんだから！」

　えっと、音無さん、たしかに僕は誘さそうときに「デート」とは明確に言ってないけどね、一応こっちはそのつもりなんですけどね。

　音おと無なしさんは普通にお祭りを堪たん能のうしに来たって感じですかね。普通に、友達と遊びに来たって感じですかね。

「ほら、並ばないと！」

　チョコバナナの屋台の列に並んだところで、「ドーン」と大きな音が響ひびいた。花火が始まったようだ。

　列に並びながら、空を見上げる。

　夜空を色とりどりの花びらが彩いろどる。音と光が人々を惹ひきつけ、踊り回っては消えていく。見る者の心と記き憶おくに軌跡を焼き付ける。

　これも、エンターテインメントのカタチだ。

　っと、吞のん気きに花火を眺ながめてる場合じゃない。音無さんと少しでも多く会話しなくては。

「音無さん、こういうときになんて言うか知ってます？」

「ん？　ああ、もちろんそれくらい知ってるわよ」

「じゃあちょっと言ってみてくださいよ」

「たーけやー」

「さおだけー……って、言うと思ったわ！　違いますよ、ほらよくペットにつける名前みたいなやつ」

「ポチやー」

「ああ、惜しい！　犬じゃなくて猫ねこです」

「クリスティーナ・サーシャー」

「猫にそんな名前つける人いる!?」

「略してくさやー」

「猫が好きそうな感じになったけど花火の話に戻してもらっていいですか!?」

　いつものやりとりをしていて気づいたことがある。こういうやりとりをするとき、なぜか僕は口調が丁てい寧ねいになっている。

　やっぱりラジオのノリが抜けないのか。染しみついちゃってるなぁ。

「もう全然言えてないじゃないですか。本当は知らないんじゃないですか？」

「知ってるもん、間違えただけだもん」

「どんだけ間違えてんだよ。いつもそんななんですか？」

「たまたーまやー」

「やかましい。もういいわ！」

　ちょうど自分たちの番が回ってきたので区切りをつけた。

　さて、やっぱりここは男の僕が出さないとな。

「二本ください」

「え、あたし、自分の分くらい出すわよ」

「いいって」

「でも……収入はあたしの方が多いよ？」

「ぐっ」

　地味にダメージでかいな、そのセリフ。その通りなんだけどさ！

　音おと無なしさんが譲ゆずらないので今日きようはすべて割り勘かんにすることに。まあ、最近の若いカップルは割り勘が多いらしいからね。ネットで見たわ。

「音無さん、どれにする？」

　割り箸ばしに刺さったバナナがたくさん並んでいた。普通のチョコのやつだけじゃなく、ストロベリーチョコのかかったピンク色の物もある。つぶつぶのチョコも振りかけられていて、色とりどりのキノコが生えているようだ。

　裸はだか電球の光を浴びてキラキラと光るチョコバナナたちの中から、僕はとくに大きい一本を選んだ。好きに選んでいいよって言われたら、そりゃあ一番大きいのを選ぶよね。

「僕はこれにしよっと」

　なんて言ってる間にも、空では大輪の花火が炸さく裂れつしているわけで。

「あ、あんたの《ドーン》すごいおっきいし、太い！　それちょうだい」

「え？　いや、ちょっ」

　花火の音のせいで所々聞こえづらいけど、前後の言葉でなんとなく分かるし、わざわざ訊きき返したりはしない。

「あむっ。もう咥くわえちゃったもんね。この《ドーン》はもうあたしの物なんだから」

　音無さんは小さい口を精一杯開けて咥え込んでいる。

「んー、やっぱ《ドーン》はイイわね。ねえ、知ってる？　《ドーン》は反ってるやつの方がイイんだって」

「へー、そうなの？」

　本当かな？　食べ比べてみたことないから分からないけど。都市伝説じゃね？

　あと、音無さんの声に集中しようっと。花火の音に気を取られている場合じゃないんだから。これはデートなんだから。僕はそう思ってるんだから。音無さんを第一に考えないとな。

「よし、次はやきそばね」

「間髪入れずに!?」

「まだまだイケるでしょ？」

　そりゃ、バナナ一本くらいじゃね。

　バナナを頰ほお張ばりながらも、すぐ隣となりのやきそばの屋台に並ぶ。

　花火が始まったことで、お客さんの多くがメインイベントに注目しているらしく、屋台の列は少し引けてきていた。おかげで、バナナを食べ終わる頃ころにちょうどよく僕たちの順番が回ってきた。

「音おと無なしさん、ふたつ買う？」

「一個でいいよ。他ほかにも食べたいのあるし」

　マジで全制せい覇はするつもりらしい。いいけど。僕も好きだし。

　スーパーで買うよりも高額なやきそばを店のおじさんから受け取る。

「じゃあ半分ずつで」

　プラスチックの蓋ふたを開けた瞬しゆん間かん、音無さんの割り箸ばしが突き刺さる！

「ずぞぞぞ」

「ものすごい吸引力だ！」

「けほっ！　けほっ！」

「むせてるし」

「吸いすぎちゃった。でもおいしい！」

「どれどれ、って、あ」

　しまった、箸を一膳ぜんしかもらわなかった。

「ん？　食べないの？」

　音無さんはなにも気にせず、自分がいま使った割り箸を僕に渡してくる。

　僕が気にしすぎなのだろうか。

　だってこれって……か、間接…………ええい！　意識するな！

「い、いただきます！　ずぞぞぞ」

「落ち着いて！　がっつきすぎだって！」

　恥ずかしさを隠すために勢いよくすすってやった。

「本当だ、うまい!!」

　香ばしいソースの焦こげた香り。もちもちとした麵めんの食感。ピリリとした辛からみと酸味のアクセントを与えてくれる紅べにショウガ。歯ごたえのある肉の欠片かけら。安い肉を使ってるんだろうけど、嚙かめばしっかり味が出る。屋台の味だ。お祭りのやきそばはこうでなくっちゃ。

「口の周りべとべとになってるし、ほらティッシュで拭ふきなさいよ」

「むぐ、さんきゅ」

　音無さんに拭いてもらってしまった。なんてこった。あまりにうまかったから、つい。

　僕がやきそばを食べている間にも、音無さんは欲望の赴おもむくままに次なる屋台へと足を延ばす。

「あ、ラムネあるよ！」

「おお、いいね」

　氷水の入ったでっかいクーラーボックスに、ラムネが何本も沈んでいる。

　迷うことなく二本購入。

　屋台のおじさんから手渡されたラムネはずしりと重量感があった。昔ながらの瓶びんのラムネだ。

　最近はプラスチックの物も多いからね。やっぱりラムネは瓶びんが好きだなぁ。

「あたし、実はラムネ開けるの初めてなんだ」

「そうなの？」

「大だい丈じよう夫ぶ、やりかたは知ってるから」

　ラムネの口にはビー玉がはまっているので、落とさないと飲めない。もちろんみんな知ってるとは思うけど、ラムネは炭酸飲料だ。勢いよくビー玉を落とせば泡が溢あふれてくることになる。

「よし、いくわよ」

「ちょっと待った音おと無なしさん、そんなに手を振り上げなくても」

　ビー玉を落とすための突起物へ向けて、音無さんは勢いよく手を振り下ろす！

　ポン！　という大きな音がしたと思ったら、案の定炭酸が爆発！

「わ、わ！」

「音無さん早く飲んで！　もったいないから！」

　唇くちびるを突きだして溢れてきたラムネを吸うも、こぼれるスピードの方が圧倒的に速い。

「なんでそんなに勢いよくやるの!?」

「その方がラムネっぽいかなと思って」

「たしかにね。外でしかできない豪ごう快かいな飲み方だとは思うけど」

「あんたのもやってあげる」

「え？　いいよ、自分でやるから」

「やきそば持ちながらじゃ無理でしょ、ほら貸して」

　音無さんにとられてしまった。

　やりたくなるその気持ちは分かるけどね。なんか楽しいよね、ラムネって。

「えいっ」

「だからそんなに勢いよくやるなって!!」

　またしても噴きでるラムネ！

「ああ、もったいないもったいない」

　慌あわててこぼれるラムネを飲む音無さん！　…………って、おい。

「ちょっと！　なに僕の飲んでんの！」

「だって、もったいないじゃん」

「最初からそれが目的だったでしょ！」

　音無さんの手からラムネを奪うばい返す。三分の一くらい飲まれたぞ、おい。

　二人でカランカランと音をたてながらラムネを傾ける。…………あ、さっきの割り箸ばしに引き続き、これも。

　なんて人知れずドギマギしていたら、音無さんは一足先に飲みきったようだ。

「手がべとべとになっちゃった」

「洗ってくれば？」

「そうする」

　ちょうど近くに公衆トイレがあるし。女性の方は結構な列になってるけど、手を洗うだけならすぐ済むでしょ。

「じゃ、ちょっと行ってくる」

「はいはい」

　音おと無なしさんを見送って、トイレの脇わきに一人立つ。

　横を見れば、僕と同じように一人で立っている男性の姿がちらほらと。ケータイを見たり、花火を見上げたり、することもなくぼんやりと佇たたずむ若い男たち。

　はっ！　そうか、もしかして────。

　まさかここはリア充じゆうスペース!?

　彼女の用が済むのを待っている男たちだけが立つことを許される、勝ち組の地！

　ついに僕も、この場に立つことを許されたのか。

　長かった。十六年は実に長かった。

　残っていたラムネを一気に飲み干す。

　ふっふっふ。今こ宵よいの勝利の美酒は格別な味である。げふぅ。

　さて、音無さんが戻ってくる前に瓶びんとやきそばのパックを捨ててしまうか。こんなん持ってたら手を繫つなげないもんな。

　ゴミ箱は…………っと、ん？

　きょろきょろとゴミ箱を探す僕の視界に飛び込んできたのは、小学校低学年くらいの男の子と女の子。もしかしたらまだ小学校にすら入ってないかも。そんな二人だ。近くに親おや御ごさんの姿は見当たらない。

　道の真ん中で立ち止まってなにかをしているようだ。

　あ、二人の足もとにひっくり返ったやきそばが。

　なるほどね、落っことしちゃったのか。

　いまにも泣きだしそうになっている二人。しかし、周りの大人おとなたちは邪じや魔まくさそうに避よけるだけで子供たちのＳＯＳに気づいていない様子。

　打ち上がる花火を眺ながめて、屋台の熱気に興味を惹ひかれて、男は女を見て、女は男を見るのに忙しいらしい。

「どうしたの？　落っことしちゃったの？」

　気づいたときには、子供たちに声をかけていた。

　そういえば、以前に音無さんやしぐれさん、流りゆう星せいさんと遊園地に行ったときも迷まい子ごに遭そう遇ぐうしたっけ。なんかそういう運があるのかな。

　小さな子供と出会う能力。その筋の人は欲しがりそうなスキルだ。

　男の子と女の子は決壊寸前の瞳ひとみを僕に向ける。なにかを言いたそうに口を開くが、すぐに閉じてしまう。

　ぱくぱくと何度か繰り返して、先に意を決したのは男の子だった。

「お、お姉ちゃんに、買っていって、あげようと、思って」

　泣く寸前だったけど、ちゃんと言い切った。よしよし、偉えらいぞ。

「ん、分かった。じゃ、まずは片付けちゃおうか」

　僕のゴミを捨てる前でよかった。地面に落っこちたやきそばを箸はしできれいに拾い上げ、空からのパックに収める。

　とりあえず固形物だけ拾っておけばいいだろ。河原かわらだし。

　もったいないけど、さすがに地面に落ちた物を食べる気にならないので、作った人に心の中で謝りながらゴミ箱へ。

「新しいの買いに行こっか」

「で、でも……」

　女の子ががま口のサイフを取りだして中を見る。もう一個買うだけのおこづかいがないのかな。

　よっしゃ、ここまできたら乗りかかった船だ。

「大だい丈じよう夫ぶだから。ほら、行こう」

　子供たちの背中を押してやきそばの屋台へ。よかった、列はほとんどないみたい。焼き上がったパックが店先にいくつか並んでいるので、すぐに新しいのが買えるだろう。

「お姉ちゃんに買っていってあげるつもりだったの？」

　屋台の列に並びながら尋たずねてみたら、こくこくと頷うなずく子供たち。

「いつも、いそがしそうだから」

「そっか。いいお姉ちゃんなんだね」

「うん！　お姉ちゃんはぼくたちのアイドルなんだ！」

　へえ、ずいぶん好かれてるんだな。きっと面倒見が良くて優やさしい、いいお姉さんなんだろうね。

　なんて思っていたら僕たちの番が。

「ひとつください」

　自分のサイフからお金を出す。子供たちがぽかんと僕を見上げていたので、にこりと微ほほ笑えみを返しておいた。今日きようの買い物はすべて音おと無なしさんに奢おごるつもりだったので、資金は潤じゆん沢たくなのだ。

「袋に入れてもらっていいですか？」

「あいよ！」

　一度にたくさん買った人のために、ビニール袋が用意されているはずだ。今回はひとつしか買ってないけど、言えば入れてくれるだろう。

　袋に入れてもらえばもう落とすこともないだろうしね。落としたとしても、ひっくり返して全部ダメにしちゃうようなことにはならないだろ。

「はい」

　おやじさんから受け取ったやきそばをそのまま子供たちへ渡す。

「「ありがとうございます！」」

「どういたしまして」

　きちんとお礼も言えました。偉えらいぞ。

「気をつけて持ってくんだよ」

「「はーい」」

　手を振りながら駆けだす子供たち。おいおい、大だい丈じよう夫ぶか。元気が出たのはいいけど、転んだりするなよ？

　子供たちの背中を見送ってから、大気を震ふるわせるほどの轟ごう音おんを響ひびかせる花火を見上げる。もう何発目だろうか。

「……………………あ」

　やべ、音おと無なしさん！

　忘れてた!!

　急いで公衆トイレの前へと戻────ろうと振り返ったらそこに音無さん!?

　ケータイを握りしめながら明らかに不機嫌な音無さんの姿が。トイレの前にいなかったから探しに来てくれたのかな。

「ご、ごめん！」

　謝る以外に道はない。

「あんたね…………」

「ごめん、ほんっとにごめん」

「女の子放ってどっか行っちゃうとか、何様なの？　え？」

「はい、おっしゃるとおりです」

「ケータイも繫つながらないし」

　やべ、マナーモードにしてて気づかなかったか。いや、普通に鳴ってたかもしれないけど、お祭りの喧けん騒そうで気づかなかったか？

「探しに行こうと思っても、次から次へと声かけられるし」

「ナンパってやつですね。音無さんキレイだから」

「持ち上げたって許さないからね」

「ですよね」

　ダメだなぁ僕は。今日きようはしっかり音無さんをエスコートすると決めてたのに。だって、デートだぞ、デート。彼女を置いてけぼりにするって、最低だろ。

「……………………はあ」

　ため息をつかれた。愛あい想そをつかされてしまったのだろうか。

　ど、どうフォローすれば許してもらえるんだろう！　なにか買ってあげるか？　いや、そういうんじゃないだろう。誠意を見せないといけないわけだから。

「あんたってほんっとに人がいいわよね」

　勘かん違ちがいしてはいけない。「いい人」ではなく「人がいい」である。似てるけどまったく違う意味の言葉だ。

「え？」

「途中から見てたの」

「あ、そうなの？」

「でも、さっき言ったように次から次へと男の人が話しかけてくるから」

　話を聞くと、音おと無なしさんが僕を見つけたのは子供たちと一緒にやきそばの屋台に並んだところだったらしい。で、なんとなく事情を把は握あくしたのだとか。

　機嫌が悪そうだったのは単にナンパがうざかっただけのようだ。

　よかったよかった、本気で怒ってるんじゃなく助かった。

　ほっとしたところで詳しい事情を音無さんに説明した。

「なるほどね。片付けてあげるところまではいい人だけど、新しいのを買ってあげるまでいくと人がいいやつね」

「だけど、かわいそうだったし」

「ちょっと治安の悪いところに行ったらいの一番に騙だまされるタイプよね、あんた」

「うう…………」

　返す言葉もございません。

「しっかりした人が横についてないと危なっかしくてダメね」

「はは、たしかにね。じゃあ音無さんよろしく頼むよ」

　治安の悪いところとやらに行くときは側そばについててくださいな。

　なんて何気なく音無さんに振ってみたら、反応に困ったって感じの言葉が返ってきた。

「へ？　あ……うん」

「ん？　そういうことでしょ音無さん。どうしたの？」

「いや！　べつに!!」

　なんだいなんだい。

　花火の光のせいで音無さんの顔色が窺うかがえないけど、どうしたんだい。

　とりあえず怒ってはいないようだし、屋台巡りでも再開しようか。どんな事情があったにせよ、音無さんを放置してしまったことは事実なんだから、ここから挽ばん回かいせねば。

「あのっ」

　突然背後からかけられた声。

　女性の声。いや、少女の声か。

　もちろん音おと無なしさんの声ではない。

　でも、どっかで聞き覚えがあるような…………？

「あ、あのっ」

　ん？　これ、僕が話しかけられてるのか？

「先ほどはこの子たちがお世話になったようで、ありがとございましたっ」

　ああ、さっきの。

　お姉ちゃんと来てるって言ってたからな。わざわざお礼を言いに戻ってきたのかな。しかも、ちゃんとお姉ちゃんに言うなんて本当によくできたお子さまたちだったんだなぁ。

「いえいえ、べつにたいしたことは」

　なんて言いながら振り返る。

「そういうわけには……あ、やきそばのお金は」

「本当にいいですって…………って、あれ？」

　ぺこぺこと頭を下げる少女がいた。まだ幼い少女だ。

　ただ、知ってる顔だった。

「ひなのちゃん？」
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「へ？」

　ぱっと顔を上げて、まじまじと僕の顔を見るひなのちゃん。

「せんぱいっ!?」

　僕を僕だと分かって驚おどろいたひなのちゃんは、横にいる人物を見てもう一度驚く。

「まどかせんぱいもっ!?」

　夏ということもあり露ろ出しゆつの多い格好のひなのちゃんである。女としての色気と、子供の健康的な無む邪じや気きな感じとがいい具合に混ざり合っていて、僕の心をざわつかせる。

　その横には、子供たちが四人。男の子二人に女の子二人だ。

　みんな同じくらいの年とし頃ごろのよう。小学校低学年ってところかな。うち二人は、さっき僕がやきそばを買ってあげた男の子と女の子である。

「え、えっと…………んんっ」

　ひなのちゃんは咳せき払ばらいひとつ。

「こんなところでどうしたんですか、まどかせんぱい。お仕事がなくて暇ひまだからデートですか？」

　あ、スイッチ入ったみたい。

「それはこっちのセリフね、ひなぶー。デビューしたばっかりで、しかも稼かせぎ時の夏休みにこんなところにいていいのかしら？」

　あ、こっちもスイッチ入っちゃったみたい。

「否定しないってことは、本当にデートなんですか？　いっけないんだー、また写真撮られちゃいますよ？　あ、お面買いましょうか。顔隠せますよ？」

　うお、そこに踏ふみ込んできますか。

　そういえば、「お姉さま」という呼びかたにばっかり集中しちゃってたけど、この娘こは音おと無なしさんに非ひ難なんの手紙を送ってきた張本人なんだよな。ラジオのときは込み入った話をしてる時間がなかったし、イベントのときはうっかりしてた。あの件についても話を聞きたいところだな。どういうつもりで送ってきたのかって。

　まあ、音無さんはもう割り切っちゃってるみたいで、そこに関してはどうでもいいって思ってるんだろうけど。だからこうしてケンカしてても手紙の話題は出さないんだろうな。

「男の一人や二人手玉に取れないようなお子ちゃまは黙だまってましょうね。あ、わたがし買ってあげようか？　どの絵柄の袋がいい？」

　音無さんの言う手玉に取った男ってのは僕のことですか。いえいえいいんですよ、その通りですから。

「ていうか、ひなぶー……あんたもしかしてバツ四？」

「子供なんかいるわけないでしょ!?　っつかなんでバツが付いてるわけ!?」

　言われてみればたしかに。旦だん那な一人につき子供一人でバツ四か。波は瀾らん万ばん丈じような人生だねぇ。たった十五年の人生じゃあ収まりきらないレベルの不幸じゃないか。

「この子たちは……その、親しん戚せきの子ですっ」

　微妙に含みを持たせた口調のひなのちゃんに、音おと無なしさんは意地の悪そうな笑顔を覗のぞかせる。

「へぇ」

「にやにやするなあああああ」

　手をぶんぶん振り回すひなのちゃん。

　これは長くなりそうだ。

「はーいみんな、お姉ちゃんたちは放っておいて、お兄ちゃんと遊ぼうか」

　子供たちの注意をこちらに引きつける。こんな小さい子たちに、女のバトルは刺激が強すぎる。

「それともなに？　ひなぶーはロリコンなの？　ショタコンなの？　光ひかる源げん氏じなの？　おまわりさん呼んであげようか？」

「いらないし！　普通に子供が好きなだけだし！」

「あ、はいはい。話は署で聞こうか」

「誰だれも自供なんか始めてないし！　むきー」

　二人とも仲良くしろよ。子供たちの前だぞ。

　背中で音無さんとひなのちゃんのケンカを聞きながら、僕は子供たちに笑顔を見せる。しゃがんで目線を合わせ、子供たちの話しやすいようにしてあげる。

「今日きようはみんなでお祭りに来たの？」

「うん！　お姉ちゃんにつれてきてもらったの」

　やきそばの件もあったし、ずいぶん慕われてるんだなぁ。

　ああそっか。さっき言ってた「お姉ちゃんはアイドル」って本当に言葉通りの意味だったんだ。

「そうだ。お兄ちゃん、これあげる」

　男の子の一人が折り畳たたまれた紙を差しだしてきた。さっき僕がやきそばを買ってあげた男の子だ。

「なに？　これ」

「まいごになったときに、おとなの人に見せろって言われてるやつなんだけど、おうちのばしょとか書いてあるから」

　開いてみると、住所と電話番号が書かれていた。うちからそんなに遠くない。なんとか自転車で行ける距離だな。

「これを、僕に？」

「うん！　お兄ちゃんにはちゃんとおれいをしたいから、あそびにきて！」

「お礼だなんて。べつにいいのに」

「ちゃんとぼくたちがおもてなしするから！」

　おもてなしだなんて、難しい言葉を知ってるね。

　さっきやきそばを買ってあげた男の子と女の子を中心に、期待のこめられた純真無む垢くな瞳ひとみたちが僕を見つめている。…………これは断れない！

「分かった、じゃあ今度ね」

「ぜったいだよ！」

　いまもらった紙に電話番号も書いてあるし、一回連絡しておうちの人と話をしてからにしようかな。いきなりお邪じや魔ましたら迷めい惑わくかもしれないし。

　さて、そろそろケンカもおさまったかな？

　と立ち上がったところで、ちょうどひなのちゃんの叫び声が聞こえてきた。

「もおおおお!!　みんな！　もう行くよ！」

　今日きようも音おと無なしさんにこてんぱんにされたらしい。

　歩きだすひなのちゃんを子供たちが追いかけて行く。

　子供たちだけは時折振り返り「またね！」とか「ぜったい、きてよ！」と手を振ってくれた。分かったから。ちゃんと前を見て歩かないと転ぶぞ。

「いやー、おもしろい娘こね」

「音無さん…………」

　なにを満足げな顔してるんですか。いじめっ子ですか。

　ひなのちゃんはね、あれでも結構がんばってるんですよ。イヤホン外し忘れて転びそうになったり、見せパンはき忘れたり、マイクをオンにするの忘れたり、ちょっとそそっかしいけど、新人なりにがんばってるんですよ。

　そのテンパり具合は、手に取るように分かる。僕もつい最近までそうだったから。っていうか、いまもかな。

　でも、僕には音無さんがいたから。側そばで支えてくれる音無さんがいたから、こうしてそれなりにやれてるだけであって。

　ひなのちゃんにも、支えてくれる人っているのかな。

「音無さん、もうちょっとひなのちゃんに優やさしくしてあげたら？」

「これ以上？」

「あれで優しくしてるつもりだったの!?」

　どんだけ厳しいんだよ、と思うものの、そりゃそうか、とも思う。

　ため息ひとつ、音無さんの気持ちを代弁する。

「やっぱり、そう簡単には許せないよね。完全に音無さんを踏ふみ台にしようとしてるんだもん」

「は？　そんなんどうでもいいんだけど」

「いやいや、誰だれにも言いませんて。本当は内心ご立腹なんでしょう？」

「あたしが踏ふみ台にされたくらいで怒るわけないでしょ？」

「収録中だろうとなんだろうと、思いっきりケンカしてんじゃん」

　完全に潰つぶしにかかってるんじゃないんですか？　音おと無なしまどかに睨にらまれたらこの業界じゃあやっていけないぞ、って。うわ、こわっ。

　なんて考えていたら、音無さんはさも当然といった顔を僕に向けた。

「あの娘こがその道を選んだんじゃない」

　その道？　選んだ？

「相手は新人だからね。本当は仲がいいけど、みたいな演技をするよりも、本気で言い合いする方がちゃんとキャラを作れるかなって思って」

　音無まどかに送られてきた手紙。

　インタビューでのライバル宣言。

　木こ立だち陽ひ菜な乃のというタレントのキャラクター。

　そういうこと、なのか？

「でも────」

　それにしたってひなのちゃんはやりすぎだ。あの手紙で、音無さんがどれだけ苦しんだと思って！　テレビのインタビュー中に堂々のライバル宣言までしちゃうし、相手はかなり気合い入れて、覚悟してやってるよな。だって他ほかの誰でもない、あの音無まどかにケンカ売ってんだもん。

　色々な思いがこみ上げてきて、でも言葉にならなくて、なんて言おうかと迷っているうちに音無さんが僕の思考を遮さえぎる。

「あの娘のやってることは正しいわ。まあ、事務所の差し金かもしれないけど」

　時折見せる音無さんの凜り々りしい顔。

　かわいらしさではなく、厳しさでもなく、覚悟を湛たたえた美しい表情。

「がんばっていればいつかは、とか。分かる人は分かってくれる、とか。そんな甘いこと言ってたらすぐに仕事なんて来なくなるわよ。この業界の第一線で輝き続けている人たちは、才能もあって努力もできる人たちばかりなんだから」

　ああ、この人は本当にもう。

「みんな色んな道を模索して、迷いながらもがんばってんのよ。あの娘がそういうキャラを選んだのなら、受け止めてあげるのが先せん輩ぱいってもんじゃない？」

　いちいちかっこいいんだよな、まったく。

　厳しくすることが優やさしさってか。思った以上にスポ根な業界なんだね。厳しいところだとは分かってたけど。

　上に立つ者は上に立つ者で、相応の覚悟と懐ふところの深さが必要なのか。

「…………それならそうと先に言ってよ！　この前のラジオ、本気でケンカしてるのかと思って僕すっごい焦あせったじゃん！」

「ん？　あんたならきちんと進行してくれると思ったからああいう対応したんだけど。いけなかった？」

「え…………」

　思いも寄らない言葉が飛びでてきてびっくりした。

「音おと無なしさん、それって────」

　それって僕のことを信用して任せてくれたってこと!?

「さ、次の屋台行くよ！」

「ちょっと待って音無さん、いまのどういうことなのか詳しく！」

「え？　あたしなんか言った？」

　笑いながら歩きだす音無さんを、僕は必死に追いかけた。

　花火の炸さく裂れつ音おんが僕の心臓を叩たたく。

　いつもより激しい鼓こ動どう。

　屋台の喧けん騒そうに紛まぎれて高鳴る胸。

　夏の夜のお祭りは、そんな素敵な時間だった。

　源げん太たさんとの賭かけを、つい忘れてしまうほどにね。










　お祭りの日から数日過ぎて、僕は子供たちの家へとお邪じや魔ますることになった。

　子供たちから電話番号をもらったことだし、行く行かないはべつにしてとりあえず電話だけでも、と思ってかけた僕は、そこでとても気になる事実を知ったのだ。

　たぶん親おや御ごさんが出るだろう、もし留守ならあのときの子供たちが出るだろう。

　そう思っていたのに、電話に出た人物は、そのどちらでもなかったのだ。

　紙に書かれた電話番号にかけて、出た相手は予想していた一般家庭ではなく、ある施設だった。

　親がいない子供たち、なんらかの事情で親が育てられなくなった子供たちが生活する場。僕が電話をかけた先は、そういう場所だったのだ。

　ただ、そうなると話がおかしくなってくる。お祭りで会ったひなのちゃんは、子供たちのことを親しん戚せきの子と言っていたはず。これは一体どういうことなんだろうか。

　電話に出た相手は、そこで先生をしているという女性。優やさしい声をした女性だった。

　僕が事情を話すと、こっちが参ってしまうほどにお礼を言われ、もし迷めい惑わくでなければ子供たちに会いに訪ねてきてほしいと頼まれたのだ。

　迷めい惑わくだなんてこれっぽっちも思ってないし、どうせ予定もないし、ひなのちゃんのことも気になるし、僕はそのお招きに甘えることにしたのである。

　音おと無なしさんと会う時間も作れないしな。…………はぁ、源げん太たさんとの賭かけ、どうしよう。

　そんなわけで、現在時刻は午後三時前。用意しておいた子供たちへのお土産みやげを持って家を出た。お土産といってもおやつの数々だけど。

　そんなに遠くないし、自転車で行くことにする。今日きようも真夏日で暑いから水分補給はこまめにしないとな、なんて玄関先で自転車の用意をしていたら思わぬ人から声をかけられた。

「お出かけですか？」

「はい、ちょっとそこまで────って、しぐれさん!?」

　まさに自転車にまたがろうとしたちょうどその瞬しゆん間かんのことだった。

　ゴスロリの衣装に身を包んだしぐれさんである。音無さんに負けず劣らずの人気を誇るアイドル声優の天あま乃の川がわしぐれさんだ。

　そんな彼女が、なぜうちの前に。

「こんにちは」

　優ゆう雅がに微ほほ笑えみながら、差していた日ひ傘がさをゴスロリの袖そでの中にしまった。いつも思うけど、どうなってんだ、あの袖は。

「あれ？　えっと、今日はどうして…………あ、音無さんに用事ですか？」

　音無さんの家はお隣となりだ。ちょうど通りかかったら僕がいたから声をかけた、とかそんな感じかな。

「いえ、良りよう人とさまに会いに来てしまいました」

「僕に？」

　それはうれしいですけど。

「なにか用事でも…………」

　あるのかな？

「取り立ててこれという用事もないのですが…………」

　もじもじしながらも、しぐれさんは僕に近寄ってくる。

「ただ、良人さまにお会いしたくて」

「そ、それはそれは……光栄なことで」

　なんだこれ。どうした。僕はなんて返したらいいんだ。「僕も会いたかったよ」とでも言えばいいのか。無理だ！　そんな甘いセリフ言えるわけがない！

「お出かけ、ですか？」

　しぐれさんは自転車を見ながら遠えん慮りよがちに言う。

「あの……まあ、そうなんですけど」

　困ったな。せっかくしぐれさんが訪ねてきてくれたというのに。

　でも子供たちとも約束しちゃったしな。

　どうしよう…………。

　いっそのこと。

「しぐれさんも、一緒に行きますか？」

「ご一緒してもよろしいのですか？」

　まあ、問題ないだろ。あ、でも一応訊きいておくか。

「ちなみに、しぐれさんって子供好きですか？」

「子供!?　は、はい。大好きですわ」

「いっぱいいても大だい丈じよう夫ぶですか？」

「もちろんですわ。一いち姫ひめ二に太た郎ろうと言わず、良りよう人とさまがお好きなら何人でも…………」

「よかった。じゃあ行きましょうか」

「ど、どこに…………あ、いえ。あえてお尋たずねはいたしませんわ。どこへなりとも、お供する覚悟はございます」

　僕はしぐれさんに、お祭りで出会った子供たちのこと、どうやらその子たちは施設で生活している子供たちであることを説明した。

「な、なんだ、そういうことでしたの。少々驚おどろいてしまいましたわ」

「やっぱり最初は驚きますよね。そういう子供たちがいるってのは分かっていても、なかなか直接触れ合う機会はないですもんね」

「いえ、そういうことではなく…………」

　ん？　しぐれさんの頰ほおが赤いけど、どうしたんだろう。熱中症かな。真っ黒いドレスなんて着てるからだよ。

「しぐれさん、大丈夫ですか？」

「だ、大丈夫ですわ。さあ、行きましょう！」

「はあ…………」

　本当に大丈夫かな。途中でコンビニに寄って冷たい飲み物でも買うか。

「じゃあ、どうしましょう。自転車あります？」

　軽くボケてみた。なんでも出てくる袖そでをお持ちのしぐれさんとはいえ、いくらなんでも自転車はないよな。

「ございますが」

「あるんですか!?」

「もしよろしければ、後ろに乗せていただけないかな、と」

　自転車が、袖から出てくる、だと？

　むしろ出すところを見てみたい。

「良人さま？」

「あ、はい！　すいません！　いいですよ、こんなところでよかったら」

　荷台を手で払う。

「あー、なんか敷く物あった方がいいですよね」

「こちらを」

　薄うすい座ざ布ぶ団とんをもらった。やっぱり袖そでから出てきた物である。

　おしりが少しでも痛くならないように座布団をひいて、改めて僕は自転車にまたがった。

「どうぞ」

「はい、お邪じや魔まいたします」

　お上品に足を揃そろえて座るしぐれさん。腕はもちろん、僕の腰に回ってきた。

「スカート、巻き込まれないように気をつけてくださいね」

「はい」

「じゃ、行きますよ」

　ペダルを踏ふむ足に力を入れると、自転車は走りだした。

　足に二人分の重みを感じながら漕こいでいると、しぐれさんが話しかけてきた。

「良りよう人とさま」

「はい！」

「愛あ好こさまに伺うかがったのですが」

「なんですか？」

　腰に回されたしぐれさんの腕がきゅっと僕を締める。

　当然、身体からだと身体は密着する。

　やわらかいなにかがあたる。

　熱と熱が合わさって神経が焼き切れそうになる。

「し、しぐれさん…………？」

「最近、まどかと仲がいいそうですわね」

「え…………」

　思わずびくっとしてしまった。密着しているしぐれさんにも伝わっただろう。

　汗が流れた。流れた跡は、なぜだかひんやりとする。

「わざわざ忠告までいたしましたのに」

　忠告って、旅行のときの話か？　いやいや、べつに危ないことなんてしてないつもりですけども。

　なぜだ。さっきまで焦こげそうなほど暑かったのに、いまは涼しい。

「もっと、わたくしがしっかりしないといけませんか？」

　いえいえ、しぐれさんは充分しっかりしてますよ。これ以上は求めませんって。

「良人さま？」

「は、はひ！」

「まだ、間に合いますわよね？」

「な、なんの、ことでしょうか」

「ふふふ。まあ、間に合わなくても奪うばい取るまでですけれど」

　ぎゅっと、さらにやわらかいものが背中に押しつけられる。

「し、しぐれさん!!」

「はい」

「飛ばしますね！」

　いかん。このままではどうにかなってしまう。

　目的地へ急ごう。




「ぜーぜー」

　ようやく着いた。時間にしてみれば二十分ほどか。全速力で二十分だから、思ったより距離があったかも。

　真夏の午後に本気でサイクリングなんてしたもんだから、汗がすごい。しかも、後ろに人を乗せて、だもんな。

　しぐれさんが抱だきついてくるし、変なこと言うしで、もうこの滝たきのように流れる汗は暑いから噴きでたものなのか冷や汗なのか判別できない。
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　背中なんかもうびっしょりなんじゃないだろうか。どうしよう、おっぱい型に汗染じみができてたら。かっこ悪いことこの上ないな。

　恐らくここだろう、という建物の前で自転車を止める。

「ここですか？」

「たぶん。僕も初めて来るので」

　公民館のような建物だ。インターホンとかあるのかな。

　なんて中を探っていたら、少女の歌声が聞こえてきた。

「どなたかいらっしゃるようですわね」

　歌声に誘さそわれるように歩いていくと、広めの庭があった。いくつかの遊具が置かれていてちょっとした公園のようである。

　その中央に、子供たちが並んで座っていた。

　みんな少女の歌に聞き入っている。

　こちらからは歌う少女の後ろ姿しか見ることはできない。が、顔を見なくても少女が誰だれなのか僕には分かった。

　木こ立だち陽ひ菜な乃のだ。

　彼女が歌うやわらかなメロディには聞き覚えがある。温かい詞には覚えがある。

　これって、たしか音おと無なしさんの────。

「お兄ちゃん！」

　む、子供たちに見つかったか。

　歌うのをやめ、こちらへと振り向いたひなのちゃんは、なぜか目をまん丸にして驚おどろいている様子。なぜかきょろきょろと辺りを見回し、かと思ったらうつむいて、次に顔を上げたときには、僕へと力強い視線を送ってきた。

　駆け寄ってくる子供たちに少し遅れて、ひなのちゃんもゆっくりとこっちに歩いてきた。

「やあ」

「せんぱい、どうしてここに」

「あれ？　聞いてなかった？」

　どうやら子供たちや先生から、僕が来ることを聞いていなかったらしい。

　なんでひなのちゃんがここにいるのか。なんで子供たちを親しん戚せきの子と言ったのか。とても気にはなるけど、事情が事情だし、子供たちの前で尋たずねるのはやめておこう。

　他ほかにも、いま気になったこともあるし。

「ねえ、ひなのちゃん、いまの歌って…………」

「せんぱいっ、そんなことより、後ろにいる人は」

「…………ああ、天あま乃の川がわしぐれさん。来るときにたまたま会ってさ。知ってる？」

「もちろんですよっ」

　音おと無なしさんのことも知ってたんだもんな。そりゃ知ってるか。

「初めまして。天あま乃の川がわしぐれと申します」

「これはこれは、ご丁てい寧ねいに。木こ立だち陽ひ菜な乃のですっ」

　おやおや、音無さんとしぐれさんで、ずいぶん対応が違うじゃないか。しぐれさんが先制してお辞じ儀ぎをしたから毒気を抜かれたのかも。もしくは、音無さん以外に対しては礼儀正しい娘こなのかな。

「陽菜乃さまのお噂うわさはかねがね。このたびは優勝おめでとうございます」

「さ、『さま』だなんて。ひなちゃんでいいですよ！　しぐれせんぱいっ」

「では、『ひなちゃんさま』で」

　なんじゃそりゃ。

「はいっ、よろしくお願いします！」

　いいのか!?

　お互いがいいならいいか。呼びかたくらい。

「ああ…………」

　と思ったら、しぐれさんが急に熱っぽいため息を！

「テレビで拝見したときから思っていましたが、実際にお会いするとやはり違いますわね」

　しぐれさんの両腕が上がる。細くて白い腕がひなのちゃんの身体からだに絡からみつく！

　どうしたの、しぐれさん!!

「ああ、なんてかわいらしい」

　ひなのちゃんの顔が吸い込まれるようにしぐれさんの胸へと埋もれてしまった！

「もがっ」

　抵抗するひなのちゃん！　だが、しぐれさんの腕からは逃れられない！

「し、しぐれさん…………？」

　なにを、やっているのでしょうか。

「く、苦しい！　なに、なんなのこの人!?　そっちの趣味!?」

「あら、かわいいものが好きなのは、女の子として普通のことではございませんか」

「だからって、こんな…………！　ふがっ。あ……なんか甘い匂におい」

　急にひなのちゃんがおとなしくなった！

「しぐれさん、なにをやったんですか!?」

「あら、なにもしていませんわよ」

「ひなのちゃん！　気をたしかに！　どうした!?」

　しぐれさんが腕を弱めると、ふらふらしながら後ずさるひなのちゃん。

「なんか、頭がぼーっとして、ふわふわした気分になって…………」

　そう言うひなのちゃんの頰ほおは赤い。のぼせたようになっている。

　しぐれさんの抱ほう擁ように一体なにが…………。

「はっ」

　ようやく気を取り戻したらしい。ひなのちゃんは頭をぶんぶん振って大きく息を吐いた。

「とりあえず！　先生に紹介するのでついてきてもらっていいですか」

「うん」

　了解。先生っていうのは、電話をかけたときに出た人かな。

「あと…………せんぱいの顔にハテナマークも出てるし」

「…………うん」

　早く遊びたくてうずうずしている子供たちに「ちょっと待ってて」と言い残し、先生と呼ばれる人に会いに行くことにした。

　正面の玄関に戻って、出してもらったスリッパにはきかえる。

　一歩入った瞬しゆん間かん、ここがすごく温かな空間なんだということを感じた。

　きれいなアイボリーの壁かべには、うっすらと落書きが見える。子供たちがいたずらして描かいたものだろう。消しきれなかったのかな。

　静かだけど、寂しさはない。穏おだやかで、落ち着く場所。

　実のところ、電話で施設と聞いたので僕は少しだけ身構えていた。なるべく明るく子供たちに接しなくちゃ、なんて。

　でも、ここはあまりにも────。

「いいところですわね」

「はい」

　しぐれさんの言葉に頷うなずく。

　気負う必要なんかなかった。普段通り、いつも通りでいいんだな。

　そんな場所だったから、僕は思わずひなのちゃんに訊きいてしまった。

「ひなのちゃんも、ここで育ったの？」

　他人のプライベートになんて、気安く踏ふみ込むものじゃない。ましてや、ここは親のいない子供たちが生活する場所だ。軽々しく訊いてはいけないことだってのは分かってる。

　ただ、ここは普通の家庭なんかよりも優やさしさに満ちた空間だったから。

「そうですよ」

　僕のぶしつけな質問に、ひなのちゃんはあっさりと答えてくれた。

「グレイスに通ってるって言ってたから、ついてっきり」

「がんばって奨しよう学がく金きんゲットしたって言ったじゃないですかー」

　ああ、そっか。そういえば。

「いまでも、ここで？」

「はいっ。ある程度までここで暮らしたら、みんな寮りようのある学校に進学して出て行っちゃうんですけど……グレイスの寮、高くて。もちろん結構な額は免除になるんですけど、普通に通える距離なのでケチっちゃいました」

　お嬢さま学校だからな、グレイスは。妹の愛あ好こも家から通ってるし。うちは学費だけでいっぱいいっぱいだよ。

「……………………」

「せんぱいっ、変に気を遣つかわないでくださいね？　気を遣われたくなくて黙だまってたんですから！」

「ああ、うん。ごめん、そうだね」

　現在この施設で生活しているのは外で遊んでいる男の子二人、女の子二人の小学校入りたての四人。そして、中学三年生のひなのちゃん。合計五人らしい。

　あまり大きい施設ではないので、だいたいいつもこれくらいの人数らしい。そのため、一緒に暮らしている先生もこれから会う女の先生一人なのだとか。

　ただし、ここで生活している子供以外にも『トワイライトケア』というのもやっているらしい。仕事の都合で親と一緒にちゃんとしたご飯を食べられない家庭のために、一時的に子供を預かるというやつだ。いまは夏休みということもあり、今日きようはたまたまいないだけ、とのことだった。

　はて、だとすると新たな疑問が。

　ひなのちゃんは音おと無なしさんのことを「お姉さま」と呼んだのだ。もしそれが事実なんだとしたら、音無さんの両親がひなのちゃんをここに預けたということになるんだけど…………いや、それはないだろう。源げん太たさんは世界的に有名な俳はい優ゆうだったんだぞ。経済的に困るなんてことはまずないだろう。音無さんのお母さんも優やさしそうな人だしな。現に音無さんは普通にあの家庭で育ったわけなんだから、なにか問題があるわけでもないだろう。

　となると、マジで源太さんの隠し子…………？

　いい機会だからひなのちゃんに尋たずねてみようか。さすがにそれは踏ふみ込みすぎか？

「せんぱいっ」

「ん？」

「構いませんよ。いい機会ですし、気になってること、訊きいちゃってください」

　顔に出てたか。つくづく隠し事が苦手だな、僕は。

　では、遠えん慮りよなく。いや、多少の遠慮はしつつ。廊下を進みながらひなのちゃんに尋ねてみた。

「ひなのちゃんのご両親って…………」

「まっっったく記き憶おくにないです。物心ついたときから、ひなちゃんはここにいましたから。ここで育った子供たちは、みんなそうですよ」

　あっけらかんと言い放つ。その奥に寂しさが秘められているのかどうか、見た目だけでは分からない。

　そういえば前に、ひなのちゃんはあめのことを「あめちゃん」って言ってたっけ。あのときは関西の出身なのか尋たずねたら、「そうかも」って答えたんだよな。自分でも分からないってことだったのか。

「じゃあ、音おと無なしさんのことを『お姉さま』って言ったのは？」

「それは…………」

　ふむ。そこは教えてくれないか。

　音無さんとひなのちゃんのやりとりを聞いてると、尊敬してるからって理由で呼んでいるわけではなさそう。でもって、ひなのちゃんはべつに女の子が好きってわけでもなさそう。尋ねても教えてくれないってことは、ただの話題作りで言ってるだけでもない、のかな？

「良りよう人とさま」

「はい？」

　しぐれさんに服の端はしっこを軽く引っ張られた。しぐれさんを見ると、上の方を指さしている。なにか見つけたらしい。

　しぐれさんの指さす方角を見る。

　一枚の肖像画が飾られている。日本人だけど、日本人っぽくない彫りの深さ。顔の濃い男性だ。年齢を推測するのは難しい。

　…………ん？　どっかで会ったことあるか？

「わああああ、せんぱいっ！　しぐれせんぱいっ！　こっちです、ほら、行きましょう！」

　ひなのちゃんが僕の目の前でジャンプ。高く上げた腕を振りながらぴょんぴょんと跳はねている。だが、そんなことでは僕の視界は遮さえぎれない。

「良人さま、音無源げん太たさまですわ」

「ああ、そっか！」

　どっかで見たと思ったんだ。しぐれさんに教えてもらってようやく思いだした。そうかそうか。この顔、映画のテレビ放送とかで見たんだ。僕の中での音無源太はあのタコだから、結びつかなかったよ。あーあ、生前はこんなに男前だったのに、あんなになっちゃって。

「ひなのちゃん、なんで源太さんの肖像画がここに？」

「えっとえっと、先生が大ファンだったんです！」

「へぇ」

　好きだったから肖像画を？　まあ、なくはないか？　自分の部屋じゃなくて廊下に飾るくらい好きなのかな。しかもこの時代に写真じゃなくて肖像画って。源太さんが亡なくなったのって十年前くらいでしょ。普通に写真じゃダメだったのかな。

「さ、せんぱい、いきましょっ!!」

　なにか隠してる。ひなのちゃんは絶対なにかを隠そうとしてる。

　気になるなぁ。この場所と源げん太たさん、なんか関係してるんじゃないの？

　詳しく聞きたいところだけど、ひなのちゃんがさっさと先に歩き始めてしまったので、僕としぐれさんは慌あわてて追いかけた。

「着きました。ここです」

　ドアの前でひなのちゃんが立ち止まる。廊下の一番奥まで歩いてきたようだ。

　一階建ての造りになっている分、ずいぶん横に広いな。廊下も結構長かったし。幼い子供に階段は危ないから、こういう構造にしているのかな。

　歩いてきた廊下を振り返っていたら、ひなのちゃんは軽く二回ドアをノック。「どうぞ」の声が聞こえてから、ゆっくりとドアを開けた。

「せんせー、お客さん来たよ」

　部屋の中にいたのは、これまた優やさしそうな女性だった。この建物内に溢あふれる温かな雰ふん囲い気きは彼女が生みだしているものなんだろうなって、一目見て分かるくらい。

　年齢的にはうちの母親と同じくらいかも。でも、すっごいきれいな人だ。もう三十年……いや、二十年…………いやいや、十年でもいいな。そんな頃ころに会っていたら恋に落ちたかもしれないね。




　きれいな先生にあいさつを済ませたあと、「もしよかったら子供たちと遊んであげてください」と言われた僕はもちろんそのつもりだったので「はい！」と返事。庭で遊んでいる子供たちの元へと戻った。

　子供たち四人、しぐれさん、ひなのちゃん、僕、の計七人で遊ぶことに。

「みんな、なにして遊びたい？」

　できるだけ、みんながやりたいことをしよう。そう思って尋たずねてみた。

　まず手を挙げたのは男の子だ。

「プール！」

「よしそれにしよう」

「せんぱいっ？」

「良りよう人とさま？」

「はい、すいません」

　却下されてしまった。なぜだ。夏といったらプールじゃないか。

「女の子には、色々と準備が必要なのですよ？」

　しかもしぐれさんに諭さとされてしまった。そんなにダメなのか。

「えっと、他ほかになにか…………」

　それからもあれこれとアイデアが出て、結果ドロケイをやることになった。

　ドロケイとは、刑事役と泥棒役に分かれて行う鬼ごっこだ。地域によってはケイドロって呼んだりするのかな。結構有名な遊びだと思う。

　留置場の場所を決めて、捕まった泥棒はその中へ。外にいる泥棒が刑事に捕まらずに中の人にタッチすると脱だつ獄ごくといって逃げることができる、なんて色々ローカルルールがある遊びである。

　じゃんけんをして刑事と泥棒に分かれる。

　僕と男の子一人、女の子二人が泥棒役になった。しぐれさんとひなのちゃん、男の子一人が刑事役に決まった。

「では、十数えますわね。いーち…………」

　しぐれさんのカウントが始まった！

　刑事役のみんなは目を閉じている。この隙すきにできるだけ遠くへ逃げなくては。

　ただ、走りだしてすぐに僕は後こう悔かいすることになる。

　なんでこの真夏に走り回る遊びを選んでしまったのか。子供たちがやりたいと言ったのだからしょうがないけど、運動不足の僕には少々…………いや、かなりきつい。

　また、この庭も結構広いのだ。端はしから端まで走るだけでも結構距離があるぞ。

　すぐに息があがってしまうじゃないか。

　そろそろしぐれさんのカウントが終わる。

　まずいな。ずっと逃げ回り続けるのは危険だ。捕まる捕まらないとかじゃなく、己おのれの身が危険だ。どこか隠れられる場所はないものか。

「お兄ちゃん、こっちこっち」

　泥棒仲間の男の子が僕に手招きをしてきた。

「いい場所があるよ！」

　ほほう、いい場所とな。その話、乗った！

　男の子について行く。庭から建物をぐるりと回り込み、裏手へ。建物を挟はさんでちょうど庭から反対側になるところだ。

　どうやらそこは洗濯物を干す場所らしく、洗い立ての真っ白いきれいなベッドシーツがところ狭しと風にはためいている。今日きよういい天気だからね。一気に洗濯したんだろう。

「ここならかくれられるよ！」

　いいのかな？　…………いいか。庭から出ちゃダメってルールは決めてないし。一応敷地内だしな。

　なんて辺りを見渡していたら、はためくシーツの陰に胸像を発見した。しかも、さっき廊下で見た肖像画に描かかれていた男性と同一人物である。

　音おと無なし源げん太たの胸像である。

　普通胸像ってのは、なにか偉い業ぎようを成し遂とげた人を称たたえて作られる物なんじゃないだろうか。もしくは、創業者とか？　芸術として……ってのはどうだろう。源太さんの胸像を作品として作りたいって人がいたのだろうか。

　これも、先生が源げん太たさんのファンだったから？　いやいや、胸像がいくらで作れるのか分からないけど、趣味で持つには高価すぎるグッズだろ。そもそもグッズって言っていいのか？

　男の子に尋たずねてみるか。

「ねえ、あれって…………」

「お父さんの像だよ！」

「お父さん？」

　え？　源太さんだよね？

「うん！　ここをつくってくれた、ぼくたちのお父さん！」

　ここを作った？　お金を出したってことかな。てことは、本当に創業者……いや、創設者ってことか。

「先生がこの家をつくるときに、てつだってくれた人なんだって。だから、先生がお母さんで、この人がお父さん！」

　なるほどね。そういうことだったのか。

　じゃあ……ひなのちゃんが音おと無なしさんのことを「お姉さま」って呼んだのも、そういうことなのかな。ひなのちゃんにとってのお父さんは源太さんで、だから源太さんの娘である音無さんが姉ってことか。

　こじつけと言えばこじつけだけど、全部が全部ウソってわけでもなかったんだな。うまいこと利用して宣伝に使おうっていうひなのちゃんの作戦だったわけだ。

　という、僕の考えが合ってるとしたら…………なんだよ、すっごくいいことしてんじゃん。源太さん、なんで黙だまってたんだろ。

　なんて考えたところで、この施設の先生のことを思いだす。下心がなかったわけでもないのかな。きれいな人だったもんな。きれいな女の人のために高いお金を出すなんて、たしかに聞こえは悪いよな。とはいえ、そこまで必死になって隠すほどでもないような気もする。もちろん、胸を張って自慢することでもないけど。

　そうか、それであの賭かけか。「音無さんと手を握れたら話す」とか、賭けるにしてもゆるすぎる内容だったもの。負けてもいいし、万が一これで勝ったら僕になんでも言うことをひとつ聞かせられるっていうメリットがある。

　勝っても負けてもどっちでもいいという、源太さんに有利な賭けをさせられてたのか。

　こんなん無効だろ、おい。今度会ったら文句言ってやろうっと。

「お兄ちゃん、早くかくれないと！」

「お、そうだね！」

　シーツとシーツの隙すき間まに身を潜ひそませた。

　よしよし、なるべく体力は温存しておかないとな。

　隠れながら、ひなのちゃんのことを考える。ちょっとずつ彼女のことが分かってきたな。でも、ここまでくるともっと知りたくなってくる。ひなのちゃんへの興味が湧わいてきたな。

「ん？」

　足元に、ある物を発見した。

　ハンカチかな？　タオルかな？　青と白のしましまのナニかが落ちている。

　これはなんだろう。

　洗濯物が風で落ちちゃったのだろうか。

　なら干し直してあげよう。

　親切心でそう思い、拾ってみる。

　触ってみて確信した。これは布だ。それは間違いない。となると、やっぱり洗濯物が落ちちゃったのかな。

　汚れちゃってたらもう一度洗わないとな。なんて考えてその布地を広げてみて驚おどろいた。たまげた。ぶったまげた。

　正直なことを言うと、「まさか」と思っていなかったこともない。ここは洗濯物を干す場所なのだから、これがあることになんの不思議もない。

　でも、「まさか」と思っていたのに。

　僕が拾った青と白のしましまの布、それは。

　パンツじゃないか！

　子供用にしてはサイズが大きい。大人おとなの先生の物らしくはないデザイン。たぶん、ひなのちゃんの…………だよな。

　我を忘れ、みよんみよん、とゴムを伸び縮みさせた。

　どう見たってパンツだぜ、これ。

　みよんみよん。

　ハンカチやタオルに、ゴムなんて入ってないもん。

　ハンカチやタオルに、入り口ひとつ、出口がふたつの穴なんて開いてないもん。

　れっきとしたしましまパンツだよ、これ。

　みよんみよん。

　かわいいパンツはいてるんだなぁ…………。

　待て。ひなのちゃんのことを知りたいとは思ったけど、こういうことじゃない。これはなんか、違う。

「お兄ちゃん！　ばれた！」

　男の子の声ではっと我に返る！

　こんなことしてる場合じゃなかった！

「あー、やっぱりこっちにいた！」

　この声はひなのちゃんか？　まだ姿は見えないけど、恐らくそうだ。

　パンツを持っているところを見られるのはまずい。このパンツ、まずはいったんポケットの中に隠そう。

　なんてやっていると、背後から声が。

「せんぱい見っけ！　捕まえちゃうぞ！」

　やば！　色々な意味でやばい！

　全速力で逃げる下着泥棒、それは僕。

　追いかけてくるのは刑事。それはひなのちゃん。

「せんぱいっ、大人おとなげないですよ！　なに本気で逃げてるんですか！」

「ち、違う！　これには深い事情があって！」

「はい？」

「僕は悪くない！　僕は、僕はただ、良かれと思って！」

「ちょっ、せんぱいっ？」

「僕は────捕まるわけにはいかないんだあああああああああああ」

　僕にだって守るものがある。

　命を賭かけてでも守りたいものがある！

　己おのれの名めい誉よとか！　体面とか！　信用とか！

　そのためにも、こんなところでやられるわけにはぁぁぁ────!!

　恐らく自己ベストのスピードをもって、僕は駆け抜けた。

　風になった僕を止められる者は、誰だれ一人としていなかった。


──　ＴＨＥ　ＥＳＣＡＰＥ　──






　結局、パンツを返す隙すきを見つけられないまま時間だけが過ぎていった。途中で「晩ご飯の準備があるから」とひなのちゃんが抜け、それを手伝うためにしぐれさんが抜けた。もちろん僕も手伝おうとしたのだが、「子供たちと遊んであげて」と言われてしまった。

　ならばここが好機と、トイレに行くふりをしてパンツを返そうとしたのだが、そのときにはすでに洗濯物はすべて取り込まれてしまっていた。

　時間は無情にも過ぎていく。

　太陽はだいぶ西に傾いてしまった。

「もう少ししたらご飯できますよ！」

　先生の声に子供たちが喜びの声を上げる。

　そろそろ失礼しないとな。でもこのポケットに入ったパンツ、一体どうすれば！

「常つね村むらさんも食べていってくださいな」

「いやでも」

「先日のお礼と、今日きよう遊んでくれたお礼ですから。遠えん慮りよなさらないで」

「…………じゃあ、お言葉に甘えて」

　少しだけ猶ゆう予よができたぞ。なんとかして、どこかでパンツを返さなくては。

「まあまあ、みんな走り回って泥だらけじゃない。ご飯の前にお風呂に入ったら？」

　先生は集まってきた子供たちの頭を撫なでながら微ほほ笑えんだ。

　口々に「入るー！」と言う子供たち。この先生が親代わりだから、この子たちはこんなにも素直に育ってるんだな。

「お兄ちゃんもいっしょに入ろうぜ！」

　男の子が僕の手を引っ張ってきた。

「え？　いや、さすがにそれは」

「それがいいわ！　常つね村むらさんもたくさん汗かいたでしょう？」

　えっと、汗はかきましたけども。

「子供たちがみんなで入れるよう、お風呂も大きいので遠慮なさらずに入っていって？」

「でも、着替えとかないですし」

　せっかくお風呂をいただいても、なあ。汗でびっしょりの服をまた着てしまったんでは一緒だしなぁ。

「良りよう人とさま」

「しぐれさん」

「お着替えでしたら…………こちらに」

　男性物の服が出てきた。下着もだ。

　ゴスロリの袖そでから出てきた。なぜこんな物が。お兄さんの流りゆう星せいさんの物か？

「新品ですので、安心してください」

　そうですか、新品ですか。

「お兄ちゃん、早く行こうよ！」

　すべての問題がなくなったようだ。ならば仕方ない。

「すいません、いただきます」

　ぺこりと先生に頭を下げて、子供たちに手を引かれるままお風呂へと向かう。

　そこで気づく。

　これはチャンスだ。パンツを返すチャンスだ。

　だってそうだろ。脱衣所にパンツが落ちていたってなんの不思議もない。むしろ自然だ。

　よかったよかった。

　このまま持って帰っていたら本当に窃せつ盗とうだもんな。下着泥棒だもんな。ドロケイとか言ってるレベルじゃないもんな。本物に捕まってそう簡単に出られない場所に入れられてしまうところだった。

　いざ、お風呂へ。ってところで思ったけど、男の子と女の子、一緒でいいのだろうか。聞くところによると、まだ小学校に入ったばかりだというし、いいか。

　脱衣所に入る。たしかに広いな。五人で入っても余裕だ。まあ、うち四人が年とし端はもいかぬ子供たちだからってのもあるだろうけど。

　カゴが並んでいたり、洗面台がふたつあったり、大きな鏡があったり、体重計があったり、なんだか銭湯みたいだ。

　さて、と。

　すぽぽーんと華か麗れいに服を脱いでいく子供たちを横目に、僕はあえてゆっくり服を脱ぐ。

　僕がパンツ一枚になったところで、子供たちはお風呂に入っていった。

　よし！　いまだ！

　脱いだズボンのポケットから、ひなのちゃんのしましまパンツを取りだす。さて、どこに置いておこうかな…………。

「良りよう人とさま？」

「は、はい！」

　しぐれさん？　やべっ！

　脱衣所の扉が開いていく！　僕の手には女性物のパンツ。そして僕はパンツ一丁。隠すところがない！

　ええい、仕方がない。もう、ここしかない！

　パンツ・イン・パンツ!!

　今日きよう、ボクサータイプのパンツをはいていてよかった。普通のトランクスだったら入れても落ちちゃうもんね！

「あっ、すみません。お返事があったので開けてもよろしいものかとばかり」

　扉を開けて僕の姿を見たしぐれさんが、慌あわてて背を向けた。

「いえいえ、男ですし！　大だい丈じよう夫ぶですよ！　えっと、なにか用ですか？」

「子供たちのお着替えをお持ちしました」

「ああ、ありがとうございます！」

　なるべくこちらを見ないようにしているしぐれさんから子供たちの服を受け取った。受け取りながら、しぐれさんの様子を窺うかがう。

　しぐれさんは恥ずかしそうにしている。ちらちらとこちらを見るだけだ。よかった、パンツはバレてなさそうだぞ。

「ごめんなさい、タオルかなにか巻けばよかったですね」

　しぐれさんがあまりにも恥ずかしそうにしてるから、なんだか悪い気がしてきた。

「いえ。良人さまなら…………。あの」

「はい？」

「このまえのお風呂では、湯気であまり見えませんでしたが…………立派なものをお持ちなのですね」

　言うだけ言って、しぐれさんはぱたぱたと小走りで行ってしまった。

　なんのこっちゃ。

　首を傾かしげながら、子供たちの服を洗面台に置く。

　と、目の前には大きな鏡。当然僕が映っている。

「ほああああああ！」

　鏡の中の自分を見てびっくりした。

　運動をしないから筋肉なんてない。

　外に出ないから日焼けもしていない。

　そんな貧相な僕の身体からだの一部がもっこりしていた。不自然なくらいにもっこりしていた。

　パンツ・イン・パンツのせいである。

　そ、そうか…………女性がブラジャーにパッドを入れるのはこんな感覚なのか。なんていうか、こう……男としての格が上がったような錯さつ覚かく。

「おおぉ」

　って、こんなことしてる場合じゃねえ。なにポーズとってんだ僕は。しぐれさんは勘かん違ちがいしてくれたからいいけど、いつまでも鏡の前で、もっこりしてる自分を見てる場合じゃねえだろ。

　パンツからパンツを取りだす。そしてカゴの下へと滑すべり込ませた。

　完かん璧ぺきだ。あとは僕が帰ったあとで、誰だれかが発見すればいい。一番いいのはひなのちゃん本人が見つけることだけど、申し訳ないがそこまでは面倒見切れない。ひなのちゃんの運命に委ゆだねた！

　さあ、これで心置きなく汗を流せる。

　お風呂に入る前に清せい廉れん潔けつ白ぱくな身になっちゃったけどね。なんちゃって。

　では、僕もいただくとしよう。

　相手は子供とはいえ、一人で入るわけではないので、腰にタオルを巻く。

　浴室のドアを開けたら湯気がむわっと噴きだした。

　子供たちが騒さわいでいる。場所が場所ということもあり、声が反はん響きようして大騒ぎだ。

「こら、はしゃがないの！　どうしたの今日きようは」

　ん？　子供たちの声じゃないぞ。

　この、少女の声は…………。

「お姉ちゃんの洗うのが終わったらやってあげるから、おとなしく待ってて」

　うわ！　ひ、ひなのちゃん…………。

　でもよかった、背中をこっちに向けているので、まだこっちに気づいてないみたい。バレると厄やつ介かいだ。ここは静かに退散…………。

「お兄ちゃん！　水鉄砲やろーぜ!!」

　うわ、うわ！　いま僕に話しかけるな！

「お兄ちゃん…………？」

　ゆっくりと顔を上げ、こちらを見るひなのちゃん。

「きゃああああああ！」

　目が合った瞬しゆん間かん、身体からだを隠すように丸まりながら悲鳴を上げた！

「ち、ちが！　ひなのちゃんが入ってるとは思わなくて！」

「きゃああああああああああああああ！」

「いや、その！　ごめっ！　なんでここに!?」

　気づかなかったぞ。脱衣所にひなのちゃんの服あったか？　人の脱いだ服なんて注意して見ないからなぁ。

「晩ご飯の準備が一通り済んだから、先に入っちゃおうと思って」

「そ、そうか。ははは。あ、あれだな！　子供たちの面倒をしっかり見てあげてるんだな、偉えらいな、ひなのちゃんは！」

　そういうことじゃないだろ自分！　慌あわててヨイショしたところで許されることじゃないだろ！

　と思ったら。

「そっか。そういうことか」

　急に落ち着きを取り戻し、すっと立ち上がるひなのちゃん。

　白い肌はだに張り付く濡ぬれた髪。

　ふたつに割れた小振りなおしりは丸見えである。

　恥ずかしそうに手や腕で自身の身体を隠しながら、ゆっくりとこちらへと振り返る。

　後ろ姿ではなく、色々と、見えちゃいけない部分の多い、まだ中学生の少女の身体の正面が、こちらに向けられた！

　隠しているといっても、腕や手で隠せる領域なんてごくわずか。本当に見えちゃいけないところがかろうじて隠れるレベル。

　腕と手を使ってうまく先端を隠してはいる胸だって、上も、横も、下も、やわらかそうなのがはみでている。

　きれいなお腹なかを舐なめるように視線を下ろしていけば、かわいいおへそ。

　そして、おへその下のやはりきれいな肌。手で隠されているのは、まさにギリギリのライン。おへその位置と、手で隠されている場所の距離から察するに、本当にギリギリのライン。あと少しでも手を下げたら見えてしまう。

　旅をしたい。おへそからあそこまで延びる長い道を、ロマン溢あふれるシルクロードを、この指で優やさしく辿たどりたい。きっと、くすぐったくて耐えきれなくなったひなのちゃんから、かわいい神の声を聴きけるだろう。吐息とともに漏もれるその声に、旅人は元気になるのだろう。

　思考を悠ゆう久きゆうの彼方かなたへとトリップさせながらも、なんとか僕は言葉をひねりだす。

「な、なにを…………」

　ひなのちゃんの顔が赤い。お風呂に入っていたせいか。それとも、恥ずかしいからか。どっちもだと思う！

「ひなちゃんの生い立ちを黙だまっててあげる代わりにってことですか？　バラされたくなかったらって、そういうことですか？」

「あ、あのひなのちゃん？　なにを言ってるんでしょうか？」

「…………せ、せんぱいが相手なら、いいよ。でも、ひとつだけお願い。…………この子たちがいないときにして」

「落ち着けって！」

「せんぱいのえっち」

「ぐっ…………」

　ほぼ裸はだかのひなのちゃんが僕を見る。その横には、こちらの様子を窺うかがっている子供たち。

　これは、いかん。

「ご、ごめんなさああああああああああああああい!!」


──　ＴＨＥ　ＥＳＣＡＰＥ　２ｎｄ──






　二度あることは三度あるって？　誰だれがそんなこと言った。何度も何度もあってたまるか。

「失礼します」

　僕はきちんとノックをしてから、ひなのちゃんの部屋へと足を踏ふみ入れた。ちょうど着替え中で、「きゃあああ」なんていう三度目はない。

　風呂場から逃げだしたあと、ひなのちゃんが出たことを確認してから改めてお風呂をいただいて、晩ご飯もご馳ち走そうになった。料理は先生としぐれさんとひなのちゃんの合作と言っていたけど、めちゃくちゃおいしかった。お世せ辞じではなく、裸を見てしまった罪悪感からでもなく、本気でおいしかった。

　子供たちをしぐれさんに任せ、僕は後片付けを手伝った。これくらいはさせてくださいと粘ねばって勝ち取ったお手伝いだ。

　同じく後片付けを手伝っていたひなのちゃんとは、このとき一言も交わさなかった。目も合わせてくれなかった。

　怒っているのか、無視されているのか。なんとなく、心ここにあらずって感じもしたけど。

　どちらにしろ謝らなくてはいけない。

　そう思った僕はひなのちゃんの部屋を訪れたわけだ。

　子供が相手だったわけじゃあない。もう中学三年生なんだから、そりゃあ男に裸見られたら、ね。いや、年齢じゃないよな、こういうのは。事故とはいえ、謝らなければ。誠心誠意謝罪をしなくては。

　ひなのちゃんの部屋は一人部屋だった。

　まだ小さい子供たちには団体行動を身につけさせるため、二人一組の部屋を使わせているらしいが、ひなのちゃんは年とし頃ごろの女の子ということもあり、個室が割り振られているとのこと。

「本当に子供たちのいないときに来たんですか？」

　部屋へ一歩入った僕へ、ひなのちゃんの言葉のパンチが！

「いやっ、違うって！」

「違うんですか？」

「僕はバラすつもりなんかないし、それを利用してひなのちゃんをどうこうしようだなんてこれっぽっちも思ってないから！」

「本当ですか？」

　僕を疑う目。かなりお怒りか。

「さっきはごめんなさい」

　素直に深々と頭を下げた。

　しろと言われれば土ど下げ座ざだってする覚悟はある。舐なめろと言われれば足を舐める覚悟もある。ただし、それはご褒ほう美びになってしまう可能性も秘めている。

「もうっ、せんぱいったらしょうがないんだから！」

　なんて思っていたら、うってかわって明るい口調になったひなのちゃん。よかった、許してくれるのかな。

「べつに本気で怒ってはないですよ？　でも、本当に恥ずかしかったんですからね？　せんぱいの顔を見れないくらい恥ずかしかったんですからね？」

　その割には大だい胆たんな行動をしていたような気がしますが。女は度胸、男は甲か斐い性しようってやつですか。ひなのちゃんを幸せにしてあげられるだけの甲斐性なんて僕にはたぶんないぞ。

「「……………………」」

　沈ちん黙もく。お見合い。

　思わず目をそらす。

　全ぜん裸らを見てしまったあとだからなんか恥ずかしいんだよな。先ほどの光景を思いだしてしまうというか、脳みそが勝手に再生してしまうというか、いまはもちろん服を着ているひなのちゃんだけど、その下を想像してしまうというか。

　逃がした視線の先にはＣＤラックがあった。さすがアイドルを目指していただけのことはある。大量のＣＤが並んでいる。

　そこで気づいた。

「あれ、これって」

　ラックに収められているＣＤは、書しよ籍せきで言うところの背表紙しか見えない状態になっているのだが、どうにも見覚えのある物がたくさん並んでいる。

「せ、せんぱいっ、女の子の部屋をあんまりじろじろ見るのはよくないですよ!?」

「これ、音おと無なしさんのＣＤだよね？　あ、こっちも。っていうかこの辺りの全部そうだ」

「う、うぅ…………」

　音無まどか名義で出した物だけでなく、キャラソンとして出したＣＤまでほとんどすべてを網もう羅らしている。

「せんぱい…………そこだけ見てよく分かりましたね」

　まあ、僕も大ファンだからね。僕も全部持ってるしね。

「ひなのちゃん、もしかして……なんだかんだ言って、音無さんのこと好きなの？」

「なっ！　ち、違いますっ。嫌いです！　好きなんかじゃないです。これは、その……研究です！」

「一人前のアイドルになるための？」

「そうですっ」

「音無さんみたいな？」

「そうで────違いますっ」

　惜しい！　もう少しだった。

　よくよく考えてみれば、そうか。

　なんでまずそこに気づかなかったんだろう。

　音無さんに送ってきたあの手紙。同封されていたファンクラブの会員証。あれを持っていたってことは、ひなのちゃんは音無さんのファンクラブに入っていたってことだ。

　しかも、会員番号は僕と同じくらいだったな。ずいぶん前から音無さんのファンだったことになる。

　なんだよ。仲間だったんじゃないか。同志だったんじゃないか。

「ひなのちゃん」

「な、なんですかっ」

「どうして、音無さんのことが嫌いなの？」

　質問の仕方を変えてみた。

「…………嫌いだからです」

　答えになっていない答えが返ってきた。

「こんなにＣＤ持ってるのに？」

「研究です」

　本当に研究なら、まんべんなく、色んな人の曲を聴きくだろう。でもここにあるＣＤたちはあまりにも偏かたよってるよね。

「今日きよう、僕がここに来たとき、子供たちの前で歌ってたのって、音おと無なしさんの曲だったよね？」

「あれは…………みんなが聞きたいって言ったから」

　歌詞まで完かん璧ぺきに覚えて、アカペラで歌えて、よっぽど好きなんだな。ひなのちゃんを見ていてなんとなくそう思った。

　だから、僕はもっとひなのちゃんのことを知りたくなった。

「この前ね、音無さんに一通の手紙が届いたんだ」

　ぴくり、とひなのちゃんが反応した。

「ファンクラブの会員証が同封されててね。ファンをやめますってことなんだろうけど。正直、酷ひどい内容だったよ」

「…………そういうのって、事務所の人が本人に渡らないようにするもんなんじゃないんですか？」

「まあ、色々あってね。音無さん読んじゃったんだ」

　主に僕のミスなんだけども。

「まどかせんぱい、どうでした？　悔くやしがってました？」

「うん、すごく。すごく悲しそうだった」

「いい気味です」

　なんて言いながらも、ひなのちゃんの顔は暗い。

「なんでそんなに、音無さんと張り合うの？」

　僕と一緒にいるときはすごくいい子じゃん。面倒見が良くて、しっかりもののかわいい女の子じゃん。

　なのに、どうして音無さんに対してだけはそうなのか。

　ラックの前に立つ僕の横に並んで、ひなのちゃんはＣＤのケースを指でなぞりながら話し始める。

「きっと、その手紙を送ってきた女の子は音無まどかに憧あこがれていたんです」

　…………女の子、とは言ってないんだけどな。まあ、たぶん女の子なんだろうな。なかなか素直になれない、かわいい女の子なんだろう。

「ようやく同じステージに立てるチャンスがやってきて、グランプリの結果が出る前から事務所の人に声をかけてもらってて…………でも、そんなときに、音無まどかの悪い噂うわさが耳に入ってきて」

　ああ、写真が出ちゃった件か。

「…………最初は、たまたま二人になったところを撮られただけとか、普通にご飯行っただけとか思ったんですけど、流りゆう星せいせんぱいが主演の映画を降りることになったって聞いて」

　あー、一般に公開はされてないけど、やっぱり業界内では噂になってたか。しょうがないよな。そうそうあることじゃないしな。

「ネットに書かれていたような噂うわさは本当なのかもって思って」

　それで、あのテレビでのライバル宣言か。

　ショックだったんだろうな。信じていたものに裏切られた気分だったんだろうな。そういう風に考えてしまうのは、分からなくもない。

「ひなのちゃん、あのことは…………」

「はい、分かってます。さっきしぐれせんぱいに聞きました」

　そっか、しぐれさんもお兄さんの流りゆう星せいさんに聞いてたのかな。

「でも、真実なんてどうでもいいんです」

　ひなのちゃんの瞳ひとみが僕を捉とらえている。力強い視線を感じる。

「アイドルって、みんなに夢を与える仕事ですよね。真実はどうあれ、たくさんのファンを裏切るようなことになってしまったのは事実です。それってどうなんですかっ!?」

「ど、どうって、べつに…………」

「せんぱいは……アイドルの恋愛についてどう考えていますか」

　普段会話をしているときと同じ声。でも、いつものようなかわいいイメージはない。冷たく、重く、のしかかる。

　ちゃんと答えなくちゃ。変に合わせるんじゃなくて、僕は、僕の考えの通りに。

「いいと思うよ」
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　自分でもびっくりするくらい、すんなり答えが出た。

　もし、音おと無なしさんに彼氏ができたら。嫌いやは嫌かもしれない。ショックは受けると思う。でも、それ以上に僕は音無さんを大事にしたいと思ってるから。それで彼女が幸せになれるなら、応援してあげたいって思うよ。

「ひなちゃんはそうは思いません」

　対して、ひなのちゃんもきっぱりと言い切った。僕の目を見ながら、はっきりと強い口調で自分の考えを伝えてきた。

「このお仕事は人に夢を与えるお仕事です。たとえそれが押しつけられた理想だったとしても、責任を持って叶かなえてあげる義務がある。ひなちゃんは、オーディションを受けるときにそう決めましたから」

　そうか、音無さんに強くあたるのは、そういう理由か。

　ひなのちゃんは間違いなく音無さんのことが好きだ。きっと僕と同じくらい……いや、それ以上かも。彼女に憧あこがれて業界に入ろうと思うくらいだもの。

　だからこそ、許せないのかも。

　憧れが強すぎたから。

　音無さんは、人にそういう夢を見させてしまうほどの人だから。

　好きだけど嫌い。嫌いだけど好き。好きだから……嫌い。

　きっとひなのちゃんは、そういうことなんだ。

　なら、僕からひなのちゃんに言うことはない。

「そっか」

「なにも言わないんですか？　せんぱい」

「うーん…………じゃあ、ひとつだけ。音無さん、手紙をくれた女の子のこと、許してたよ。許すだけじゃなく、受け入れてた」

「……………………そう、ですか」

「ついでに言うと…………僕も、音無さんと同じかな。その女の子のことを受け入れようと思う」

　僕は、ひなのちゃんの考えを否定したりはしない。僕だって音無さんのファンだったからね。普通の女の子の音無まどかを知らなかったら、僕もひなのちゃんと同じように考えたかもしれない。

　夢を見せてくれたのなら、どうか夢のままで。憧れは憧れのままで。理想を体現し続けてほしい。そう考えただろう。

　ひなのちゃんの気持ちが、すごくよく分かっちゃうんだよな。

　だけど、僕は知ってるんだ。知っちゃってるんだ。

　どんなにすごい人だって、悩むことはある。落ち込むことはある。いつどんなときでも笑顔で、みんなの思い描えがく通りの人間でなんて、いられるわけがない。

　音おと無なしさんの抱かかえる現実のつらさを僕は知っちゃってるんだ。

「よし、じゃあこの話はもう終わりだ」

　僕は、ひなのちゃんに無理に分かってもらおうとは思わない。ひなのちゃんはひなのちゃんでいいと思う。むしろ、それくらいの気き概がいがあった方がいいかも。業界には、いけないことを考える男の人もいるだろうからね。

　話題を変えるために、僕は改めてラックを眺ながめる。

「いやー、でもすごいね。よくここまで集めたもんだ」

「…………せんぱい、一応言っておきますけど」

「ん？」

「まどかせんぱいに、ひなちゃんがまどかせんぱいのＣＤをたくさん持ってることとか、秘密ですからね？」

「了解了解」

　べつにそれくらい、いいじゃんと思うけど。本人がイヤって言うなら黙だまってるけどさ。

「お、ひなのちゃん！　このＣＤ限定版で持ってるんだ！　さすがだね！」

　音無さんがまだそんなに有名じゃなかった頃ころの一枚だ。作った数が少なかったせいもあり、いま手に入れようとするとそれなりのお金が羽を生やして飛んでいく。

「まったくメーワクな話ですよねっ？　これ買うためにわざわざ学校からお店に直行したんですよ？」

「ははは」

「ランドセルしょったままですよっ？」

「あ、そうか！　このときひなのちゃんはまだ小学生か」

「でもこれ聴きいて、年会費を払えるようになったらファンクラブに入ろうって思ったんです。もうホント、特典のＰＶがすごくて」

　入会のお知らせが歌詞カードに挟はさまってるもんね。あれずるいよね。入りたくなっちゃうんだもん。

「それで、幼き頃のひなのちゃんは音無さんのようになりたいって思ったんだ？」

「そうで────違いますっ」

　ああ、惜しい！　またしても！

「ひなちゃんの持ってるのがまどかせんぱいのＣＤばかりなのも、お小こ遣づかいが足りなくてまどかせんぱいのしか買えなかったからなんですよ？　当時一緒にここで生活してたみんなと聴くからって言って先生にお金出してもらったり、大変だったんですからっ！」

　大おお慌あわてでまくし立てるひなのちゃん。もう認めちゃえばいいのに。

　だってそれって、逆に言えば、そうまでしてでも音無さんのＣＤだけは欲しかったってことでしょ。

「うー。あ、そうそう、これを買うときなんか…………」

　ひなのちゃんが手を伸ばす。

　僕の左側に立っていたひなのちゃんが、左手を伸ばした。右手で取った方が近いのに、左手を伸ばしたのだ。

　胸がぶつかりそうになるくらい近づいてきて、少しドキっとしてしまった。そんなつもりもないのに視線が胸にいってしまうのは思春期男子だからってことで許してほしい。お願いです、許してください。

　そういえば、つい先日、音おと無なしさんも消しゴムを取るときに同じようにしてたな。

「せんぱいっ、いま、ひなちゃんのこと意識したでしょぉ？」

「い、いやっ」

　しまった、見抜かれた！

「あえて遠い方の手で取ることによって、胸元を強調しながら相手に近づく。基本的なモテテクですよ？」

　そ、そうだったのか。基本だったのか。モテテク？

「せんぱい簡単すぎ！　みーんなせんぱいみたいだったらいいのになー」

　くっ、どうせ僕は単純ですよ！

　ようやく見えた笑顔。がんばってひねりだしましたっていう笑顔だったけど、これから先、仕事をしていく上で必要な笑顔かもね。

　ひなのちゃんは「あはは」と笑って。

「でも、ちょっと心配。かわいい女の子に言い寄られたら、言っちゃいけない情報とか、ポロっと漏もらしちゃいそう」

「そ、そんなことしないって！」

「ひなちゃんも最初はね、あわよくばせんぱいからまどかせんぱいの秘密でも聞きだせたらなぁって思ってたんですけど」

　な、なんですと。

　スタッフさんにぶりっこを使うのは分かる。仕事を円えん滑かつに進めるためには、イメージはいい方がいい。ただ、ひなのちゃんはスタッフさんだけじゃなく、彼女の仕事にまったく関係がなくて、ファンというわけでもなかった僕にまでぶりっこを使っていた。

　そういうことだったのか。

「でも、せんぱいすごく優やさしいから。なんだかこっちが罪悪感」

「ははは…………大だい丈じよう夫ぶ、一応僕も業界で仕事させてもらって、言っちゃいけないこととか、なんとなくはわきまえてるつもりだから」

「ほんとーですか？」

「本当だって」

「お願い…………せんぱいの知ってること、全部ひなちゃんに教えてください」

　よし、教えてしんぜよう。

「実は音おと無なしさんってね…………」

「あははっ、言っちゃうんだ！」

　そんなに甘い声で誤解しそうなこと言われたら、ねえ？　男だったら誰だれだって、ねえ？　夕暮れの誰もいない教室で、机に体重を預けながら服の端はしっこを引っ張ってくるところまで想像しちゃったぞ！

「音無さんの秘密、知りたい？」

「知りたくないです！　でも、後学のために！」

　知りたいんじゃねえかよ！

「ひなのちゃんだから特別だぞ？」

「うんうん！」

　ひなのちゃんの目がキラキラ光っている！

「音無さんはね、ツッコまれるのが好きなんだよ」

「ええっ!?　そうなんですか！」

　そこまで驚おどろくことかな。ラジオ聴きいてる人にはなんとなく伝わってるんじゃないかと思ってたんだけど。っていうか、もう秘密でもなんでもないと思うけど。

「そうだよ。だからいつも僕がツッコんであげてるんだ。とくに、ラジオのときはガンガンいくね」

「収録中にガンガンいくんですか!?　た、たしかにラジオは映像がないですもんね」

「今度また一緒にラジオをやる機会があったら、ひなのちゃんにもガンガンツッコむからね」

「えぇ!?　あ、あの……ひなちゃんは、その…………まだ経験がないといいますか」

　どんどん声が小さくなっていく。なにか恥ずかしいことでもあるのかな。

　すぐ隣となりにいてなんとか聞き取れるくらいの声で、ひなのちゃんは言葉を続ける。

「話に聞いたことくらいしかなくて…………やっぱり、その、気持ちいいんですか？」

「そりゃもちろん。めちゃくちゃ気持ちいいよ」

　むしろ、ボケをスルーされることが恐こわい。頼むからツッコんでくれ！　って思う。

「音無さんといるときはツッコんでばっかりだけど、僕も普段は友達にツッコまれたりするしね」

「と、ととと友達!?　え……せんぱいって男の人ですよね？」

「ん？　そうだけど。性別関係ある？」

「性別関係ないんですか!?　あの、お友達も、男の人、なんですか？」

「っていうか、基本、男かな」

「相手は基本男なんですか!?」

　女子の知り合いがほとんどいないもんで。ちくしょう。

「みなさん…………すごいんですね」

　バカにされているのだろうか。なにをそんなにショックを受けてるんだ。女の子の友達がいっぱいいるやつなんて、クラスに数人いるかどうかだろ。圧倒的に少数派だろ。全国的に見てもそんなもんだろ。僕はそう信じてるぞ。

「ためになる話、ありがとございますっ。ひなちゃんも覚悟だけはしておこうと思います」

　覚悟？　勇気を持ってボケる覚悟ってことか？　べつにそんなに気合いを入れなくてもいいと思うけど。

「せんぱいっ、よかったらメアド交換しませんか？　これからも、なにかあったらせんぱいに相談したいんでっ」

「ん？　もちろんいいよ。僕なんかあてにならないと思うけどね…………って、まだなにか聞きだそうとしてる？」

「あ、バレちゃいました？　えへへ」

　ひなのちゃんのメアドと電話番号をゲットした！　なんかこれだけで勝ち組の気分だ！

　いままで電話帳に女の子の名前なんてなかったのに。あ、家族はもちろん除いて。しかも、音おと無なしさん、しぐれさん、ひなのちゃんだぞ。絶対に落としたり、なくしたりしないように気をつけなくちゃ。

「せんぱいって、本当に優やさしいんですね」

「そんなことないよ」

「そうですね」

「そこは否定してくれないかな!?」

「せんぱーい、勘かん違ちがいしないでくださいね？　ひなちゃんは、このお仕事を続けていく限り、男の人を好きになったりはしませんからね？」

「はいはい、しないよ勘違いなんて」

　言われなくても分かってるわ。そのぶりっこは誰だれに対してでもやるんでしょ。どんなときでもかわいくってのがひなのちゃんの理想とするアイドル像なんだよね。

「ひなちゃんは、ひなちゃんを応援してくれる人たちみんなを等しく愛するんです」

「うん、がんばれ」

「まあ…………その前に、ひなちゃんを好きになってもらわないといけないんですけどね」

　急にひなのちゃんはうつむいて、僕にではなく、自分に言葉をかける。

「なれるかな、ひなちゃんも。みんなに好きになってもらえるかな」

　誰みたいに、とはさすがに言わなかった。でも、彼女の憧あこがれはきっと、僕もよく知っている姿をしているのだろう。

　だから僕は言う。あえて言葉にする。

「なれるさ」

　ひなのちゃんに宛あてた言葉は、自分自身に跳はね返ってくる。

「きっと、なれるよ」

　僕もなれるのかな。

　音おと無なしさんは音無さんで、ひなのちゃんはひなのちゃんで、僕は僕で。それぞれスタイルは違うかもしれないけど、目指すところは同じなのかもしれない。

　とくにひなのちゃんと僕は同じなんだ。音無さんに憧あこがれて、彼女のようになりたいと考える仲間なんだ。

　ひとつだけ違うのは、ひなのちゃんはもう追いかけ始めているということ。自分の考えで、スタイルを決めて、走り始めたんだ。

　ただ羨せん望ぼうの眼まな差ざしで見ているだけの僕とは違う。流されるままにやっているだけの僕とは違う。

「難しいです。ほんとーに。どうすればいいのか分からなくなるくらい」

　きっとひなのちゃんはいま、理想と現実の狭はざ間まにいるんだ。アイドルとしてやっていく覚悟を決めて臨のぞんだにもかかわらず、この前のイベントのような厳しい現実をつきつけられて。

　自分を殺してでも誰だれかのために、っていう美しい自己犠ぎ牲せい。その考えは、若さ故ゆえかもしれない。みんなの夢を預かるお仕事だから、余計にそう考えてしまうのかも。

　とてもつらいこと。

　でも、それもひなのちゃんの魅み力りよくのひとつなのかもな。

　惹ひかれるという字は若い心と書く。ひなのちゃんの若さや青さが、人を惹きつけて、引っ張っていくことだってもちろんあると思うんだ。少なくとも、僕の目からはまぶしいほどに輝いて見える。

　ぜひとも、いまのひなのちゃんを貫つらぬいてがんばってほしい。音無さんとは違うスタイルで、僕に似てるひなのちゃんだからこそ、いまの考えのままでどこまで行けるのか、見せてほしいんだ。

　今後も色々大変なことはたくさんあるだろうし、業界で生き残っていくのはとても難しいことだと思う。全員横一線に並んで、手を繫つないで仲良くやっていくなんて無理なのは分かってる。少しずつ誰かがどこかで脱落していって、新しい人が挑戦してくる。

　だからこそ、僕は思う。

　願わくば……音無さんも、しぐれさんも、ひなのちゃんも、ずっとずっと第一線で輝き続けてほしいな。

「良りよう人とさま？」

　おっと、部屋をノックする音とともにしぐれさんの声が聞こえてきた。

「良りよう人とさま、こちらにいらっしゃいますか？」

「あ、はい！」

　返事してから、ひなのちゃんを見る。すると「どうぞ」と代わりに外へ声をかけてくれた。

「良人さま、そろそろ時間も遅いですし」

　む、もうそんな時間か。

「そうですね。帰りましょうか」

「子供たちには泊まっていってほしいと言っていただけましたが、わたくしも明日あしたはお仕事なので」

「さすがに、そこまで迷めい惑わくはかけられないですしね」

「ひなちゃんさまとも、もっと遊びたかったですわ」

　どうやらしぐれさんはひなのちゃんがずいぶん気に入ったらしい。

「あはは、そうですね。ひなちゃんもしぐれせんぱいともっとお話ししたかったですっ」

「遊ぶための玩具おもちやもたくさんご用意してありましたのに。名残なごり惜しいですわ」

　あの、それって子供も遊べる健全な玩具ですよね？　しぐれさんならなにを持っていても不思議じゃないから困る。

「あ、あはは…………なんかひなちゃん、身の危険を感じるんだけど」

　どうやらひなのちゃんにも虫の知らせが訪れたらしい。

　それはそれとして、二人で玩具で遊ぶときはぜひ僕も誘さそってほしい。横で見ているだけで構わないから！

「しぐれさん、じゃあ行きましょうか」

「はい」

　ひなのちゃんの部屋から出て、玄関へと歩いて行く。その途中で子供たちが集まってきて、先生も顔を出してくれた。

　また遊びに来ますと約束をした。僕なんかでよければ、って。

「あ、そうだ」

　外に出てからひとつ思いだした。

「ひなのちゃん、コミケのイベントって本当にやるの？」

　ラジオの収録中に勢いで言ってたやつ。音おと無なしさんのイベントにぶつけてお客さんを奪うばっちゃおう作戦第二弾だ。

「はい！　事務所の人ががんばってくれたみたいで。言っちゃったからには、やらないとなーって」

　後に引けなくなってるのかな。

「僕もたぶんコミケには遊びに行くと思うから。見に行くよ」

「本当ですか!?　やったあ、ひなちゃんがんばりますね！」

　ちょっぴり心配だしね。

　この前のアキバでのイベントは、あまりお客さんを集められてなかったもんな。

　ひなのちゃんも色々と悩んでいるみたいだし。

　僕になにかできるってわけでもないけど、せめて歓声くらいは送ろうかなって。

　自転車にまたがって、子供たちにばいばい。先生には晩ご飯のお礼。

　今日きようは来て本当によかった。

　とっても有意義な一日だったよ。

　別れを惜しむ子供たちをひなのちゃんに任せて、僕は足に力を入れた。

　行きと同じようにしぐれさんを後ろに乗せて、自転車は走りだした。

「良りよう人とさま」

「はい？」

　いくらか暑さの落ち着いた夜の街を走る。

　風の流れに逆らって、しぐれさんの声が伝わってきた。

「良人さまはお優やさしいですね」

「ははは、人がいいだけですよ」

　つい先日、音おと無なしさんにそう言われたよ。
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　太陽さん、朝から張り切りすぎ。

　いくら夏だからって、昇ってきた瞬しゆん間かんからテンションマックスでなくてもいいんですよ。

　考えてもみてよ。修学旅行のときとか、前日の夜にはしゃぎすぎたせいで、朝はみんなすっごいテンション低いじゃん。そんな中に一人だけ朝っぱらからテンション高いやつがいてごらんよ。すっごいうざい。

　今日きようの太陽は、あんな感じだよ。

　コンクリートに反射する熱を浴びながらしょうもないことを考える。

　僕はいま友人たちとコミックマーケット、略してコミケに来ている。

　会場には早朝に到着して、現在は長い長い行列に並んでいるのだ。

　ちなみに今日は八月十五日。お盆である。

　結局、あの夏祭り以降、音おと無なしさんと会う時間を作ることができず、手を握れないままである。

　ということは、だ。源げん太たさんとの賭かけは僕の負けか？

　いやいや、そもそもあの賭け自体、どうなんだってことだったしな。だって、源太さんにばっかり都合がいい内容だったんだもん。あんなん無効だよ、無効。今度、源太さんに会ったら、そう言ってやろうっと。

　うざいくらいに照りつけてくる太陽を睨にらみながら、僕はそう決意した。

　…………さて、やることがない。

　今日購入予定の物はすべて確認し終えたし、スマホやゲーム機は電池の残量を考えたらあまり弄いじれない。

　じゃあどうする。

　心を無にしてひたすら並ぶしかない。

　これが、コミケは苦行だと言われる所以ゆえんだ。修行であり、荒行であり、試練なのだ。普段運動不足で体力のない、太陽の光をあまり浴びてない者たちが、ちょっと動けば隣となりの人と肩がぶつかりそうな人ひと混ごみの中、炎天下にただただ立ち尽くすという、年に一回行われる夏の風物詩だ。

　ちなみにコミケは冬にもあって、そっちはそっちでまた別の試練が僕たちを襲おそうわけだが……。

　ではなぜ、世のオタクたちはこの試練に臨のぞむのか。

　コミケとは、国内最大規模の同人誌即売会のことである。

　同人誌とは、ある特定の作品を好きな人たちが集まって作った二次創作の本のことを指すが、最近は同人誌の中でもオリジナルと呼ばれる物があったりと多種多様である。マンガに限らず、ゲームやＣＤ、グッズなんかもあったりするしね。

　要は、愛のカタチなのだ。

　好きな物を好きな人が好きなように表現し、同じ物を好きな人と分かち合う。それがこのイベントだ。

　作った人と直接会えるってのも大きいんだよな。プロアマ問わず、普段会うことのできないような人たちと作品についての話ができる。好きですってことを伝えることができる。

　出店する側の人たちは、そういう人たちの言葉でやる気が出るし、直じかに感謝の言葉を伝えることができる。なんという好こう循じゆん環かんなのだろうか。

　コミケでは、買い物に来た人たちを『客』とは言わない。出店する側の人も、スタッフも、買い物に来た人も、みんな総じて『参加者』という言いかたをする。一緒にお祭りを盛り上げる参加者なのだ。

　我が物顔で好き勝手していい人なんて、この会場にいてはいけないのだ。

　年々規模が大きくなって色々問題も増えてきてるらしいけど、最低限のマナーとモラルを守ってこのお祭りを楽しんでほしいね。いち、ファンとして。

「おい良りよう人と、水飲んどけ」

「ん。そうだな」

　隣となりに並ぶ友人の高たか見み沢ざわに忠告をいただいた。

　熱中症、脱水症状は危険だ。まだ平気だと思っていても、定期的に水を飲まなければ。大だい丈じよう夫ぶ、飲んだ水はすべて汗で流れる。トイレが近くなることなんてあまりない。

　そもそも、そんなところで意地をはってスタッフさんに迷めい惑わくをかけるのが一番ダメなんだ。コミケのスタッフさんはみんな有志で集まってくれている人たちばかりだからね。

　すでにぬるくなった水をごくりと飲む。

　もうそろそろ開場だな。

「あ、そうだ。帰りの集合時間と場所はどうする？」

　美少女の描えがかれた扇せん子すでぱたぱたと扇あおぎながら高見沢が言った。

　会場内ではケータイが繫つながらないことが多い。みんなが一いつ斉せいにケータイを使ってパンクするからだ。あらかじめ集合する時間と場所を決めておかなければ、この広い会場で集まるのはなかなかに大変なことなのである。

　なので、毎回場所と時間は始まる前に決めているのだが。

　今日きよう、僕はちょっと…………。

「先、帰っていいよ」

「なんだ、そうなのか？　音おと無なしさんのステージ見に行くんだろ？」

「うん、そのあとひな…………木こ立だち陽ひ菜な乃ののステージも見ていくからさ」

「木立陽菜乃…………？　ああ、あの音無さんにケンカ売ってた新人の娘こか」

　よくチェックしてんな、おまえも。

　ひなのちゃんに見に行くって約束したしね。音無さんのイベントは最初から見るつもりだったけど。

「なんだ良りよう人と、興味あるのか」

「んー、まあ……ね」

「そういえばおまえ、ラジオのときに会ってるんだよな？」

「ああ、うん」

　聴きいてたか。

　僕をというよりも音おと無なしさんをってことだろうけど、それでもうれしい。

　ラジオに出ることになった当初は恥ずかしさが勝まさってたけど、最近では素直にうれしい、ありがたい、と思えるようになってきた。

「どうだった、実物はかわいかったか」

「むっちゃかわいかった」

「ぶん殴なぐってやろうか」

「なんで急に!?」

「今日きようがコミケでなければヤっていたところだ。残念だが、今日は体力を温存しておかなくてはいけないからな」

　ありがとうコミケ！

「みんなは興味ない？」

　高たか見み沢ざわの後ろに並んでいる、メガネの天あま池ちに尋たずねてみた。

　たしかこいつって…………と思っていたら、高見沢が僕の言葉を代弁してくれた。

「おう天池、おまえロリコンだからああいうの好きなんじゃないか？」

「失敬な！　ロリコンなどではない。たまたま好きになるのが小さい女の子ってだけだ！」

　それを世間一般ではロリコンと言うのではないだろうか…………。

「だいたい、木こ立だち陽ひ菜な乃のはもう大きいじゃないか」

　中学生だぞ。

　大きい……のか？

　まあいいや。こいつはちょっと病やんでる。

「久く住ずみは？」

　僕の後ろに並ぶ猿さる顔がおの友人に尋ねてみる。

「姉キャラ以外認めない」

　そうだった、こいつも病気だった。

　いや待てよ。

「僕は……木立陽菜乃は意外と姉キャラのような気がするけど」

　子供たちに慕われてたしな。まあ、あのことは公表するつもりがないらしいから、メディアでだけ見てる人たちにはイメージ湧わかないかもしれないけど。

「ふむ。ロリ姉あねか」

　ははは、ロリ姉あねってなんだよ。

　相反する要素が混ざり合って意味が分からなくなってるじゃん。

　そんなもん────。

「なくはないな」

「なくはないんだ!?」

「が、いまいちまだ把は握あくできていない。普通の新人の娘こというか……グランプリを獲とってるからインパクトはあるはずなんだけど、なんかまだ足りないというか」

　ほうほう。これは貴重な意見かもしれん。

　心の中で頷うなずいていると、高たか見み沢ざわも同じ考えだったらしく口を挟はさんできた。

「それはあるな。まだまだあか抜けてないというか、たくさんいる中の一人でしかないんだよな」

　突き抜けるなにかが必要、ということか。

「あ、でもこの前のラジオで音おと無なしさんとやり合ってたのは結構おもしろかったな」

　高見沢の言葉に、天あま池ちと久く住ずみが同意した。

　なるほど、あれはウケてたのか。

　キャラ作り的にはあれで正解だったのか。

　そもそも役者にキャラクターを求めるなという声ももっともだと思うが、ラジオなどのフリートークのお仕事も多いこの業界、こういう意見があるのなら応こたえなくてはいけないと考えるのも道のひとつだ。

　演技ではなく、「音無まどかと口げんかをする」という、いまのキャラを生かした方がいいんじゃないかって音無さんの考えも間違いではなかったんだな。さすが音無さん。

　あとはひなのちゃんが、やりきれるかどうか、か。そのキャラをちゃんと自分の物にできるかどうか。

　相手は大人気の音無まどかだもんな。向かい風は強いだろうな。

　今日きようのイベントもすごく重要な物になるだろう。木こ立だち陽ひ菜な乃のが木立陽菜乃として、この業界でのキャラを確立できるかどうか。

　あいつ、大だい丈じよう夫ぶ…………かな。




　無事に買い物を済ませた僕は音無さんのステージを遠くから見た。あまりの人で近づけなかったのだ。

　ステージは屋根のない場所に設置されていて、夏の太陽をモロに浴びることになる。にもかかわらず、集まった人々の元気なこと。彼らの熱気は太陽を遥はるかに超えていた。

　振り上げられる腕の数々。昼間の戸外だというのにサイリウムを振る人までいた。

　陽炎かげろうに揺ゆれる視界の中ですらはっきりと見える音無さんの姿。彼女の存在感は周囲の人たちを釘くぎ付づけにして離さない。

　暑さなど気にならない。

　体力は無限に湧わいてくる。

　そんな素敵な時間だった。

　コミケに来る人たちの多くは買い物が目的で来ているんだろうけど、最近はお祭りのイメージが強くなってきているので様々な見所がある。

　企業ブースと呼ばれるところでは、各企業がグッズを売っていたり、クリエイターや声優さんがトークショーをやったりしてものすごい賑にぎわいだ。

　コスプレだってすごい。かっこいい格好やかわいい格好、普段生活をしている中では着ることができないような衣装を身につけた人たちがいっぱいいる。

　元気いっぱいな男子高校生の僕としては、きれいなお姉さんたちがかわいい服を着ていたりするのを見ると……もう最高だよね。

　そんななかで、最近できたのがイベント用のステージだ。

　大々的なものをやるのは人手も必要だし大変だと思うけど、各ブース内でイベントをやるのもスペース的に厳しいものがあるし、こういうステージがあると、よりお祭り的な雰ふん囲い気きが高まっていいんじゃないかと僕は思う。

　現に、買い物目的で来た人も、コスプレ目当てで来た人も、色んな人たちを巻き込んで今日きようもステージの周りは大賑わいだった。

　さすが音おと無なしさんってところだろうね。

　最後に新曲を披ひ露ろうして音無さんのステージは終わった。夏のコミックマーケットにふさわしい熱いイベントだった。

　さて、どうやらこの熱を引き継ぐのがひなのちゃんらしいんだけど。

　どうしたもんかと立ち往生していると、周りから声が聞こえてきた。

「次どうする？」

「企業ブースのお渡し会並ぶわ」

「あ、木こ立だち陽ひ菜な乃の見ていかねーの？」

「他ほかにすることがなけりゃ見ていってもいいけどさ。優先順位的に」

「ああ、まあそうだよな。じゃあ俺おれもそっち行こうっと」

　コミケは基本的に三日間開かい催さい。時間も決まっている。開場は朝の十時。閉会は後片付けの時間も考えて夕方まで。夜まではやっていない。

　午前中は買い物をする人が多いためにイベントをやっている余裕はない。となると、各企業が催もよおし物を行うのは午後の本当に限られた時間のみということになる。

　イベントとイベントが重なることなんてざらにある。イベントそのものの時間が被かぶらなくても、参加するために行列に並ばないといけない場合もある。

　人間の身体からだはひとつしかない。行きたくても行けないイベントができてしまうのは当然のことなのだ。

　となると、各企業のスタッフやイベントの主しゆ催さい者しやたちは、いかに魅み力りよく的な企画で人々の興味を惹ひくか、ということに尽じん力りよくするわけだけど。

　どうやらひなのちゃんの旗色は悪そうだ。

　いや、まだ時間はある。

　減った分、増えればいいんだ。いままで買い物をしていた人たち、他ほかのイベントに参加していた人たちがこれから来てくれればいいだけだ。

　時間は過ぎていく。

　遠くから聞こえる歓声。遠くの声が聞こえるくらいには、ステージ前は静かになっていた。

　人通りは多いものの、ステージの前で立ち止まる人は少ない。みな、足早に前を素通りしていく。

　最初はステージから遠い位置にいた僕も、どんどんスタッフの人に誘ゆう導どうされて前の方へと詰められていく。

　この前のイベントより少ないんじゃないだろうか。あのときはあくまで音おと無なしさんのイベントのついでで、他に用事がなかったから、その場にとどまってくれた人数だったのか。

　みんな、今日きようは木こ立だち陽ひ菜な乃ののステージよりも他に見たい物、買いたい物があるってことか。

　この手のイベントに参加する人たちはみんなノリがいい。その方が出演者のためにもなるってことを分かってるからだ。僕も散々それに助けられてきた。

　ただし、自分の興味のないことにはとことん冷たい。僕はそんなイメージも持っている。オーディエンスを味方にできるかどうか、それはとてつもなく大きな意味がある。

　でも、木立陽菜乃を最優先に考えている人は、僕の予想よりも遥はるかに少ないらしい。

　時間は過ぎた。

　もう始まる時間だ。

　ステージの前に人は増えない。というより、減る一方だ。

　いや、まだ分からない。ステージが始まって、女の子がステージ上で楽しそうなことをしていれば集まってきてくれるかもしれない。

　ひなのちゃんが登場した。

　控え目な歓声が上がる。

　もちろん僕も声を出して、拍手をする。

　少しでも後押しになれば、と。

「今日は来てくれてありがとございます、木立陽菜乃ですっ」

　ひなのちゃんに続いて司会役の人もあいさつを済ませる。

　一人しゃべりのイベントではないらしい。よかった、一人はキツイもんな。っていうか、事務所側もそれを見越して司会の人をつけたのかもしれない。

「えー、今日きようはこのあとデビュー曲を披ひ露ろうしてもらおうと思っているんですが、その前にちょっとだけ！　木こ立だち陽ひ菜な乃のちゃんの素顔にせまるような質問をさせていただこうと思っております！」

　司会者の男性が台本を見て、ひなのちゃんに質問を投げかける。

「資料によりますと、陽菜乃ちゃんは現役の中学生だとか」

「はいっ」

　……………………ん？　それだけ？

「聞きましたか皆さん、中学生ですってよ！」

　司会者の人が観客を煽あおる。この人、うまいかも。話が広がらなさそうだったから、会場に振って盛り上げようってことか。参考になるな、うん。

　ただし、返ってきた歓声はやはり控え目だ。

「こんなかわいい娘こが教室にいるんですよ皆さん！　実際、モテてモテて大変でしょう？」

「いえ、あの……女子校に通ってるんで」

「なんとまあ！　ってことは、同性から!?　女の子同士でいちゃいちゃしたり!?」

「いや、あんまりうちのクラスではそういうのない……ですね」

　そこは……ウソでも広げろよ！

　中学生！

　女子校!!

　百ゆ合り!?

　男の子が盛り上がりそうな単語をこれだけ振られて、なんでそんなあっさりスルーしちゃうんだよ！　僕と友達だったら、そのみっつの単語だけで朝まで語り尽くせるぞ。それでも時間が足りないくらいだぞ。んでもって、数日後には同じお題でまた盛り上がれるぞ。内容がモロ被かぶりのトークでも楽しめちゃうんだぞ。

　それだけ魅み力りよく的なワードなのに！

「そうだ！　ぼく見ましたよ、テレビのインタビュー」

「あ、そうなんですか？」

「あのときライバル宣言してた音おと無なしさんがさっきまでここでイベントやってましたけど、お会いになりました？」

　お、いい質問だぞ司会者。いい感じに話題を変えた。やっぱこの人うまいわ。

　よし、ここだぞひなのちゃん。これならイケるだろ。あのときのように、ラジオのときのように、思いっきり嚙かみついてやれ。

「さっき、すれ違ったのでごあいさつさせていただきました」

「なにかお話しされました？」

「えっと……まあ、初めましてというわけでもないですしね。おつかれさまです、と」

　おいおい、なに無難な答えしてんだよ。

　せっかくいままで作ってきたキャラはどうしちゃったんだよ。

　前回のイベントの失敗を踏ふまえて早くも路線変更か？

　諦あきらめるの早すぎるんじゃないか？

　そこそこの評価はもらえてたんだぞ。まだ定着してないだけで、突き抜けてないだけなんだって。せっかくのキャラを、そんなあっさり捨てちゃうのかよ。

　あとはやりきるだけなのに。

　急に、僕の隣となりにいた二人組が足元に置いていた荷物を手に持った。

「おい、そろそろ列形成の時間だぞ」

「もうそんな時間か。んじゃ行くか」

　どうやら他ほかのイベントに行ってしまうらしい。

　すでにイベントは始まっているのに、二人もいなくなってしまう。木こ立だち陽ひ菜な乃のを見てくれる人が、この場から二人もいなくなってしまう。

　見てもらわないと意味がない。どんなにがんばっていても、それを見ていてくれる人がいないとなにも伝わらない。

　音おと無なしさんが言っていたのはそういうことだ。分かる人は分かってくれる、がんばってればいつかはなんて、そんなものは見てくれる人がいることが前提の話なんだ。

　このままではダメだ。

　──って、僕はなんでそう思ったんだろう。

　音無さんにひどいことをしたひなのちゃんを、どうしてここまで応援したいって思うんだろう。

　音無さんに憧あこがれる仲間だから？　ファンの仲間だから？

　僕はアイドルになりたいなんて思ったことはない。どっちかというと引っ込み思案の僕だ。

　声優になりたいと思ったことは…………なくはない。けど、本気で考えたことはまだない。

　そんな僕に対して、ひなのちゃんはもう走り始めている。

　そういうこと、なのかな。

　僕のぼんやりとしか考えていなかった夢を、ひなのちゃんはもう叶かなえるために前へ進み始めている。

　ひなのちゃんの姿に、将来の自分を投影してしまっているのか。だから、失敗してほしくないのか。

　すごいな、ひなのちゃんは。

　もうしっかり人に夢を見せてんじゃん。

　立派な、一人前のアイドルだよ。

　だったら、ファンである僕のやることは。

　中途半はん端ぱな位置にいる僕だけど、だからこそ彼女のためにしてあげられることは。

　現状、イベントが始まる前と一緒だ。コミケ参加者の皆さまはステージの前を素通りしていく。ちらりとこちらを見る人はいれど、近づいてきてじっくり見ていこうという人は少ない。中には、歩きながら会場の地図を凝ぎよう視ししていてステージに目もくれない人もいる。

　せめて歓声が上がれば、どっと起こる笑いがあれば、ああいう人たちの注意を引きつけられるのに。

　────僕ができるのは、それだ。

　でも、僕だけじゃダメだ。

　あと一人。木こ立だち陽ひ菜な乃のという一人のキャラクターをアピールするためには、あの人の存在が必要だ。

　ポケットからスマホを取りだす。

　電話帳に登録されている中から、頭文字が「お」の人を探す。

　音おと無なしまどか。

　見つけた。

　しかし問題はこれからだ。果たして電話が繫つながるかどうか。

　コミケの会場では、多くの人が一気にケータイを使うために電波の状態が非常に悪い。大おお晦日みそかから元がん旦たんにかけての間のように、電話やメールが使えなくなるのだ。そのため、会場での連絡手段にトランシーバーなどの無線を使う人すらいる。まあ、それはそれで混線しちゃってなかなか思うとおりにはいかないらしいけど。

　ダメだ。早くも一回目を失敗。うんともすんとも言わない。

　すぐに二回目をかける。

　繫がれ。

　会場にはアンテナ車だって来てんだぞ。

　何度もかけ直す。

　何度も何度も、諦あきらめない。

　タッチパネルを押す指に力が入る。どんなに力強く押したって意味なんてないのに。

　早く、早くしないと。

　僕を駆り立てる焦しよう燥そう感かん。

　頼む、繫がってくれ！

「きた」

　思わず小さな声が出た。

　ようやく聞こえた「プルルル」という音無さんを呼ぶ音。

　だがまだ安心はできない。音無さんが出てくれるかどうか。

　二回目のコール。まだ出ない。

　イベントの直後だからな。ケータイをどっかにしまっているのかもしれない。かかってはいるので、電源が切れているということはないだろうけど。

　三回目のコール。まだ出ない。

　移動中で気づかないということもある。マナーモードって、ケータイがポケットに入っていても歩いていると意外と気づかないもんだし。マナーモードになっていないとしても、コミケの喧けん騒そうの中では恐らく気づけない。

　四回目のコール。まだ出ない。

　芹せり沢ざわさんにかければよかったか。失敗した。その方が確実だったかもしれない。

　五回目のコール。

『もしも────』

　出た!!

「もしもし、音おと無なしさん!?」

『なに、どうしたの』

「いまどこ!?」

『ひなぶーのステージ見てるけど』

「よかった！」
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　そりゃ都合がいい。

「なんとかしたいんだ！」

『なんとかって…………』

「お願い！　力を貸して！」

『…………とりあえず、こっち来て』

　音おと無なしさんの指示に従って場所を移す。簡単に移動できてしまうくらいしか人が集まっていないのが悲しいところだ。

　するするとステージの脇わきまで行くと、すぐに音無さんが迎えに来てくれた。さっきステージ上で見たまんまの音無さんだ。

「音無さん！」

「なんとかって、なにするつもり？」

「できれば、音無さんの力を貸してくれると」

　ひなのちゃんにとって一番やりやすいのは、音無さんと一緒にステージに立ち、ラジオのときのようなやりとりをここでもすることだ。

　僕だけが動いても、意味がない。

「音無さん、頼む！」

「…………あたしもね、プロとしてやってるから。タダではできない。ケチな女と、がめついやつだと思われても、そこだけは譲ゆずれない。あたしはこの身体からだで、この声でお金をもらってるから。過か剰じようなサービスは自分の価値を下げるだけなの」

　そりゃそうだ。タダでなんでもやってたらそれこそ安い女になってしまう。

　音無さんはこれを仕事としてお給料をもらっていて、音無さんを支えるスタッフの皆さんは彼女の頑張りでご飯を食べているんだ。なのに、彼女自らが自分の価値を下げるような行いは絶対にできない。

　しかも今回はイベントだ。ステージに一緒に上がってほしいってお願いだ。サービスなんていう範はん疇ちゆうは超えている。

　どうする。音無さんのステージ一回のギャラっていくらだ。高校生の僕が払える金額か？　マネージャーの芹せり沢ざわさんと交こう渉しようして……って、そんなことしてる時間もない。

「だから────今度おいしいご飯でも奢おごってよ」

「え？」

「なに？　他ほかでもないあんたの頼みだからって思ったのに、まだまけろって？　いい根性してんじゃない」

「い、いや、それでいいの？」

「次に繫つながる仕事ってことで。その代わりたっぷり宣伝もさせてもらうけどね」

「ありがとう!!」

「そういうセリフは無事終わってから欲しいわね」

「よ、よし」

「芹せり沢ざわさーん」

　音おと無なしさんが芹沢さんを呼ぶ。音無さんはああ言ってくれたけど、もしかしたら芹沢さんに断られてしまうかもしれない。

　夏だろうとコミケだろうとスーツ姿の芹沢さんがやってきた。

「芹沢さん、新しいお仕事よ。依頼人はこいつ」

　音無さんが親指で僕をさす。

「あのっ、音無さんを少しお借りしたいのですが！」

　芹沢さんは無表情。まだ事態を把は握あくできていないようだ。

　なんて言ったらいい。

　どう話したらいい。

　芹沢さんを説得するのに、一番いい方法は。

「音無さんと一緒にステージで暴れてきていいですか!?」

「カチコミですか!?」

　目をキラキラさせてなに言ってんだこの人。

　まあ、やらせてくれるならなんでもいいか。

「そうです！」

「────許可します」

　よっしゃ！

「んじゃ、やりますか。本日ツーステージめ」

　ぐいっと伸びをする音無さん。

　軽々しく協力してって言っちゃったけど、そうだよな。もう今日きようすでに一仕事してるんだもんな。僕も一度公録をやったことあるけど、ステージに上がる仕事ってめちゃくちゃ疲れるんだよな。

「ごめんね」

「気にしないで。クライアントさんの要求に応こたえるのがあたしたちのお仕事よ」

　頼もしい笑顔。

「どんなとき、どんな状況でも、最高のパフォーマンスをご覧らんに入れるわ」

　音無さんの心強い言葉に背中を押してもらって、改めてステージを見る。

　司会者とひなのちゃんのトークは続いていた。

　無難な答え。テンプレートの答え。

　話は広がらず、次の質問へ。

　しかし、どんな問いにも返ってくるのはアイドルとしてありきたりな回答。木こ立だち陽ひ菜な乃のの言葉が出てこない。

　話を広げるためのとっかかりを探ろうとする司会者だが、まったく見えてこない。

　出ていくタイミングを見計らう。

　次、質問が途切れたときに、なんて考えてはいるけど、なかなかその機会が訪れない。司会者も焦あせってるんだろう。なんとかしようと、間を空あけずに話しかけてるんだ。

「マイク貸して」

　音おと無なしさんが痺しびれを切らしたように言った。

　スタッフさんの用意してくれたマイクを受け取って、スイッチに指をかける。

　そして、僕を見た。

「準備はいい？」

「もちろん」

　できるだけ、精一杯力を込めて答えた。

　僕もマイクのスイッチをオンにする。

　足に力を入れて、いつでも飛びだせるように備える。

　やってやるさ。

　この冷え切ったステージに再び熱を。

　音無さんが大きく息を吸う。

「じゃ、いくわよ」










「茶番はそこまでよ、ひなぶー!!」

　音無さんに続いて僕もステージに上がる。

　上から見ると、余計に人の少なさがよく分かる。すかすかだもの。

　最初はざわざわしていただけだったが、音無さんを認識した瞬しゆん間かんにこれまでなかったような歓声が上がった。

　そうそう。これだよこれ。

　これがないとイベントじゃないよな。

　まず音無さんは司会者の元へ行くと、マイクに声が入らないようにして話しかけた。

「ここからはあたしたちがやりますので、すみません」

「あ、そうなの？」

「はい、突然のことでたいへん申し訳ないのですが…………」

「いや、いいよ。うん。じゃあこれ。よろしくね」

　司会者の人から紙の束をもらう音無さん。

　すると、司会者の人がとたんに大きく息をついた。分かってたんだろうね。このイベントが盛り上がっていないことを。責任感じてたんだろうな。

　僕も一言かけておこうっと。

「本当にすいません。あの、あなたのせいとかじゃなくて、本当に僕らが勝手にやってることなんで」

「いいの、いいの。こういう日もあるさ」

　むむむ。イベントが終わったらもっときちんと事情を説明しに行った方が良さそうだな。

　軽くあいさつをして、司会者の人がステージを降りていった。

　さて、問題はこっちだな。

　驚おどろいた顔のひなのちゃんを見る。

　きっと、司会者の人以上に責任を感じてるのだろう。遠くで見ていた分には分からなかったけど、マイクを握る手が震ふるえている。なかなか人を集められなくて、自分のスタイルを見失ってるのか。どうすればいいのか分からなくなるくらいに焦あせっちゃってるのか。

　なんとかしなくちゃという気持ちだけが先行して、逆になにもできなくなってしまっているんだ。

　道を作ってあげないと。ひなのちゃんが、いままでのひなのちゃんのようにパフォーマンスできるステージを作ってあげないと。

「ほら」

　音おと無なしさんに紙の束を渡された。

「台本と資料」

「うん」

　そっか。僕の役割か。

　マイクを握る手に力を入れる。

「ではでは司会が代わりまして、ここからは村むら人びとＢがお送りいたします！」

　歓声と拍手。まだまだ人は少ないけれど、一人一人が力強く手を打ってくれたのだろう。少しだけ大きくなったような気がする。

　声がかぶらないように、完全に途切れないうちに、次のセリフを。

「そして、サプライズゲスト！　音無まどかさんです!!」

「声優だけど音がない、音無まどかです！」

　さらに歓声と拍手。さすがに大きい。確実に大きくなった。このイベントが始まってから、これまでで一番大きいのをいただいた。

「いやー、村人くん。ついに村人くんもコミケというでっかいお祭りで司会デビューだよ」

「いきなりプレッシャーかけてきますね、音無さん」

　む、まずは場を暖めようってことね。その間にひなのちゃんには気持ちを切り替えてもらうことにしよう。

　入れるタイミングがあれば入ってきてくれていいし。なんて思いながらひなのちゃんに目め配くばせをする。目と目は合ったけど、伝わっているかどうかは不明だ。

　僕の立ち位置は観客席から向かって左側。下しも座ざと呼ばれる場所だ。そこから真ん中に音おと無なしさん、その向こうにひなのちゃんという並びである。

　ステージに並んで立つ音無さんとひなのちゃんを見て思った。二人とも、イベントのために用意された衣装を着ている。音無さんも自分のイベントのあと、着替えている時間はなかったみたい。

　で、僕はというと…………当然、私服だ。自前だ。しかも、朝からイベントに参加してたので汗だくの格好である。いまさら言っても遅いけど、失敗したな。

「村むら人びとくんは今日きようは普通に参加してたんでしょ？」

「そうですよ。いち参加者として普通に楽しんでました」

「買いたい物は買えた？」

「もちろんですよ。『あじのひらき』も買いましたし」

「え…………ごめん、あたしコミケってイベント以外で来たことないんだけどさ」

「はいはい」

「コミケって干ひ物ものも売ってんの？」

「売ってねえよ！　サークル名ですよ。『あじのひらき』っていう」

「あ、そうなんだ」

「覚えておいてくださいね」

「ねえ村人くん。そこの他ほかにもたくさん本は買ったんでしょ？」

「まあ…………そうですね」

「なのになんで『あじのひらき』だけ名前を出したの？」

「たまたまですよ！　ぱっと頭に思い浮かんだのが『あじのひらき』だっただけですって」

　余計なところをツッコむなよ！　いいんだよ細かいことは！

「なんか怪しい。どこかに向けて媚こびを売っている気がする」

「はいはい、そんなことよりお祭りですよ。音無さん、なにかお祭りの思い出とかありませんか？」

　こういうときは話題を変えるにかぎる。

　司会者だとやりやすくていいね。なんだかんだでゲストは従ってくれるもん。

「この前、花火大会行ったよ！」

「お、いいですね」

　一緒に行ったんだけどね。さすがにこんなところで言わないけど。

「お祭りって言ったらやっぱり屋台の食べ物だよね」

「さすが音おと無なしさん、色気より食い気！」

　まさにその通りだったもんな。

　花火なんてたいして見てなかったんじゃない？

「具の入ってないたこやきとかね！」

「あー、たまにあるハズレのやつだ」

「スーパーのお総そう菜ざいで買ったやつがそうだったら文句のひとつでも言いたくなるけど、お祭りだとなんか許しちゃうよね」

「ありますね。お祭り効果ってやつですよね」

「お祭り効果なら、やきそばもいいよね」

「おいしいですよね。お祭りで食べるやきそばはひと味違いますもんね」

「お湯の入ったポットがたくさん置いてあって、ご自由にどうぞって」

「なんでカップやきそばなんだよ！」

「ただ、外で湯切りすると流しがボコン！　ってなるのを味わえないのが残念だよね」

「どこに醍だい醐ご味みを求めてんだよ！　お祭りは!?」

「あと、がしわた？」

「わたがしって言えよ！　なんで業界用語っぽく言った!?」

「どうでもいいんだけどさ、あのがしわたの袋ってどうにかならないのかな？」

　がしわたの袋…………じゃなかった、わたがしの袋？　ビニールのやつだよね。なにか問題でも？

「アニメのキャラとかが描かかれてるやつですか？」

　子供向けの、朝とかにやってる系のアニメだね。

「そうそう！　お祭り会場にいる間はいいんだけど、帰り道とかいい大人おとながアニメの袋持ってるのってなんか恥ずかしくない!?」

「分かる！　音無さん、まさにコミケがそうですよ」

　企業ブースでグッズを買うと、たいていが大きな紙袋に入れてくれる。もちろんそれを持って歩けば宣伝になるからってことなんだろうけど、一歩会場を出るとめちゃくちゃ恥ずかしいんだよね。だからみんな、家から当たり障さわりのない紙袋を持ってきて会場を出る前に隠して帰るんだ。

　ただし、中にはそのまま出しっ放しで持ち帰る人もいる。人は彼らを勇者と呼ぶ。

　すると、観客の人たちが戦利品である袋を掲げてこちらに見せてくれた。

「すごーい、みんなそんなにがしわた買ったの？」

　音無さんのなにげない振り。それに対して、手を横に振ったり、「ちがうちがう！」とリアクションが。こういう言いかたは見てくれている人たちに失礼かもしれないけど、やっぱり音無さんがやると食いつきが違う。

「コミケでわたがしは売ってねえよ！　音おと無なしさん、あの中には夢が入ってるんですよ」

　みんなが掲げてくれた紙袋を指さしながら、音無さんにツッコむ。ステージの上と下が、一緒に盛り上がれるように。ただステージの上で出演者がしゃべっているだけなら、スタジオで収録しているラジオとなんにも変わらないから。

「がしわただって子供からしてみれば夢のような食べ物だよ!?」

　たしかに!!

　言いくるめられてしまった。

「音無さん、食べ物もいいですけど、お祭りってそれだけじゃないですよね」

「食べ物以外か。まあ、お祭りって言ったら金魚釣つりでしょ」

「釣ったらただの釣り堀ぼりだろ！　すくえ！」

「あれ？　釣るのもなかったっけ？」

「釣るのはヨーヨーですよ」

「そっかそっか。ハイパーヨーヨー釣りね」

「ハイパーはねえよ！　あんなん重すぎて紙の糸じゃ釣れないわ。普通の水風船ですって」

「ああ、中にオレンジジュースが入ってるやつ？」

「聞いたことねえよ！　水道からオレンジジュースが出てくる愛え媛ひめ県にだってそんなもんはねえよ！」

「香か川がわ県は水道からうどんの出だ汁しが出るんだよ!?」

「だからなんなんだよ！　対抗すんな！」

　本当に水道から出るのかな。都市伝説かな。っていうかなんでさっきから四国をこれでもかって推してんだよ。

「こうなったら青あお森もり県は水道からリンゴジュース出さなきゃ！」

「だから対抗すんなって！」

「沖おき縄なわ県は塩水だね」

「それ壊れてるだけじゃね!?　水道管から海水入ってるよ？」

　なんか全体的にその県に住んでる人たちに失礼な気がしてきた。音無さんはべつにバカにしてるわけじゃないんですよ、たぶん。

「あと、射撃とか？」

「射しや的てきですよね。射撃はなんかマジっぽくて恐こわいですからね」

「村むら人びとくんが大好きなあの娘このハートを撃ち抜こうとしたけど叶かなわなかったっていう例のやつだよね」

「やかましい。そもそも僕のは弾が出なかったっていう────余計なお世話だ！」

　正確には撃つ気がなかったってだけですね。弾を込めるだけ込めてみたけど、結局撃てなかったってことです、はい。

「輪投げとかもあったりするよね」

「ありますね」

「村むら人びとくんは幼女の首に輪っかをかけて持って帰ろうとしたんだっけ？」

「鍵かぎ付きのやつで逃げられないようにして────って、するか！　そんなこと!!」

「幼女がいーい！　幼女じゃなきゃやーだー！」

「わがまま言うんじゃありません！　ダメなものはダメ！」

「どうしても？」

　妙に食い下がるな、音おと無なしさん。よし、ここは麻薬撲ぼく滅めつのキャッチコピーをお借りして。

「ダメ、ぜったい！」

「でも、ちょっとだけ！」

「魅み力りよく的な言葉を付け足すな!!」

　そのちょっとがダメだっていうキャッチコピーなんだから！

　ふう、だいぶしゃべったな。

　一息ついて辺りを見渡す。

　よしよし、だいぶ人が集まってきてる。笑いが起こっているのと、音無さんがステージに立っているからってのが、歩いている人たちの興味を惹ひいたんだ。

　そんじゃ、この辺りでステージの主役に話を戻そうか。

「ひなのちゃんもなんとか言ってやってよ」

「え……あの…………」

　突然話を振られてびくっとするひなのちゃん。まだ集中しきれてないのか。

　すぐさま音無さんのフォローが入る。

「見てみんな！　村人くんが幼女に首輪をつけようとしてる！」

「みんなが見てる前でそんなことするか！　ひなのちゃん、音無さんに幼女呼ばわりされてますよ！」

「あの…………みんなが見てないところでならするですか？」

　こっちにツッコんできてどうする！

　なにも言えないよりはいいけどさ！

　なんだよなんだよ、音無さんに遠えん慮りよしてるのか？

　あの音無さんと口げんかしてやり合うってのがおもしろいんだから、ここは自分のことを幼女呼ばわりした音無さんにツッコまないと！

　少しでも盛り上げようと思って、僕も軽くボケちゃったのが悪いのか？

　よし、だったら音無さんにツッコミやすい流れにするか。

　音無さんから仕掛けるのは難しいよな。もしひなのちゃんが反発してこなかったら、ただただ一方的に音無さんがいじめてるだけになっちゃうもん。

「音おと無なしさん、さっきから幼女幼女言ってますけど、そんなに好きなんですか？」

「子供は大好きだよ！」

「まーたそんなウケのいいこと言っちゃって。子供は音無さんのＣＤ買ってくれませんよ？」

「ふふふ……大だい丈じよう夫ぶよ、子供が欲しいって言えばお母さんが買ってくれるから────って、なに言わせてんの！　ダメダメ、いまのなしで」

「なるほどね、そうやって音無さんは儲もうけてるんですね？」

「儲かってないから。ほとんど事務所が持っていってるから」

「あー、音無さんと結婚して逆玉に乗りてーなー」

「あたしの魅み力りよく、金!?」

「そうですよ？」

「言い切ったわね!?」

「音無さんから金を取っちゃったら他ほかにはなぁ…………」

「あるでしょ、いっぱい！」

「まあ、もしも世界が滅びて、生き残ったのが僕と音無さんの二人だけだったら、この人と結婚したいなって思うかもしれませんけど」

「そこまで!?　他の選せん択たく肢しがなくなってようやくなレベルなの!?」

　いつもだったらあっさりと音無さんから反撃を受けるような展開である。「そんなこと言って、村むら人びとくんはあたしのこと大好きなくせに」みたいな反撃が今日きようはない。どうやら音無さんも、今日は受け身に徹てつしてひなのちゃんを誘さそおうって思ってるみたいだ。

　そしてなによりも、音無さんが僕にツッコんでいる。

　音無さんがここまでしてるんだぞ。

　まだか、ひなのちゃん。まだなのか。

「じゃあ音無さん、自分の魅力的だなっていうポイントを自己アピールしてみてくださいよ」

「そりゃあ、あれよ。磨みがき抜かれたプロポーションとか？」

「磨きすぎてところどころ足りなくないっすか？」

「うっさい!!」

　ほら、ひなのちゃん。これくらい言っても大丈夫なんだって。いや、僕はもしかしたらあとで大丈夫じゃなくなるかもしれないけど、ひなのちゃんなら同性だしセーフだって。現に、この前のラジオ収録のあとには言ってたじゃん。

　つらいのは分かる。自分を殺してまでキャラクターを作るのは大変なことだ。僕も経験してきてるからね。でもって、そうまでしたものがみんなに受け入れられないんじゃないかって考え出したら恐こわくてしょうがないよ。

　素すがそのまんまおもしろい人ならいい。しぐれさんのように、なにもしていなくても優やさしいオーラが出ていて、人に好かれるならそれが一番いい。

　でも、そうじゃない人はどうする。そうじゃない人の方が圧倒的に多いんだ。

　たとえ押しつけられた理想でも、叶かなえてあげるのがアイドルの義務だって言ってたじゃんか。

　覚悟を決めて飛び込んできたんだろ？

　僕が音おと無なしさんを連れてきた意味を考えろ！

　自分自身のために。

　このステージを作ってくれたスタッフの人たちのために。

　そしてなによりも、見てくれているみんなのために。

　イベントを成功させるためには、どうすればいいかを考えろ!!

　さあ！　来いよ木こ立だち陽ひ菜な乃の。

　ひなのちゃんに視線を送る。

　うつむいてしまっていた。ダメなのか。ここまでなのかよ。

　そう思った瞬しゆん間かん。

　笑い声が聞こえた。

　最初は小さな笑い声。でもだんだんと大きくなっていって。

「あはははは！　せんぱいたちって、ほんっとにおもしろいですねっ」

　最後には、目め尻じりをぬぐいながら彼女は笑った。

「あー、おかしい。あまりにおもしろくて、つい聞き入っちゃいました」

　ひなのちゃんが僕を見た。

　真っ直すぐな目だ。もう揺ゆらいではいない。

　目で「いけるか？」と問う。

　力強い頷うなずきが返ってきた！

「ひなちゃんも、胸の小ささなら負けませんよ！」

　まずそこに食いつくんかい！

　いいの？　そこはスルーしてもいいところのような気がするよ!?

「ちょっと待ってひなぶー。あたしは胸だなんて一言も言ってないんだけど？」

　すぐに食いつく音無さん。

「あれれ？　そうでしたか？　でも、ひなちゃんから見ても、一番磨みがき抜かれてるのはそこかなーって思ったんですけど」

「あら、なに？　キレイってこと？　あたし褒ほめられてる？」

「小さいってことですよ」

「ちょっ、直接的すぎんでしょ！　だいたい、小ささでは負けてないってどういうことよ！　あんた自分で小さいってこと認めてんじゃない」

「小さいのは小さいので需要があるんですー。まどかせんぱいのはどこにでもあるような乳ちちじゃないですか。凡ぼん庸ようでなんの変へん哲てつもない、フツーの乳じゃないですかっ」

「ぐぐぐ、なにかしらね……この納なつ得とくできない感じは」

　そろそろ方向転換しておこうかな。音おと無なしさんもひなのちゃんも、どちらも得をしない話な気がする。あと、この話だと僕も入れないし。

「はいはい、二人とも。乳ちちの話はその辺にしておきましょうよ。っていうか楽屋でやれ」

　手元の資料に目を落とす。このイベント、ひなのちゃんが主役だからな。新人の木こ立だち陽ひ菜な乃のっていう女の子をみんなに知ってもらうのが目的だからな。

「ではでは、改めてですね、ひなのちゃんのプライベートにせまる質問をガシガシしていきたいと思います！」

　僕が台本通りに進めると、音無さんとひなのちゃんのポジションが入れ替わった。つまりひなのちゃんがセンターに立ったのだ。

　同時に歓声も上がる。さっきまでの空気とは明らかに違う。見てくれている人たちが、木立陽菜乃という一人の女の子に興味を抱いだいている。

「まずは基本的なところからいきますよ。ひなのちゃんの好きな食べ物はなんですか？」

「あめちゃんですっ」

「ウソばっかり。モツでしょ？」

　音無さんがすげー適当なことを言い始めた！　資料のどこにもそんなこと書いてないぞ。

　それにしたってモツって。中学生女子の好物がモツってなんかちょっとヤだな。

「えー？　モツってなんですか？　ひなちゃん食べたことないから分かんなーい」

「ひなぶーモツ知らないの!?　じゃあ教えてあげる。モツを注文するときにはね、頭に数字を付けるの。二モツ、三モツ、四モツ、みたいに。はい、それじゃひなぶーに問題です。ひとつだけ注文するときはなんて言うでしょうか」

「…………へ？　イチモ────」

「次の質問にいきましょうかね!!」

　慌あわてて遮さえぎる！　なに言わせようとしてんだよ音無さん！

「えー、あと少しだったのに」

　抗議の声を上げる音無さん。

「みんなも聞きたかったよね？」

　音無さんがステージを見てくれているみんなに振ると、大歓声が上がった。なんだなんだ、おまえらみんな中学生の女の子に卑ひ猥わいなことを言わせて楽しむ変態か。まあ、僕も観客だったらそっち側につきますけども。

「音無さん…………生まれたての子こ鹿じかにひざかっくんするようなマネやめてもらっていいですか!?」

「ひなちゃんバンビ？」

「調子に乗んな」

「村むら人びとくんはパンピー」

「しょーもないこと言うな」

　ちなみに音おと無なしさんの言った「パンピー」とは一般ピープルの略である。つまり普通の人、素人しろうとってことだ。

「次の質問いきますからね！　えーっと」

　台本に用意されている質問の中からいいものを選ぶ。もちろん、ここにないものでもおもしろそうな質問を思いついたらそれでもいいんだけど、ぱっとは思いつかないしなぁ。

　うーん、「一人っ子ですか？」とか、「兄弟はいますか？」的な質問は避けよう。いまのひなのちゃんなら無難な感じでかわしてくれるだろうけどね。

　よし決めた。「ファンの人になんて呼ばれたいですか？」これにしよう。このまえのラジオでも似たようなトークをしたけど、ここにいる人たちが全員聴きいていたとは限らないしな。イメージを定着させるのに、呼びかたって大事だろうし。

　僕の予想としては「ひなちゃん」とか、「ひなたん」とか、そんな感じだろうな。

「では質問です。ファンの人になんて呼ばれたいですか？」

「はい！」

　…………音無さんが勢いよく手を挙げた。

　なんだこれ。なんで急に挙手制になったんだ。

　一応、振ってみるか？

「はい、音無さん」

「ヒナビタンＤ」

「栄養ドリンクみたいになってますけど!?」

「合ってる？　合ってる？」

「クイズじゃねえから！　合ってるとか合ってないとかじゃないから！」

　もうダメだ。音無さんは完全に遊び始めた。

　改めてもう一回、ちゃんとひなのちゃんに尋たずねよう。

「ひなのちゃん、なんて呼ばれたいですか？」

「はい！」

「なんでひなのちゃんまで手ぇ挙げてんだよ！」

「ひなちゃんは、かわいく呼んでもらえるならなんでもオッケーですっ」

「よし！　じゃあヒナビタンＤで正解ね」

　ガッツポーズをする音無さん。だから、クイズじゃねえから。

「まどかせんぱい、それがかわいいんですか？　独特なセンスを持ってるんですね？」

「ふふふ、凡人には分からないでしょうね」

「一生分からなくていいですっ」

　おいおい、このままだと本当に「ヒナビタンＤ」になっちゃうぞ。ちょっと話を広げてみようか。

「あのー、音おと無なしさんはひなのちゃんのことを『ひなぶー』って呼んでますよね？」

「うん。なんとなく合ってるかなって思って」

　ひなのちゃんのどこをどう見て「ぶー」が出てきたのだろうか。

　もうちょっと深くツッコんでみるか、と思ったところで、音無さんと僕の会話にひなのちゃんが割って入ってきた。だいぶノってきたようだ。よかったよかった。

「でも『ひなぶー』ってかわいいですよね。あ、でもぉ、『ひなぷー』とかもいいかも」

「うるさい豚ぶた」

「ちょっとおおおおおおおお！　百歩譲ゆずって『ひなぶー』でもいいかなって思ったところだったのにっ！」

「ほら、啼ないてみなさいよ」

　音無さん、超ドＳですね。すっげー楽しそうな顔してるわ。

「くっ…………」

　ああ、さすがにこれは無理か。助け船出そうかな。

　なんて思った瞬しゆん間かん、なにかを吹っ切ったかのようにぶりっこモード全開でひなのちゃんが啼き始めた!!

「ぶひぶひっ！　ぷひぃ!!」

　か、かわいいぞ。

　ここにいる人たちの目がみんなハートマークになってるぞ。

　全力でやったのがよかったのかもしれない。恥じらいを捨ててやりきったのがよかったのかもしれない。これがキャラクターの発揮する力というものか。

　こうなるとおもしろくないのが音無さんである。

「村むら人びとくん、次」

　はいはい、了解です。次の質問いきますよ。

　うーん……よし、これにしよう。

「次の質問です」

「はい！」

　音無さんが手を挙げた！

「まだなんも言ってないんだけど!?」

「セミのおしっこが目に入って結けつ膜まく炎えんになったことがある」

「なんだよそれ！　どういう質問だと思ったんだよ！」

「村人くんの恥ずかしい過去を教えてください」

「全然違うし！　なぜか僕の過去になってるし！」

　音おと無なしさんにツッコんでたら、ひなのちゃんが手を挙げた！

「はいっ」

　嫌いやな予感しかしないけど、振ってあげないといけないんだろうな。

「…………ひなのちゃん」

「昨日きのう、おもらし」

「最近すぎんだろ！　もし本当だったとしても言えねえよ。あと五年は寝かせてからじゃないと笑い話にできないよ！」

　ついには僕までイジり始めたひなのちゃんである。

　ひなのちゃんのプライベートにぐっとせまる質問コーナーだったのに、まったくせまれてない。ただの大おお喜ぎ利りになってる。

「ちょっともう……二人とも質問は最後まで聞いてください。いいですね？」

　なんでこんな早押しクイズでするような注意をしなくちゃいけないのだろうか。

「えーっと、質問は…………」

　と読もうとしたところで、ステージ脇わきのスタッフさんからカンペが出た。

「あー、ごめんなさい。そろそろ時間のようです」

　もう終わりか。

　せっかく盛り上がってたのに。

　観客席からも惜しむ声が上がった。イベントが始まった最初の頃ころとは比べものにならないくらい大きな声だ。

　最初がもったいなかったよな。あの分、いま延長とかできたらいいのに。そういうわけにもいかないんだろうな。

　あ、そっか。最後に曲があるんだっけか。

「最後に一曲披ひ露ろうしてもらって、今日きようのイベントの締めとさせていただきます！」

　再び歓声。

　しかし、その中で音無さんがなにやらウォーミングアップを始めた模様。

「あーあー、うん。んんっ」

　それを見逃さないひなのちゃん。

「まどかせんぱい、なにしてるんですか？」

「え？　いや、だって最後に一曲披露してって言うから」

　まさかとは思ったけどやっぱりそうか！

「披露するのはひなちゃんですっ」

「あたしじゃないの!?」

「なに驚おどろいてるんですか。まどかせんぱいはさっき歌ったでしょ？」

「いやー歌い足りなくて」

「カラオケでも行っててくださいっ。最近は一人カラオケ専門店もあるんですよ？」

「なんで一人!?」

「あ、ごめんなさい。そうですよね、まどかせんぱいくらいの人なら、普通のカラオケに一人で入るのも慣れっこですよね」

「そういうこと言ってんじゃなくて！　…………はあ、しょうがないわね。じゃあ歌っていいわよ」

「なんでそんなに上から目線…………まあいいですけどっ」

「曲は、音おと無なしまどかで────」

「ちょ、ちょ、ちょっと待って。なんでまどかせんぱいの曲を流すんですか。歌っていいって言ったじゃないですかっ」

「うん、だから、一緒に歌っていいわよ」

　そういう意味かよ！　音無さんの曲を二人で歌うってことかよ！

　っと、やべえ。スタッフさんからの巻きが入った。急げってことだ。トークを締めて曲に行けってことだ。

「あの、お二人さん？　そろそろ曲紹介しないと時間がやばいんですけど」

「「どっちの!?」」

　声合ってるよ、お二人さん。

「一応二曲やっていいってことになってるので、音無さんとひなのちゃんで、一曲ずつってことで」

　僕の頼みで音無さんにステージに上がってもらったんだもんね。なにもなしでは、見ている人たちにも、音無さん本人にも申し訳ない。

「先に音無さんで、最後がひなのちゃんでお願いします」

「ひなちゃん、がんばって歌います！」

「ん？　……ひなぶー、なんであんたが気合い入れてんの。先に歌うのはあたしだって言ってたでしょ」

「まどかせんぱい、一緒に歌っていいって言ったじゃないですかっ」

　ええ!?　それは…………どうなの？　いいのか？

　スタッフさんたちを見る。マネージャーさんたちを見る。誰だれもなにも言わない。言ってこない。

　ただし、ステージを見てくれているみんなは大盛り上がり。そりゃそうだ。音無さんの曲を、音無さんとひなのちゃんの二人で歌うなんて、レアすぎる。

　大歓声に興味を惹ひかれた人たちもどんどんステージに集まってきた。ステージの上にいる僕から見て、最後尾の人の顔はもう豆粒ぐらいにしか見えない。ということは、向こうからもそれくらいにしか見えないってことだ。本格的なステージではないので、大きなモニターなんかもない。きっと僕たちの表情なんか見えないだろう。

　それでも、足を止めてくれたのだ。

　このステージを見ようと立ち止まってくれたのだ。

　あまりの盛り上がりに引くに引けなくなってきたぞ。

　大だい丈じよう夫ぶなのか、ひなのちゃん。こんな状況で、本当にやれるのか。

「ひなぶー、歌えるの？」

　さすがに音おと無なしさんも心配になったのか、マイクに声が入らないようにしてひなのちゃんに尋たずねる。

「平気ですっ！」

　マジか。新曲だぞ。もう覚えたの？

　ここはライブをするために設置されたステージじゃない。歌うのも出演者自身の持ち歌を一曲や二曲だけの予定だったから、足元にカンペ用の小さいモニターもない。

　でも、ひなのちゃんは平気だと言った。

　ひなのちゃんを信じて、やってみるしかないのか。

「ではでは、僕はお先にこの辺で失礼いたします。途中からの司会進行、村むら人びとＢでした！　ありがとうございました!!」

　うれしい拍手が鳴り響ひびく。この送り出しの拍手、本当に幸せだな。

　ステージを降りて、横から音無さんとひなのちゃんを見上げる。

　あとは見守ることしかできない。

　すぐに曲が流れ始めた。音無さんの新曲だ。今日きよう二回目である。

　音無さんが歌い始めるのと同時に、ひなのちゃんも歌い始めた。

　すごい、完かん璧ぺきだ。

　さすがにパートを分けたりする打ち合わせの時間はなかったから、本当にただ二人で一緒に歌っているだけなんだけど、こんなの滅めつ多たに見られないんじゃないだろうか。

　すごいな、ひなのちゃん。

　たしかにひなのちゃんはグランプリを獲とった特別な女の子だけど、僕は彼女の普通の女の子の姿も知っている。そんな女の子が、音無さんと二人で、同じステージで歌っている。

　ひなのちゃんからしてみれば夢のような時間だろう。

　そして、僕にとっても。

　一人の女の子が夢を叶かなえて、見ているみんなに新たな夢を与える。その瞬しゆん間かんに立ち会っているんだ。

「ふむ」

　感かん嘆たんの声を上げたのは、いつの間にか僕の隣となりに立っていた芹せり沢ざわさんだ。マネージャーさんの目から見ても、これはいいステージですか。

　…………うん、最高だよな。










「音おと無なしさん、おつかれ。あと、ありがとう」

　ステージを降りてきた音無さんに、僕は真っ先に声をかけた。僕一人ではどうにもならなかったであろうことは分かっている。すべて音無さんのおかげだから。

「おつかれ。どういたしまして」

　そしてそのままひなのちゃんの新曲を見る。

　さすが自分の曲。振り付けまで完かん璧ぺき。この前のイベントのような縮こまったものではなく、思い切りのいい伸び伸びとしたパフォーマンスだった。

　音無さんがステージに上がったことで集まってくれた音無まどかのファンのみんなも、最後まで残ってくれたようだ。本当によかった。最初はどうなることかと思ったよ。

　みんなに後押しされるこの感覚、味わったことがあるのとないのとでは違うんだよな。今日きよう、それを味わわせてあげることができて、本当によかった。

　最後まで曲を披ひ露ろうしたひなのちゃんは、最高の拍手喝かつ采さいの中、ステージを降りてきた。

「あのっ」

[image: ]

　そんなひなのちゃんが真っ先にやってきたのは、やっぱり音おと無なしさんの前。

「今日きようは、ありがとございましたっ」

　ぺこり。勢いのいいお辞じ儀ぎだ。

「…………あれ？　あのキャラやめちゃうの？」

「は？　キャラ？　なに言っちゃってるんですか？　ひなちゃん大人おとなだから、お礼ぐらいはきちんと言っておこうって思っただけですーっだ」

　完全に吹っ切れたみたいだな。

　もう心配はいらなそうだ。

「まどかせんぱいも、ひなちゃんのステージで一曲歌ったんだからお礼のひとつでも言ったらどうですか？　大人だったら当然ですよね？」

「あらあら、あんなに楽しそうに歌ってたくせによくそんなこと言えるわね」

「無理して合わせてあげてたんですー。ひなちゃん心のひろーい大人だから？　『お姉さま』と違って！」

　わざと『お姉さま』を強調して言うひなのちゃん。

　あ、そういえば。

　なんでひなのちゃんが「お姉さま」って呼ぶのか、音無さんに教えるの忘れてた。

　気になってるだろうし、今度こっそり教えてあげようっと。

「よっし！　じゃあ、村むら人びとくんの奢おごりで打ち上げ行きますか！」

「ちょっと待って音無さん！　僕が出すの!?」

「え？　あたしの今日のギャラでしょ？」

「やったー！　せんぱいっ、ごちそうさまですっ！」

「待て、なんでひなのちゃんにまで奢ることになってるの!?」

　ノリ良すぎんだろ！

「んじゃ、着替え行ってくる」

「ひなちゃんも行ってきまーっす」

　僕の言葉を無視して歩きだす音無さんとひなのちゃん。なんでこういうときだけ息ぴったりなのさ！

　ああもう！

　ちょっと待ってってば！　音無さん!!










　こうして、僕の夏休みは過ぎていった。

　無事にインターンシップを終え、レポートも宿題も終わらせた。レポートには、エンターテインメントという仕事に対する僕の思いをぶつけてみた。この夏は色々あったからね。体験したありとあらゆることを踏ふまえてしっかりと書き上げた。もちろん、詳細は伏せたけども。

　そんなレポートを書きながら、なんとなくだけど、僕の将来について踏ん切りをつけられそうな気がしてきた。

　そう思えるようになったのも、ひなのちゃんのおかげかもな。あ、もちろん最初のきっかけは音おと無なしさんだけどね。

　そんなわけで、色々と充実した夏休みもついに最後の日となった。

　明日あしたから学校だ。

　面倒くさい。憂ゆう鬱うつだ。

　学校行って、ラジオの収録をやって、という日常が帰ってくる。

　よく考えてみれば、ラジオ収録を含めて日常になっているのがすごいよな。人間の適応力ってやつか。すっかり日常だもんな。

　まあ、ラジオも残り少ないし、本当の意味での日常が帰ってくるのも遠い未来ではないだろう。さすがにこれ以上びっくりするような展開もないだろうしね。

　九月いっぱいの『ぼいる・しゃるるの法ほう則そく』のアニメが終われば、ラジオも終わる。もしかしたらＤＶＤなどの告知で少しだけ延びるかもしれないけど、回数的にはもうそう多くはないだろう。

　ラジオが終わったら、僕はどうなるんだろう。どうすればいいんだろう。

　普通の高校生に戻るのかな。

　なんて思っていた矢先のことである。

　人生というものは、そうそう穏おだやかな日々ばかりではないらしい。

　ニュースが飛び込んできた。

　なんとなく、明日を迎えるのがイヤで、ネットをぶらぶらしていた僕の目に飛び込んできた。

　記事の投稿日時を見れば、まさにいまだ。届きたてほやほやのホットニュースだ。

　自分の目を疑った。何度もニュースを読み返して、何度も自分の目を疑った。

　このニュースは、本当なのか？　事実なのか？　ただの噂うわさじゃないのか。にわかには信じられん。

　なんで。

　どうして。

　そうだ、ケータイ。

　直接本人に訊きいてみれば────おお？　メールが来たぞ。

　しかもいま僕がメールを送ろうとしていた相手からじゃないか。

　つまり、話題になっている張本人からだ。

　メールフォルダを開く。

　受信箱を開く。

　メッセージを開く。

　そこには、たった一行の文章が。

『事務所やめちゃった』







あとがき




　先日、電車に乗っていたときのことです。隣となりに座った男性がカバンから色紙を取りだし、なにかをいそいそと書き始めたのです。ちらりと横目で見てみると、それは寄せ書きでした。どうやらその男性のお知り合いが結婚をするらしく、色紙にはたくさんのお祝いの言葉が書かれていました。中央には、こんな言葉が。

『サイトーさん、まどかさん、ご結婚おめでとうございます』

　思わず二度見しました。一言一句間違いなく、そう書かれていました。なんでしょうね、この微妙な感じ。自分の生みだした、娘とも言うべき女の子との結婚を祝われる言葉に、電車の中で一人複雑な気持ちになってしまいました。いやいや、妄もう想そうなんてしてませんよ？　娘との新婚生活とか妄想してませんからね!?　なにはともあれ、お幸せに!!

　おひさしぶりです。今日きようも頭の中は絶好調、サイトーマサトです。どうでもいいサイトーの日常報告もそこそこに、今回はめずらしく制作の裏話でもしてみようと思います。たまには、あとがきらしいことをしておかなければいけませんしね。いまさら？　というツッコミは甘んじて受けましょう。

　前巻のラストに登場した女の子が、今回からがっつりとお話に関かかわってきました。実はこのキャラ、イラストレーターの魚さかなさんに「新キャラを出したいんですけど、デザインをすべておまかせします」という完かん璧ぺきな丸投げ……もとい、無茶振り……いやいや、全ぜん幅ぷくの信頼をもって依頼し、生まれた女の子なのです。結果、期待をはるかに超えるかわいい女の子がやってきました。本当にありがとうございます！　魚さんの凄すごさを実感するとともに、味を占めました。今後とも、どうぞよろしくお願いいたします。あ、変な意味じゃないですからね？　また機会があったらなにかお願いしようとか、ちょっとしか思ってないですからね？

　というわけで、担当さんにも普段はしないはずの心労をかけてしまったと思います。ありがとうございました。他ほかにも、本の制作に関わってくださったすべての皆さまに等しく感謝。これからもよろしくお願いいたします！

　最後になりましたが、この本を手にとってくださっているそこのあなた！　いつもいつもありがとうございます。早いもので、シリーズも六巻を迎えました。物語に登場する少年少女たちは様々な悩みを抱かかえたまま成長していきます。まだしばらく彼ら彼女らにお付き合いいただけると幸いです。ではでは！

　あなたの貴重なお時間をほんの少しでもいただけたのなら、こんなに幸せなことはありません。本当にありがとうございました！　お相手は、サイトーマサトでした！







[image: ]







サイトーマサト

ここで問題です！　なにを植えたでしょーか！

気になる答えは次巻のこの場所で！

（もしもうまく育たなかった場合は、何事もなかったかのように別の話題になります）
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イラスト／魚さかな

担当さんからも特につっこまれなかったので…調子に乗って描いていたら、まどかの胸がどんどん大きくなっていました。いやぁ成長期ってすばらしい！

……なんて。これからは控えめに描きたいと思います（汗
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